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　プロローグ







「なんか……随ずい分ぶん丸くなったなぁ……」

　リビングの木製テーブルに頰ほお杖づえを突つき、気け怠だるそうなヒュームの少年──ミナトがそう黄昏たそがれたように言うと、テーブルを挟はさんだ向こう側で、デザートの特盛りパフェを口いっぱいに頰張っていた、お胸の大きなエルフの少女ことココが、満面の笑えみで答えた。

「え、そうですかぁ？　全然そんなことないですよぅ～」

　──ぼよよんっ。

「……」

　いつもならこの〝ぼよよんっ〟は、彼女の豊満な胸むな元もとが跳はねた時に鳴る音なのだが、ここ最近は違ちがっていた。

　というのも、




「……ふう、ちょっとお腹なかがきついですねぇ」




　ぽんっ、とテーブルの上に乗っかった腹の肉を叩たたくココに、ミナトは白目をむく。

　そう、ココは前回のマッチングイベント以降、食欲に拍はく車しやがかかってしまったらしく、とにかく美お味いしいものを食べ続けた結果、ふっくらおでぶ系へとジョブチェンジしてしまったのだ。

　もちろん先ほどの〝ぼよよんっ〟も、あのぽんぽこぽんのお腹が震ふるえた音だったのである。

「……っていうか、さすがにそろそろ控ひかえた方がいいんじゃないの？」

　と、眉み間けんに深いしわを刻み、ココのぽっこりお腹を見ながら言うのは、気の強そうな面つら構がまえの猫ねこビースト少女──ヒノカだ。

「そ、そうだね、これで五杯はい目めだし……」

　ヒノカの言葉に、淡たん褐かつ色しよく肌はだのドワーフ少女──タマネも頷うなずく。

「えぇ～、でもまだ残ってますしぃ～……もぐもぐ」

「「……」」

　だが二人の忠告もむなしく、パフェは次々にココの口内へと運ばれていく。

　心なしか、いつもより口元が大きくなっているようにも見えた。

「……はあ」

　これもゲーム中に摂とったカロリーをリアルに再現する、この《サバイバルアーツ・オンライン》ならではの仕様ではあるのだが、だからと言って、一体何な故ぜこんなことになってしまったのか。

　あの可愛かわいらしかったココは何ど処こへ……、とミナトの意識が虚きよ無むの彼方かなたへ飛びそうになっていると、ココはお腹を締しめつけていたベルトに手をかけ始めた。

　ボンレスハムのように、ぎちぎちに締めつけていたため、さすがに苦しくなってきたのだろう。

　が。




「……あれ？　ふぬぬぬぬぅ～……っ。ふ～んっ……はあはあ……。し、シーナさぁ～ん……」




　お腹に手が届かず、ココは隣となりに座っていた寝ね惚ぼけ眼まなこなフェアリーの少女──シーナに救いを求めていた。

「やれやれ……」

　呆あきれ気味に腰こしを上げたシーナは、覗のぞき込むようにココのベルトを緩ゆるめようとする。

「……むむ？」

　しかしベルトはココのお腹にがっつりと食い込んでおり、お肉が邪じや魔まして緩めるどころか、どこにベルトがあるのかも分からないような状じよう況きようだった。

　──ぶよよんっ。

「な、なんだこの肉は!?　う、腕うでが抜ぬけん!?」

「ちょ、ちょっとシーナさん、くすぐったいですぅ～!?」

「「「……」」」

　シーナをも取り込まんと猛たける肉に、ミナトたちがドン引きしていると、




　──ぱつんっ！




「きゃっ!?」「うわあっ!?」

「あばあっ!?」

　恐おそらくは肉圧に耐たえきれなくなったのだろう。

　ベルトのボタンが弾はじけ飛び、ミナトの顔面を直ちよく撃げき──彼はそのまま椅い子すから転げ落ちた。

「み、ミナトくん!?」

「ちょ、大だい丈じよう夫ぶ!?　今、凄すごい音したわよ!?」

　タマネたちが心配そうに見つめる中、なんとか上体を起こしたミナトが顔を上げると、

「ご、ごめんなさい、ミナトさぁ～ん!?（ぶるんぶるんっ）」

「お、おい、暴れるんじゃない!?　椅子が悲鳴を上げてるだろ!?　というか、私の手をいい加減に放したまえ！」

「……」

　なんなのだ、これは……。

　というか、もう──限界である。

　こんな肉々しい日々など──もう耐えられない！

　ので。




「──きゃ、きゃあああああああああああああああああああああああっっ!?」




「み、ミナトさん!?」

「お、おい!?」

「ちょ、どこ行くのよ!?」

「み、ミナトく～ん!?」

　離り脱だつ。

　ミナトはお肉の少女たちに背を向け、生き娘むすめのような悲鳴を上げながら、全力で外の世界へと駆かけ出した。

「ちょ、ま、待ちたまえ!?　私は君と離はなれると……って、うぼあ!?」

「み、ミナトさぁ～ん!?　待ってくださいぃ～!?（ぶるんぶるんっ）」

　背後でシーナがお肉の下した敷じきになる声が聞こえたが、ミナトは一いつ切さい振ふり向かず、ぴゅーっとその健けん脚きやくぶりを見せつけたのだった。




「……いかん、思わず飛び出しちまった……」

　はあ……、と自分の行動に自己嫌けん悪おしつつ、ミナトは〝始まりの街〟──《フォート》の街中を、どこへ行くわけでもなく、ふらふらと歩き続ける。

　少し外の風でも浴びていれば、そのうち気分も落ち着くだろうと考えたからだ。

「余計な心配もかけちまってるだろうし、帰りになんか買っていってやるか……。あ、でも食い物はダメだな……。ココのやつがまた肥えるし……」

　置いてきてしまった四人のことを考えつつ、ミナトはせっかくだし、久しぶりに一人酒にでも興じるかと、酒場──《ハニーバニースイート》を訪おとずれる。

　この酒場の数軒先には、宿屋──《草原の子馬亭てい》もあり、ココと出会った当初は、まだマイホームも建てていなかったので、よくそこを拠きよ点てんに活動したものだ。

　懐なつかしさに惹ひかれながら、年季の入ったウエスタンドアを押して入ると、晩飯時ということもあってか、店内はそれなりに賑にぎわっているようだった。

「ご注文はどうしますかー？」

　隅すみの席に腰を下ろしたミナトに、バニーガール姿のウェイトレスが注文を聞きに来る。

「ああ、じゃあ〝ほんわかサワー〟で」

「はーい、承知しましたー」

　とりあえずほろ酔よい気分になれればいいやと思い、一番弱い酒を頼たのんでおく。

　マイホームを建設以降、遠えん征せいの場合を除き、食事は家で摂ることが多かったので、この酒場に来るのも久しぶりだ。

「まったく変わってないなぁ……。そういえば、ココのやつが初めて酒を飲んだのもここだったっけか……」

　店内をぐるりと見み渡わたし、ミナトがあの団だん欒らんの記き憶おくを心ここ地ちよく思っていると、




　──～～～～～～♪




「……おっ？」

　ふいにピアノの演奏らしきものが耳に優やさしく届き、思わず意識を持っていかれる。




　──ラ～ララララ～♪




　同時に、ピアノの演奏に合わせ、隣に佇たたずんでいた女性が優ゆう雅がに歌い始めた。

　修道服に身を包む、柔にゆう和わな面おも持もちの美女だ。

　種族はヒュームで、年ねん齢れいは二〇歳さい前後くらいであろうか。

　この前のマッチングイベントで会った、攻こう略りやく組のシズカなる女性と同じくらいである。

　ただ……。




　──たゆゆんっ。



















「……」

　でかい。

　もうそれしか言えないくらい、とにかくでかい。

　あれはたぶんココ以上だろう。

　毎日間近で目にし、毎晩腕にがっつり触ふれているミナトが言うのだ──間ま違ちがいない。

　しかし何故そんな爆ばく乳にゆう美女シスターが、こんなところで賛美歌的なものを歌っているのだろうか。

　アバターの表示を見る限り、ＮＰＣではないようだが、まさかミナトの知らぬうちに、こんな癒いやしスポットが誕生していたとは……。

　不覚……っ、とミナトが自身の調査不足を嘆なげいている間も、周囲では彼女の歌を聴ききに来たであろうプレイヤーたちが、男女問わず、皆みなうっとりとした表情を浮うかべていた。

　ともあれ、確かにこんなにも綺き麗れいな歌声だ。

　彼らの顔が緩むのも、至し極ごく納なつ得とく出来る話ではある。

「……ふう」

　かく言うミナトも瞳ひとみを閉じ、その歌声に耳を傾かたむける。




　──ラ～ラララ～♪　ララ～ララ～♪




　癒やし──まさに癒やし。

　この世にこれほど癒やしを感じる歌が存在していたとは思わなかった。

　いや、むしろ彼女の歌声だからこそ、そう感じるのかもしれない。

「これが鎮ちん魂こん歌かか……」

　今までの太ましい日々からミナトが癒やされ、今まさにまどろみの中へと落ちようとしていた時のことだ。




「──み、ミナトさぁ～ん!?」




「……あん？」

　ふいに聞き覚えのある声で名を呼ばれ、眠ねむ気けがぱっと吹ふっ飛んでいった。

　正体が判明してはいるものの、釣つられて誰だれだと振り向けば、そこには台車で運ばれたとおぼしきお肉少女ことココと、その後ろで全身汗あせまみれのまま、フローリングに横たわっているタマネの姿があった。

　ヒノカたちの姿がないのは、恐らく潰つぶされたシーナの介かい抱ほうでもしているからであろう。

「お前ら……。つーか、タマネは大丈夫か？」

「はあ、はあ……ぜー……はー……」

　二人が追ってきたことよりも、タマネの死にそうな形相が心配になったミナトは、負担にならぬよう控ひかえめに声をかけたのだが、やはり彼女は呼吸を整えるので精せい一いつ杯ぱいのようだった。

　そんなタマネを差し置き、台車からうんしょと降りたココは、ぷるぷると肩かたを震ふるわせ、

「……き」

「き？」




「──き、嫌きらわないでくださいぃ～!?」




　泣いた。

「いや、別に嫌ってはいないんだけど……。というか、今あの人が歌ってるんだから、もう少し声のボリュームを抑おさえような？」

　タマネとはまた違った意味で顔をぐしゃぐしゃにするココに、ミナトも困こん惑わくしながら頰ほおを搔かく。

　すると、ココは顎あご肉にくやら腹の肉やらをぶるんぶるんに揺ゆらし、膝ひざにすこぶる負担をかけながら、ミナトのもとへと一心不乱に駆けてきた。

「私、瘦やせますからぁ～!?　ミナトさん好みのえっちな女の子になりますからぁ～!?　だから捨てないでくださいぃ～!?」

「おい、やめろ!?　周りの人たちがドン引きしてるだろ!?」

　そう慌あわてて突つっ込こみを入れるミナトだったが、




「ぜーはー……ひー……ひー……」




　当のココは先ほど立っていたところから、一メートルも進まない場所で力ちから尽つきていた。

「……」

　いや、息切れるの早すぎだろ……。

　まあ、だからこそタマネに運んで貰もらったわけだが……。

「……はあ、はあ……み、ミナトさぁ～ん……ぜひゅー……」

　とにかく、今はココを起こしてやるのが先だ。

　たぶんあの陸りく揚あげされたセイウチ状態じゃ、自力で起きるのは無理だろうし。

「まったく……」

　肩を落として呆あきれつつも、ミナトはふっと口元を緩ゆるめ、ココのところへ向かう。

「み、ミナトしゃ～ん……」

　ココはあうあうと泣きながら、必死に手を伸のばし続けていた。

　相変わらず放ほうっておけないというか、まあそれが彼女のいいところでもあるのだが──。

　と。




　──ジジッ。




「えっ？」

　なんの前まえ触ぶれもなく、ココの身体からだに一いつ瞬しゆんだけノイズらしきものが走り、ミナトは思わず足を止める。

「ミナトさぁ～ん……」

　しかしそれは本当に一瞬のことで、ノイズの走ったココ自身も気づいていないようだった。

「あれ？　気のせいか？」

　両目をごしごしとこすり、再度ココの様子を食い入るように見つめるが、そこには相変わらずの太ましい少女が、うつ伏ぶせでぶるんぶるんしているだけであった。

　もしかしたら、太りすぎでアバターの表示が歪ゆがんで見えただけなのかもしれない。

　まあいいか、と気にしないことにし、ミナトは改めてココに手を伸ばす。

「ほれ、つかまれー──って、重っ!?」

「ふえぇ～!?　お肉を引っ張らないでくださいぃ～!?」

　が、この重量をミナト一人で担かつぐのは不可能に近く、しかし周囲の視線は冷たいので、

「お、お騒さわがせしましたぁ～」

「ひゃわぁ～!?　転がさないでくださいぃ～!?」

　仕方なく、ころころ転がして店の外まで運ぶことにしたのだった。










　一章　ゴーストシップを見に行こう







　ミナトたちがこのＶＲＭＭＯＲＰＧ──《サバイバルアーツ・オンライン》内に閉じ込められてから、早三ヶ月ほどが経たったある日のこと。




「──ミナトさん！　私に〝ウェディングドレス〟を着せてください！」




　地じ獄ごくの断だん食じきによって元の体形に戻もどったココが、開口一番、そんなことを言ってきた。

『キュゥ～!?』

　その声に驚おどろき、ぽてっと頭に乗ってきたマル子（ペット兼けん高級食材）を撫なでつつ、ミナトは「なんだよ、藪やぶから棒に……」と言葉の真意を問う。

　ちなみに、マル子は断食中、食欲が暴走したゾンビ状態のココに食われかけたため、彼女に対して若じやつ干かんの恐きよう怖ふ心を抱いだいていたのだ。

「私、思ったんです！　最近、ミナトさんからの〝愛〟が減少しているんじゃないかって！　あれですか!?　まさかの〝倦けん怠たい期き〟というやつですか!?」

「いや、そう言われてもなぁ……。てか、顔が近い……」

　鼻先数センチのところにまで顔を寄せてきたココの、そのふわっと香かおる花のような匂においに、ミナトの顔も些いささか熱くなる。

　すると、ココはおもむろに瞳を閉じ、




「……ちゅー」




　と、口をすぼめ始めた。

　が。

「やめたまえ」

　──すぱんっ。

「あうちっ!?」

　すかさずシーナに〝ハリセン〟で叩たたかれ、頭を押さえながら涙なみだ目めになっていた。

「な、何をするんですか、シーナさん!?」

「それはこちらの台詞せりふだ。まったく、油断も隙すきもあったものではない。大体、そうやってしつこくミナトに迫せまるから、君が言うところの〝愛〟とやらが減少しているのではないのかね？」

「うぐっ!?」

　痛いところを突かれたと思われ、ココの顔色がさっと青くなる。

　だがシーナのターンはこれで終わらず、その小さな口からさらなる追つい撃げきが飛び出した。

「そこで問題なのが、〝減った分の愛はどこへ行ったのか〟ということだ。まあ言わなくても分かるとは思うが、当然」

「マル子ですか!?」

「いや、何な故ぜこの話の流れでその結論になるのかね……」

　小さく嘆たん息そくするシーナを微笑ほほえましく見つつ、ミナトはココに尋たずねる。

「んで、その愛の減少とやらが、どうして〝ウェディングドレス〟なんて話に繫つながるんだよ？」

「あ、はい、それはですね、やっぱり一番ラヴラヴな時って、幸せいっぱい夢いっぱいの〝新しん婚こん当初〟だと思うんですよぅ」

「お、おう？」

　新婚当初？

「なので、私たちも一度この〝新婚当初〟という原点に戻り、私がきちんとミナトさんのお嫁よめさんであるということを再さい認にん識しきしていただくことで、瑞みず々みずしくも甘あま酸ずっぱい恋れん愛あいムードを取り戻したいと考えているんです！」

「は、はあ……」

　何言ってるんだろう、この子……、と呆ほうけるミナトだが、ココの話は続く。

「もちろんただドレスを着るだけではダメだと思います！　ですので、私も今一度花嫁修業を積み、女子力を底上げすることで、〝スーパーワイフ〟の名をほしいままにしようという作戦です！　炊すい事じ、洗せん濯たく、家事、親おや父じと、全すべてのスキルをマスターし、まさに理想のお嫁さんに成長しようと思うのです！」

「いや、それ以前に炊事も洗濯も家事の一部のような気がするのだが……。というか、最後の〝親父〟というのは一体……」

　小首を傾かしげるシーナに、まったく以もつて同じ気持ちのミナトだったが、とりあえずココが、今よりも女性として成長したいということは分かった。

　まあそれに連なる不純な目的については、この際置いておくとしよう。

　ミナトは腕うでを組み、なるほどと神しん妙みような顔で頷うなずく。

「お前の気持ちはよく分かったんだけど、ただ女子力の方はいいとしても、〝ウェディングドレス〟は結婚イベント専用装備だから、結婚する以外、こいつを手に入れる方法がないんだよなぁ……」

「じゃ、じゃあ今こそ私たちのウェディングを」

「却きやつ下か」

　──すぱんっ。

「あびゃあ!?」

　爛らん々らんと瞳ひとみを輝かがやかせるココの提案を、横からシーナが〝ハリセン〟で、文字通りばっさりと叩き落とした。

　ずーんっ、と体育座りでしょんぼりするココに、ミナトもどうしたものかと眉まゆを八の字にする。

　と。




「──たっだいまーっ」




　ふとそんな快活な声が響ひびき、二人の少女が室内に姿を現した。

　攻こう略りやく組の集まりに顔を出していたタマネと、暇ひま潰つぶしに彼女について行ったヒノカである。

「あ、おかえりなさいです」

「おう、おかえり」

「む、帰ったかね」

「ええ、ただいま。あー疲つかれた。ココ、お茶お願いー」

　どかり、とソファに腰こしを下ろし、ヒノカが手で顔を扇あおぎながら言う。

「あ、はいです。じゃあ皆みなさんの分も煎いれますねー」

「わーい、ありがとー」

　とてとてとココがキッチンに向かう中、ミナトはタマネに成果を問うた。

「で、どうだった？　あっちは相変わらず攻略を頑がん張ばってるのか？」

「うん、みたいだよー。最近は〝砂さ漠ばくの街〟──《メサ》近くのおっきなピラミッド攻略に勤いそしんでるんだってー」

「へえ、さすがというかなんというか……」

　ちなみに、《メサ》は〝港町〟──《リフル》から派生する航路の、その一つを行った先にある砂漠地帯の街である。

　とにかく気温が高く、一年中晴れの天気が続いており、近くのフィールドも、砂漠やピラミッドに関連したモンスターが多い。

　中には砂の中を高速で泳ぐようなやつまで存在する上、砂漠には流砂や、そこに住まう蟻あり地じ獄ごくのようなモンスターの他ほか、ピラミッドの中も罠わなだらけという〝トラップ多発地帯〟でもあるため、ミナトたちはまだ様子見の段階だったのだ。

「そのうち探たん索さくしたいとは思ってるんだが、いかんせん危なそうだからな。攻略組の連中も気をつけて欲しいもんだが……」

「ねー。でも今のところは、なんとか犠ぎ牲せい者も出ずに進めてるみたいだよー」

「そうなのか。そりゃ何よりだな」

「うん！」

　屈くつ託たくのない笑え顔がおで頷くタマネに、ミナトの口元もふっと緩ゆるむ。

　すると、彼女は「あ、そうだ！」と思い出したように両手を叩き、テンション高めにこう言ってきた。




「──なんかね、〝ゴーストシップ〟が出たんだって！」




「「……ゴーストシップ？」」

　揃そろって顔を見合わせるミナトとシーナに、ヒノカが続けて補足をする。

「ええ、そうなの。《メサ》とは逆方向の航路らしいんだけど、いきなり深い霧きりに包まれたかと思ったら、目の前にぼろぼろの帆はん船せんが現れたんだって。しかもその船に乗ってた骸がい骨こつみたいなモンスターってのが、一いつ切さいの〝物理攻こう撃げき無効状態〟だったとかで、その上向こうの攻撃は、こっちに効くとかいう馬ば鹿かみたいな仕様だったんだとか」

「それは災難だったな……」

「まあね。んで、あいつらも色々と試したみたいなんだけど、船を回かい避ひして先に進もうとしても、霧を抜ぬけると元の航路に戻っちゃったみたいで、どうにもお手上げってわけ」

「うん、だからゴーストシップは後回しにして、今はちゃんと攻撃の通じる、《メサ》近くのピラミッド攻略を頑張ることにしたんだってー」

「なるほどなぁ」

　しかし……、とミナトは再度腕を組み、頭を悩なやませる。

「その〝物理攻撃無効〟ってのは厄やつ介かいだな……。まあボスモンスターとかだと、一定以上離はなれた攻撃を無効化したりするけど、それでも近づけばきちんと攻撃が通るからな。この世界に〝魔ま法ほう〟の概がい念ねんが存在しない以上、他の物理外攻撃って言ったって、せいぜい口に酒を含ふくんで火を噴ふくくらいしか出来ないし」

「え、何それ凄すごい！」

　タマネが好こう奇き心に溢あふれた顔をしていると、今までキッチンでお茶を煎れていたココが、お盆ぼんを片手に、何やら含み笑いを浮うかべながらやってきた。

「ふっふっふっ、お話は聞かせていただきました。どうやらその物理攻撃が効かないゴーストな方々──この真のワイフことココさんの出番のようですね！」

「「「「……」」」」

　うわ、嫌いやな予感……。




　翌日。

　何か考えのあるらしいココの提案で、件くだんのゴーストシップを見に行くことになったミナトたちは、シーヴォロスの時にお世話になった、傷の漁師のもとを訪れていた。

　得体の知れない敵である以上、ミナトとしても、あまり気乗りはしなかったのだが、基本的には見るだけだというココの言葉を信じ、だったらとこれを了りよう承しようしたのである。

「ほう、今度はゴーストシップか。シーヴォロスに続いて、お前らもなかなか度胸があるな」

　にっと歯を見せて笑った後、漁師は手にしていた銛もりを肩かたに担かつぎ、沖おきの方へと視線を移す。

「しかしゴーストシップとは、また厄介なやつらに目をつけたもんだぜ」

「あれ？　もしかしてお知り合いですか？」

　ほえ？　と不思議そうな顔をするココに、漁師は首を横に振ふって言う。

「いや、知り合いなんて親しい間あいだ柄がらじゃねえが、これでも海に生きる男の端はしくれだからな。噂うわさは嫌でも耳に入る。なんでも一昔前に、ここいらの海を荒あらしまくった、海かい賊ぞくどもの成れの果てだとかいう話だ」

「ふーん。どうせ死んでもお宝のことが忘れられなくて、未いまだに成じよう仏ぶつ出来ないとかそんな感じでしょ？　これだから女め々めしい男どもは嫌なのよね」

　と、呆あきれたように言うヒノカに、漁師も「同感だ」と頷く。

「まあそういうわけで、やつらには物理攻撃が一切通じねえ。すでにおっちんじまってんだから当然だ。で、そんなやつらのところに行きてえっつーくらいだ。シーヴォロスの時同様、何かしらの策があるってことなんだろ？」

「え、まあ……」

　そう問われたものの、その策とやらがあるらしいのは、ミナトではなくココ先生である。

　なので、ミナトはつーっと確かく認にんするように、ココの方へと視線を送る。

　すると、ココはその大きなお胸をたゆんっと張り、自信満々に頷いた。

「もちろんです！　是ぜ非ひ大船に乗ったつもりでいてください！」

「へえ、そいつは頼たのもしいぜ。なら善は急げだ。さっさと乗りな！」




　漁師に船を出して貰もらい、ミナトたちはゴーストシップの目もく撃げき場所へと向かう。

　道のりは順調──雷らい雨うが轟とどろいていたシーヴォロスの時とは違ちがい、海は穏おだやかそのもので、乗り物に弱いシーナも、なんとか体調を保てているようだった。

　風と、たまに飛んでくる水みず飛沫しぶきに心地よさを感じつつ、船を進ませること小一時間ほど。

「……おっ？」

　ヒノカたちが仕入れてきた情報どおり、辺りに薄うつすらと霧が出始めたかと思えば、

「おお、凄い霧だな……」

　それはあっという間に日の光を遮さえぎるまでに濃こくなり、最終的に数メートル先も見えないほどの濃のう霧むとなった。

「な、なななんか出そうだよ!?」

「そ、そそそうですね!?」

「な、何怯おびえてんのよ？　こ、こんなのただの霧でしょ？」

「ふ、なんだ？　怖こわいのかね？（ぷるぷる）」

『キュゥ～……』

「いや、あの、皆みんな少し離れてくれると……」

　色々な方向から服やら腕やらをぎゅっと摑つかまれ、ミナトが身動きを封ふうじられていると、




　──ぎいっ。




「「「「「──っ!?」」」」」『キュッ!?』

　突とつ如じよ何かの軋きしむような音が響き、一同の身体からだがびくりと強こわ張ばる。




　──ぎいっ……ぎいっ……。




　軋み音は次し第だいに大きく、しかも響く間かん隔かくを徐じよ々じよに短くしていき、ついにぬうっとその姿を、霧の隙すき間まから覗のぞかせた。




「──男ノ気配ガスルゾゥ～」




「「「「あぎゃあああああああああああああああああああっっ!?」」」」『キューッ!?』

「うげえっ!?　く、苦しい苦しい!?　てか、当たってる当たってる!?　いろんなものが当たってるって!?」

　むぎゅう～、と女子全員（＋一匹ぴき）から抱だきつかれ、ミナトの全身に柔やわらかい感かん触しよくやら、甲こう殻かく類るいの足っぽい感触やらが広がる。

　ミナトたちの前に姿を現したのは、噂通り、今にも沈しずんでしまいそうな、ずたぼろになった帆船で、甲かん板ぱんには、同じくぼろぼろの衣服を身に纏まとった、文字通り骸骨たちが、恨うらめしそうな顔でこちらを見つめていた。

「ほう、奴やつこさんのお出ましってやつだな。で、どうする？」

　この状じよう況きようでも冷静なのは、やはり彼がＮＰＣだからであろうか。

　淡たん々たんとした漁師の言葉に、ヒノカが声を荒あららげながら答える。

「ど、どうするもこうするもないわよ!?　もう十分見たんだし、さっさと帰るに決まってるでしょ!?」

「わ、わたしもその方がいいんじゃないかとぉ～!?」

「ふん、まだ始まったばかりだというのに、何を弱気なことを言っているのかね？」

「……出来ればその台詞せりふは、俺の頭を放してから言ってくれないかな……」

　震ふるえる身体でこれでもかと小さな胸を押しつけてくるシーナに、ミナトがジト目を向けていると、今まで胸むな元もとにぎゅっとしがみついていたココが、何かを決意したように頷うなずき、一人腰こしを上げて骸骨たちに向き直った。

「「「「……？」」」」

　何をするのかとミナトたちが口を半開きにしていると、ココは一度大きく深呼吸した後、両手を胸元で組み、まるで祈いのりでも捧ささげているかのようなポーズをとった。

　まさか恐きよう怖ふで頭が混乱しているのでは……。

　そうミナトたちが心配そうに見つめる中、ココは静かに口を開く。

「──私には分かります。あなたたちは、ただ迷っているだけなのだと。だから誰だれかに導いて欲しくて、このように人前に現れるのですね？」

『……？』

　骸骨たちが揃って首を傾かしげたが、ココは気にせず続ける。

「──大だい丈じよう夫ぶです。怖いことは何もありません。何な故ぜなら、私があなたたちを救うからです。そう、いつの世も迷える魂たましいを救うのは、慈いつくしみの心と、清き乙女おとめの──その〝歌声〟なのですから！」

『……』

　なんか言い始めたぞ。

　骸骨たちに混ざって、ミナトたちも大丈夫かしらこの子と白目をむく。

　すると、ココはすでに自分の世界に入っているようで、慰い問もんに来た往年のベテラン歌手のような貫かん禄ろくで言った。

「では──歌います。聴きいてください──ミナトさん」

「いや、ここまで来てなんで俺だけなんだよ……」

　そんなミナトの突つっ込こみもむなしく、ココは大きく息を吸い、骸骨たちを成仏させるべく、自らの美声を披ひ露ろうし始めた。

　が。




　──ホゲェ～～～～～～～～～～～～～～～～♪♪♪




『ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああっっ!?』

　それは、まさに怪かい音波とも言うべき超ちようド音おん痴ちの歌声だった。




　　　　◇



















「──そこまでだ」

〝砂さ漠ばくの街〟──《メサ》近くのフィールドにある、大ピラミッドの最さい奥おうで、今まさにハルマたち攻こう略りやく組は、ＮＰＣのミイラ王から、一つの試練を言い渡わたされていた。

　それは〝アイスドリンク〟などの耐たい熱ねつアイテムや、耐熱系の装備を一いつ切さい使わず、気力の続く限り灼しやく熱ねつの空間で耐たえ続けるというもので、今まで修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきた組員たちでも、最後まで耐え続けられる者は僅わずかしかいなかった。

「……はあ、はあ……」

　もちろん精せい悍かんな顔立ちをした、ヒュームの少年──ハルマもその一人である。

　脱だつ水すい症しよう状じようを起こし、意識を朦もう朧ろうとさせながらも、彼は最後まで耐え抜ぬいていたのだ。

「大丈夫？　早くこれを」

「……すまない」

　先に脱だつ落らくしてしまっていた、補ほ佐さの美女エルフ──シズカから、冷れい涼りような水入りの小ビンを受け取ったハルマは、迷わずそれを一気に飲み干す。

　五ご臓ぞう六ろつ腑ぷが潤うるおっていく感覚に囚とらわれたハルマは、全快とまではいかずとも、脱水症状が多少緩かん和わされたようだった。

「……ふう。他の皆は大丈夫か？」

「ええ、とくに重じゆう篤とくだったのは、最後まで残ったあなたたちだけだったからね」

「そうか、それはよかった……」

　戦せん闘とうではないとはいえ、今は〝死んだらそれまで〟というデスゲームの真っ最中である。

　万が一という場合もあるため、他の組員たちが全員無事であったことに、ハルマは心の底から安あん堵どしていた。

　そんなハルマたちに、王は石の玉座に鎮ちん座ざしたまま、厳おごそかな口調で告げる。

「貴様らの決意は十分に示された。さあ、望みを言うがいい」

「「……」」

　シズカと無言で頷き合った後、ハルマは王に願う。

「俺たちはこの世界を攻略し、皆で現実世界へと帰き還かんするために戦い続けています。もしあなたが〝七希望の断片〟と呼ばれるアイテムの所在を知っているのなら、どうか俺たちに教えてはいただけませんか？」

「なるほど。貴様らは〝天の扉とびら〟を開こうとしているわけだな？」

　なお、王の言う〝天の扉〟とは、このデスゲームを引き起こした元げん凶きよう──ゼロの宮きゆう殿でんにあるという、〝ログアウトを可能とするための扉〟のことだ。

　そしてこの扉を開けるための〝鍵かぎ〟製作に欠かせないのが、ハルマたちの求める〝七希望の断片〟だったのである。

「はい。そのために〝七つの断片〟が必要だと聞きました。噂うわさでもなんでも構いません。何か手がかりになるような情報を持ってはいませんか？」

　そうハルマが尋たずねると、王はおもむろにハルマたちの方を指差し、




　──ぶうんっ。




「「──っ!?」」

　彼らの眼前に、赤色に輝かがやく鉱石のようなアイテムを出現させた。

　虚こ空くうでゆっくりと回転するそのアイテムに、ハルマはそっと手を伸のばす。

「こ、これは!?」

　さすがのハルマも驚おどろきを隠かくせなかった。

　何故なら、ハルマが手にしたアイテムには、〝火の断片〟という名めい称しようがついていたからだ。

　そう、彼らの探す〝七つの断片〟のうちの一つだったのだ。

「これって例の……？」

「ああ、間ま違ちがいない！　あなたが持っていたのですね!?」

「そうだ。もっとも、余が所持しているのは、貴様にくれてやった、その断片一つだけだがな」

「いえ、十分すぎる報ほう酬しゆうです！　本当にありがとうございました！」

　深く頭を下げるハルマだが、王の話には続きがあるようだった。

「礼を言うには早い。余の話はまだ終わっていないのだからな」

「す、すみません……」

　慌あわてて頭を上げるハルマに、王は相変わらず抑よく揚ようのない声で言う。

「よく聞くがいい、若き戦士たちよ。七希望の断片は、〝七つの希望〟と〝七つの属性〟が重なった時にのみ現れる。何故なら、この世界は創造主の〝希望〟で形作られているからだ」

「ええ、そうだと古いにしえの賢けん者じやも言ってました」

　と。




「──だが、元からそのような理ことわりだったわけではない」




『えっ？』

　思わぬ王の言葉に、ハルマをはじめとした一同の目が大きく見開かされる。

「今より三の月ほど前から、この世界は絶えず〝変化〟を繰くり返すようになった。創造主の願いに従い、我を含ふくめ、世界の全すべてが作り替かえられ続けたのだ」

「それはどういう……」

「答えはおのずと見つかるだろう。いや、恐おそらくは世界がそう望むはずだ」

　ゆえに、と王は最後にこう言った。




「──貴様らには酷こくな話だろうが、断片が七つ集まることはないだろう。何故なら、世界がそれを望んではいないからだ」




　だがそれは、この世界からの脱だつ出しゆつを目指すハルマたちにとって、まさに希望を打ち砕くだかれるような言葉だった。










　二章　歌姫さんを仲間にしよう







「ふえぇ～!?　私も〝ママ〟として、ミナトさんにお歌を聴かせたかっただけなのにぃ～!?」

　と、《リフル》の港に戻もどってきたココが、ハンカチ片手によよよと泣き喚わめく。

　あれからココのド下手な歌声で死にかけたミナトたちだったが、それは骸がい骨こつたちも同じで、「フザケンナ！」「殺ス気カ！」「騒そう音おん反対！」など、とにかくキレた彼らに怒ど濤とうの砲ほう撃げきを食らい、慌てて港へと引き返したのである。

「いや、歌を聴かせたいだけなら、別にゴーストシップの前じゃなくてもいいだろ……。わざわざこんなでかい〝メガホン〟まで隠し持って……。というか、それ以前に〝ママ〟ってなんだよ……」

　ココから押収した〝メガホン〟に、ミナトが半眼を向けていると、彼女は涙なみだながらにこう訴うつたえてきた。

「ママはママですよぅ!?　ミナトさんとの赤ちゃんを抱だく、ぽわぽわ癒いやし系けいのココママさんですぅ～!?」

「……」

　いや、ぽわぽわなのはお前の頭の中だろ……。

　どんよりと白目をむくミナトに、ココは洟はなをすすりながら語り始める。

「うぅ……だってミナトさん、前に酒場でお歌を聴いていた時、凄すごく癒いやされているような顔をしていました……。だから私もお歌でミナトさんをいっぱい癒やして、薄うすれつつある愛を復活──正妻の座を確立させたかったんですぅ……」

「……」

　しょ、しょうもねえ……、と再び白目をむきつつ、ミナトは言う。

「ま、まあとりあえずお前が歌で俺を癒やそうとしていたのは分かった。でも歌で癒やされることと、薄れた愛を復活──しかも正妻の座を確立させることって、別に関係ないような気がするんだけど……」

　そう突つっ込こんでみると、ココはばっと顔を上げ、「何を言うんですかぁ!?」と声を荒あららげ始めた。

「子守歌の上手なママじゃないと、赤ちゃんが健すこやかに眠ねむれないじゃないですかぁ～!?」

「えぇ……」

　両目を〝[image: かお]〟にして吼ほえるココに、何を言ってるんだろうとミナトが呆ほうけていると、今まで話を黙だまって聞いていたヒノカが、憮ぶ然ぜんと腕うでを組みながら言った。

「で、あたしたちはあんたのそのくだらない思いつきで死にかけたんだけど、何か言うことはないの？」

「うぅ、それは本当にごめんなさいです……」

「ま、まあまあ、ココちゃんも悪気があったわけじゃないしさ……」

　ヒノカに怒おこられ、小さくなってしまったココを見かねたらしく、タマネが仲裁に入る。

　すると、ヒノカは怒いかりの矛ほこ先さきをタマネに向け始めた。

「そんなことは分かってるわよ！　あんた、馬ば鹿かなの!?」

「ひ、ひぃ～!?　なんでわたしが怒られるのぉ～!?」

　鬼き気き迫せまる形相のヒノカに凄まれ、タマネが滝たきのような涙を流していると、ふいにシーナが気づいたように言った。

「ところで、一つ思ったことがあるのだが」

「うん？　どうした？」

「いや、あの骸骨どもが〝物理攻こう撃げき無効〟という話は聞いていたが、先ほどやつらは、ココの歌に〝怒っていた〟なと」

　これに真っ先に反応したのは、同じく怒っていたヒノカである。

「はあ？　つまりあんたは、ココのあの下手くそな歌に、〝効果があった〟って言いたいわけ？」

「うぅ、〝下手くそ〟とか言わないでくださいよぅ～……」

「よしよし。大だい丈じよう夫ぶ、わたしは下手くそだとは思っていな……くはないけど、上う手まい……とは到とう底てい言えないような……」

「いや、全然フォローになってないぞ……」

「その前に話の腰こしを折るのをやめてくれないかね……。はあ……」

　ミナトたちのやり取りにそうため息を吐つきつつ、シーナは話の軸じくを戻す。

「とにかく、多少なりとも〝刺し激げき〟は出来ていたのではないかと思うのだよ。それがやつらの攻こう略りやくに繫つながるかは分からないが、歌で怒らせることが出来たのならば、ココの考えたように、歌で癒やすこともまた可能なのではなかろうかとな」

「ふーん。まあ可能性はあるかもしれないわね」

　人選を間違っただけで、とヒノカに横目を向けられたココは、今まさにタマネに洟をちーんされている最中だった。

「で、どうするのよ？　あんたは歌に自信あるの？」

「ふ、愚ぐ問もんだな。愚問すぎて答える気にもならんな」

　妙みように自信ありげに言うシーナだが、目は完全に逸それているようだった。

「つまりあんたも音おん痴ちなわけね……」

　やれやれと嘆たん息そくするヒノカに、シーナも多少むきになって問う。

「ぬ、そういう君はどうなのかね？　自じ称しようネットアイドルだったのだろう？」

「誰だれが〝自称〟よ!?　……まあ流は行やりの歌くらいなら歌えないこともないけど、でもそれで癒やされるかってのは、人によるんじゃないかしら？　もっとも、あたしの熱ねつ烈れつなファンたちなら、無条件で癒やされるんでしょうけどねっ」

　どうよとばかりに薄い胸を張るヒノカを、シーナは相変わらずの寝ね惚ぼけ眼まなこで見つめた後、




「……ののか氏は豚ぶたの餌えさ、と」




　という結論に至っているようだった。

　ちなみに、〝ののか〟というのは、ヒノカの本名だったりする。

「だ、誰が豚の餌ですって!?　っていうか、人のファンを豚呼ばわりしないでくれる!?」

　当然、煽あおり耐たい性せいがマイナス域に突とつ入にゆうしそうなヒノカゆえ、すぐさま反応するが、

「餌が喋しやべった!?」

「キーッ!?」

　さらに挑ちよう発はつされ、顔を真っ赤にしながら地じ団だん駄だを踏ふんでいた。

　ともあれ、確かにシーナの言うとおり、やつらはココの下手くそな歌に激げき怒どしていた。

　怒らせることが出来たのだ。

　ならばその逆──喜ばせることや、それに伴ともなって癒やし、成じよう仏ぶつさせることも出来るかもしれない。

　物理攻撃無効である以上、別の方法でアプローチしなければならないわけだし、そういう手段で道を切り開く場合もあるとは思う。

　十分試してみる価値はあるのではなかろうか。

「うーん……」

　でも……、とミナトは眉み間けんに力を込めて考える。

　問題は、先ほどのヒノカたちの会話を聞いても分かるとおり、ミナトを含め、人を癒やせるような歌を歌える者がいないということである。

　ココは言わずもがな、シーナは自信がなさそうだし、ヒノカも一部のマニアにしか受けなさそうだし、タマネにはまだ訊きいていないが、たぶん癒やしというよりは、子ども受けしそう臭しゆうがぷんぷんする。

　ということは、だ。

　このパーティーに該がい当とうする人物は存在しないということになる。

　そうなると、別のプレイヤーに協力を仰あおがなければならなくなるわけだが、ミナトたちの見知る人物の中に、果たして癒やし系の歌声を持つ者がいただろうか。

　真っ先に思いつく人物と言えば、攻略組のハルマやシズカあたりだが、あのいかにも海かい賊ぞく然とした骸骨どもを相手に、イケメン──つまり〝男〟を連れて行くのはどうかという感じだし、シズカは癒やしよりも〝出来るキャリアウーマン〟という感じだし……。

「どこかにいないもんかな……。骸骨どもを癒やせるような、柔にゆう和わで聖母みたいな雰ふん囲い気きを纏まとう、歌声の綺き麗れいな女性プレイヤーは……って、うん？」

　と言ったところで、ミナトの脳のう裏りにとある記き憶おくが蘇よみがえる。

　お肉の少女、駆かける自分、行き着いた酒場、その店内に響ひびく澄すんだ歌声と──おっぱい。

「あっ……」

　その瞬しゆん間かん、ミナトの中で全てが繫がった。

　彼女なら、もしかしたらこの状じよう況きようを打破出来るかもしれない、と。

　ただ、思い浮うかんだほとんどがおっぱいだったのは、たぶん仕方のないことだと思う。




「……私わたくしの歌でですか？」

　驚おどろいたように目を丸くするのは、以前ミナトがこの酒場──《ハニーバニースイート》で見かけた美女ことサラだった。

　聞けば、彼女はデスゲームで希望を失っているプレイヤーたちを、少しでも元気づけられるようにと、軽く歌い始めたのがきっかけとなり、今では人気の歌姫として、毎夜のごとく歌い続けているという。

「〝救い〟と言えば教会ですから」というのが、修道服を着用する──つまりシスターをやっている理由らしいのだが、曰いわく本人は仏教徒なのだとか。

　まあ仏教徒でもクリスマスは普ふ通つうに祝ったりするし、別段構わないのだろう。たぶん。

「ええ、是ぜ非ひ頼たのめたらと思いまして。サラさんの綺麗な歌声なら、きっとやつらを成仏させることが出来るんじゃないかなって」

「あらあら、そんなに褒ほめられると照れてしまいますわ」

　ぽわわ、とママさんオーラを全開にして頰ほおを桜色にするサラに、ミナトの顔にも思わず笑えみが浮かぶ。

　が。




「「……（じー）」」




　それをあまりよく思わない視線が、二つほどミナトの背に突き刺ささっていた。

　もちろんココとシーナである。

　表情が乏とぼしめのシーナとは違ちがい、ココはあからさまに頰を膨ふくらませ、口を〝３〟にしながらぶーたれているようだった。

「……」

　さすがのミナトも、あそこまで膨れっ面つらをされると、気がつかないわけもなく、なんとも言えない気まずさに包まれる。

　と。

「……ぶー、私だって少し練習すれば上手に歌えるのにぃ……ぶー」

「はいはい、文句は後で聞いてあげるから、せめてシーナを見習って、表情に出さないくらいの努力はしなさいな。悪いのはミナトであって、あの人に罪はないでしょう？」

「うぅ、分かりました……」

　ヒノカに諭さとされ、ココの〝ぶー〟が〝ぷー〟くらいまで抑よく制せいされた。

「……はあ」

〝悪いのはミナト〟というフレーズが気にはなるが……まあいい。

　やれやれと肩かたを竦すくめつつ、ミナトは話を続ける。

「で、どうですかね？　もちろん歌うだけなので、そこまで危険ではないと思いますし、俺たちも全力でサポートしますから」

「ええ、分かりました。私に出来ることでしたら、是ぜ非ひ協力させてくださいませ」

「おお、ありがとうございます！　じゃあ明日の朝迎むかえに来ますので！」

「ふふ、ではお待ちしていますね」

　にこり、と慈じ愛あいに満ちた微笑ほほえみのサラに、ミナトが再び顔を赤くしてると、




「──ちょっと待ったあ！」




「「「「──っ!?」」」」

「あら？」

　突とつ如じよココからタイムが入り、一同は何事かと言葉を失う。

　すると、彼女は大おお股またでサラに近づき、自じ慢まんのお胸をぶるるんっと張った。

　が。




　──ぼよよんっ。




「げふうっ!?」

「？」

　やはりサラの方がサイズ的に一回りは大きく、ココの先制パンチは、クロスカウンターとなって返ってきたようだった。

「こ、ココちゃん……」

　セコンド（？）のタマネがタオルを投げそうになっていると、ココは彼女を手で制し、口元の汗あせをぐいっと拭ぬぐう。

　ここで倒たおれては嫁よめポジの名折れ……っ、とでも考えているのだろう。

「……サラさん、でしたね？」

「はい、サラと申します。あなたは確か……ココちゃん、でしたわね」

　余談だが、ここを訪おとずれた際、ミナトが一応全員のことを軽く紹しよう介かいしている。

「はい、そうです。私はココ──ミナトさんの〝お嫁さん〟をやっています！」

　どーんっ、と効果音でも鳴りそうな勢いで胸を張るココだが、サラは相変わらずのママさんオーラでこれを華か麗れいに受け止め、あらあらまあまあと嬉うれしそうに笑った。

「こんなにも可愛かわいいお嫁さんがいるなんて、ミナトくんも隅すみに置けませんね」

「え、そ、そうでしょうか？　えへへ、ありがとうございますぅ～♪」

「「「「……」」」」

　チョロインである。

「聞きました？　ミナトさん！　〝可愛いお嫁さん〟ですって！」

「お、おう……」

　先ほどまでの剣けん吞のんさはどこへやら、ココの顔はだらしなく緩ゆるみきっていた。

「えへへへ～♪　私は可愛いお嫁さ～ん♪　ミナトさんのお嫁さ──って、はっ!?」

　あ、気づいた。

「そ、そうじゃないですよぅ!?　私はあなたにお尋たずねしたいことがあったんですぅ!?」

「あら、なんでしょうか？」

　頰に手を添そえ、笑顔を絶やさないサラに、ココは気け圧おされまいとしっかり床ゆかを踏みしめ、こう切り出した。




「──あなたは〝家事〟が得意ですか!?」




　ずびっ、と力強く指を差して問うココに、サラは不思議そうな表情を浮かべる。

「家事、ですか？」

「はい、〝家事〟です！　ついでに〝育児〟とかに自信があるかもお願いします！」

「「「「……」」」」

　何訊いちゃってんの、この子……、とミナトたちが白目をむく中、サラは少々戸と惑まどいながらも、ココの問いに答え始めた。

「えっと、得意かどうかは分かりませんが、一応現実では親元を離はなれて暮らしておりますので、一通りのことは出来ると思います。お料理も好きですし、お掃そう除じやお洗せん濯たくも毎日しますので」

「なるほど……」

「あと、育児についてなのですが、私は将来〝保育士〟さんになるのが夢でして、大学でも〝保育学〟を専せん攻こうしております」

「ぐっはあっ!?」

「こ、ココちゃーん!?」

　大量吐と血けつしながらぽてりと倒れてきたココを、タマネがすんでのところで受け止める。

「あらあら、大だい丈じよう夫ぶですか……？」

　当然、ココが何な故ぜこんなにも追い込まれているか分からないサラは、どうしたのかとおろおろしていた。

　と。

「み、ミナトさぁ～ん!?」

「今度はどうした……」

　タマネの手を離れ、しゅばっと腰こし元もとにすがりついてきたココに、ミナトがジト目を向けていると、彼女は涙なみだと鼻水で顔をぐしゃぐしゃにしながら言った。




「あの人──完全に私の〝上位互ご換かん〟じゃないですかぁ～!?」




「いや、まあ……そうだな」

「そうね」

「うむ」

「……かなぁ」

『キュッ』

「びえぇ～!?」

　全員が満まん場じよう一いつ致ちで頷うなずき、ココの心をがっつりと抉えぐっていく。

　確かにサラはココと同じ癒いやし系けいの美女で、ココよりも胸がでかく、ココよりも自立しているがゆえに落ち着いており、ココよりも圧あつ倒とう的に歌が上う手まい上、ココのリアルがどういう少女かは分からないが、嫁スキルという点でも、保育士を目指しているサラの方が、育児などを含ふくめ、完全に上であろう。

　ココの言ったとおり、見事な上位互換である。

「な、何かないんですか!?　私がサラさんより上回っている点は!?」

「そ、そう言われてもなぁ……。えっと、年ねん齢れい的に若いとか……」

　ちらっ、と救いを求めるように、ヒノカたちの方へと視線を向けると、

「サラより鬱うつ陶とうしい」

「サラ氏より声がでかくて騒そう々ぞうしい」

「え、えっと、サラさんより子どもっぽい！」

『キュッ！』

「ほ、ほとんど悪口じゃないですかぁ～!?　あと、『キュッ！』ってなんですかぁ～!?」

　彼女らは救いではなく追い打ちをかけ始め、ココは泣き止やむどころか、さらに感情を昂たかぶらせていったのだった。




　そんなこんなで翌日の早朝。

　約束通り、サラを《ハニーバニースイート》まで迎えに行ったミナトたちは、彼女をパーティーに加え、再び漁師のもとを訪れていたのだが、




「……下位……互換……おっぱい……ちっぱい……」




「……」

　すっかりサラの下位互換へと陥おちいってしまったココは、あれから抜ぬけ殻がら状態になり、今も真っ白に燃え尽つきながら、一人膝ひざを抱かかえ、ぶつぶつと何やらを呟いていた。

　もちろん食べ物で釣つったりと、何度も元気づけようとはしたのだが、




「いいんです、私なんて……。取り柄えのおっぱいですら負けてしまったんですから……」




　と、完全にひねくれてしまっており、今は放ほうっておくしかなさそうだった。

　もっとも、基本的には明るい性格のココである。

　しばらくすれば、またいつものように笑え顔がおを見せてくれることだろう。

　内心そう願い、ミナトは船首の先に見える大おお海うな原ばらへと視線を移す。

　天気は快晴──波も穏おだやかそのもので、今のところはゴーストシップはおろか、霧きりが出る気配すらないようだった。

「ところで、サラってどうしてこのゲームをやり始めたの？　あんまりゲームとかやるタイプには見えない気がするんだけど。もちろん悪い意味じゃなくてね」

　最中、ふとヒノカの口からサラへの疑問が飛び出す。

　それを聞いたサラは、やはり微笑みながら頷いた。

「ええ、確かにヒノカちゃんの言うように、私はあまり〝ゲーム〟というもの自体、プレイすることはございません。〝サラ〟というこの名前も、本名の〝さくら〟を、慣れない操作で入力ミスしてしまったものですしね。ですが、誘さそっていただいた大学のお友だちと同じく、せっかく抽ちゆう選せんも当たりましたので、でしたらちょっとやってみようかなって思ったんです」

「なるほどね。にもかかわらず、デスゲームなんてふざけた事態になったと」

　そうヒノカに言われ、珍めずらしくサラの顔色が曇くもる。

「はい……。大学のお友だちは、元々他のゲームなどもやっていたので、今もなんとか生き延び、攻こう略りやく方法を探し続けてはいるのですが、私はゲーム自体が初心者のようなものですので、なるべく街の外には出ないようにと……」

「ふむ、そういうことか。まあ、見事に連れ出してしまったわけだが、責任は我らの頼たよれるリーダーが全すべてとってくれるから、気にしなくても大丈夫だろう（ちらっ）」

「……うん？」

　な、なんだってーっ!?

　がーんっ、と頼れるリーダーことミナトが白目でショックを受けていると、サラはふふっと柔やわらかく笑って言った。

「では期待していますね、ミナトくん」

「は、はい……」

　何故だろう。

　よく分からないのだが、無む性しように照れてしまう。

　彼女が年上の優やさしいお姉さんだからということもあるのだろうが、今まではどちらかというと、甘えさせてやるというか、面めん倒どうを見るような感覚の女の子しかいなかったからかもしれない。

　だから甘えさせてくれそうな、このママさんオーラ全開のサラに、なんとも言えぬ気き恥はずかしさを感じてしまっているのだろう。

　その証しよう拠こに、サラに対しては今でも敬語のままだし……。

「なんだね、鼻の下を伸のばして。いやらしい」

　ぷくぅ、と頰ほおを膨ふくらませ、半眼を向けてくるシーナに、ミナトは慌あわてて弁解する。

「べ、別に伸ばしてなんかいないだろ!?　つーか、〝いやらしい〟ってなんだよ!?」

「さあな。自分で考えたまえ（ぷいっ）」

「いや、自分でって……」

「だ、大丈夫だよ、ミナトくん！　わたし、ミナトくんがいやらしい人だって、ちゃんと知ってるから！」

「何そのフォロー!?　全然大丈夫じゃないんですけど!?」

　親指をぐっと立ててフォローしてきたタマネに、ミナトは渾こん身しんの突つっ込こみを入れる。

「……」

　ヒノカが軽けい蔑べつしたような眼まな差ざしで、自身の身体からだを抱だいているが、そこに守るものは何もないだろ。

　強しいて言えば、豊胸用のパットが四重くらいで入っているだけで──。

　──ぎろりっ。

　……なんでもない。

　鬼おにの視線から逃にげるように、ミナトが明後日あさつての方を向いていると、




　──がたんっ。




「きゃっ!?」

「──ふぎゅうっ!?」

「「「「──なっ!?」」」」

　波が他ほかよりも高いところを通ったのか、突とつ如じよ船が大きく揺ゆれた。

　それだけなら、とくに問題になるようなことでもなかったのだが、現在、ミナトの顔はなんとも言えぬ柔らかさの中にあった。

　──ぎゅう～。

「ふごふご……っ!?」

　何故なら、今の振しん動どうで大きくバランスを崩くずしたサラが、ミナトの方へと倒たおれ込んできたからだ。

　当然、これを受け止めたミナトだったが、幸か不幸か、彼女の豊満な胸むな元もとが、ちょうど顔の位置に来てしまったらしい。

　包まれそうな甘い匂においが、ミナトの鼻び腔こうを絶えずくすぐり、顔中に感じる、高級マシュマロのような柔らかさに、思わず意識が昇しよう天てんしそうになっていると、




「──な、何をしているんですかぁ～っ!?」




　ほぼ一日ぶりに、ココの怒ど号ごうが辺りに響ひびき渡わたった。

　見れば、ココは先ほどまでの抜け殻真っ白状態とは打って変わって、眉まゆはＶの字で、顔は真っ赤と、とにかく身体中にエネルギーが満ち満ちているようだった。

「こ、ココ……？」

　あまりに突とつ然ぜんのことに、ミナトはサラの丸みを帯びた身体を抱いたまま、啞あ然ぜんとしてしまう。

　すると、何を考えているのか、ココは両目をぎゅっと瞑つぶり、両手を前に突き出しながらダイブしてきた。




「──わ、私も〝ぎゅっ〟てしますぅ～っ!?」




　──がばっ。

「ぐぎゅう!?」

「あらあら、どうしましょう……」

　サラとは逆方向から、彼女ごとミナトの頭を抱いてきたココのおかげで、サラの胸が一層ミナトの顔へと押しつけられてくる。

　サラには及およばないといえど、ココの胸もまた豊満であるのは事実ゆえ、ミナトは今まさにおっぱいで溺おぼれそうになっていた。

「く、苦しいぃ～……」

　が、ミナトの受難はそれだけにとどまらず、

「ふむ、ならば私も行かないわけにはいくまい」

　──ぎゅっ。

「えっ？　じゃ、じゃあわたしも……」

　──むにっ。
















「お、お前ら何考えてんだ!?」

　シーナに続き、タマネまでもがミナトの身体に寄り添そい始める。

「お、おい!?　俺はいいけど、サラさんに迷めい惑わくだろ!?」

　さすがにこの状じよう況きようだ。

　サラが苦しんでいるのではないかと考えたミナトだったが、

「あらあら、うふふ。皆みなさん、ミナトくんのことが大好きなんですね。ではせっかくですので、私も……はいっ♪」

　──ぎゅー。

「ちょ、サラさん!?」

　しかしサラは、何な故ぜかこの状況を好意的に受け取っているようで、自らの意思でミナトの頭を抱いてきたではないか。

　しかも、

「わ、私も負けません～っ」

　──ぎゅぎゅ～。

「ほう、ならば私も本気を出すとしようか」

　──むぎゅ～。

「え？　え？　えっと……えいっ」

　──むに～。

　サラに対たい抗こうするかのように、ココたち三人も、各おの々おのが一層ミナトを奪うばいにかかり、

「な、何故こんなことに……ぐふっ」

　ついにミナトは、全ての抵てい抗こうをやめたのだった。

「いや、あんたたち何やってんのよ……」

　そんなミナトたちの様子を、一人遠巻きに窺うかがっていたヒノカが、呆あきれたように言う。

　だがココたち三人は、すでに興奮状態に陥おちいっていたのか、ヒノカにもこちらへのダイブを要求し始める。

「ほら、ヒノカさんも早く早く！」

「そうだぞ、ののか氏。あ、ちなみに君のポジションは〝足〟なのであしからず」

「まさに〝あし〟だけにってね（ドヤァ）」

「……はあ」

　当然、ヒノカはこの上なく大きなため息を吐ついたのだった。




　そのようなどたばたがありつつも、船を進め続けたミナトたちの前に、再び薄うつすらと霧きりが現れ始める。

　それは前回と同じく、徐じよ々じよに視界を遮さえぎっていき、やがて辺り一面が深い霧に覆おおわれた。

「──来るぞ。皆みんな、準備はいいか？」

『──』

　全員が無言で頷うなずき、ミナトも鋭するどい視線で周囲を警けい戒かいする。

　と。




　──ぎいっ……ぎいっ……。




　こちらも前回と同様に、恐おそらくは船体の軋きしんでいるであろう音が響き始めた。

　そして、




「──男ノ気配ガスルゾゥ～」




　現れるぼろぼろの帆はん船せんと、黒い海かい賊ぞく帽ぼうを被かぶった骸がい骨こつたち。

　ところで、昨日から不思議に思っていたのだが、今の言葉は一体どういう意味なのだろうか。

　普ふ通つうに考えれば、酒と女と財宝が大好きな海賊らしく、〝男はお呼びではない〟という意味だと思う。

　だが世の中には、〝男と男の恋れん愛あいは純愛〟だと主張するような方々もいるので、一いち概がいには言えないのだろう。

　とくにこのゲーム──節々に制作者の〝こだわり〟が見えている気がするし。

　ともあれ、再び姿を現した骸骨たちだが、ミナトたち一行を見た瞬しゆん間かん、いきなり怒号を飛ばし始めた。

「マタ来ヤガッタノカ！」

「オ前ノセイデ、昨日ハウナサレタンダゾ!?」

「帰レ、コノ下手クソ！」

「騒そう音おん反対！」

「ふえぇ～!?　ごめんなさいぃ～!?」

　昨日の今日なので、やつらも記き憶おくに新しかったのだろう。

　憤いきどおりを乗せた罵ば詈り雑ぞう言ごんを、力の限りに飛ばしてくる骸骨たちに、さすがのココもその大きなお胸を張ることは出来なかったのか、すささとミナトの後ろに隠かくれてしまう。

「まあ、とりあえず今は大人しくしていような？」

「うぅ、分かりました……」

　ぐすっと涙なみだ目めになっているココの頭をそっと撫なで、ミナトはそう言い聞かせるように言う。

　いつもなら、ついでに慰なぐさめのキスあたりをおねだりしてくるところだが、今は骸骨たちに怒おこられたショックの方が大きかったらしく、大人しく言うことを聞いているようだった。

　やれやれ、仕方あるまい。

《リフル》に戻もどったら、後で出で店みせの綿わた菓が子しでも買ってやるとしよう。

「じゃあサラさん、お願いします」

「はい、分かりましたわ」

　こくり、と微笑ほほえみながら頷いた後、サラはゴーストシップの方へと向き直る。

『……？』

　骸骨たちの動きが止まり、辺りに静せい寂じやくが訪おとずれる中、サラは瞳ひとみを閉じて息を吸い、




　──ラ～ララララ～♪




　歌った。

『……』

　その歌声は、骸骨たちだけではなく、ミナトたち一行も、呆ぼう然ぜんと魂たましいを抜ぬかれてしまったかのように固まるほど、実に澄すみ切ったものだった。

　今まで波打っていた水面みなもが、しんと静まり返ってしまうような、本当に時が止まってしまったかのような、そんな歌声だったのだ。




　──ラ～ラ～ラララ～ラ～♪




　時には優やさしく、時には激しく、きちんと緩かん急きゆうをつけているのに、その全すべてが慈いつくしみに溢あふれており、まるで母の胸に抱だかれているような感覚に囚とらわれる、不思議な歌声。

　こんな歌声を聴きかされたなら、たとえ地じ獄ごくの鬼おにであろうとも、瞬またたく間に仏のような柔やわらかさを取り戻すことだろう。

「……コレハ……」

「ナントイウ……美シイ歌ダ……」

「我ラノ淀よどンダ心ガ……朽くチタ身体からだガ……真ッサラニ、浄じよう化かサレテイク……」

「……コレガ……〝愛〟カ……」

　事実、骸骨たちの誰だれもが、サラの歌に心打たれ、すでに涙るい腺せんなど存在しないにもかかわらず、ぶわっと涙を溢れさせていた。

　効果はてきめんだ。

　まさか本気でこのような方法が効くとは思わなかったが、現在進行形で骸骨たちは涙し、心なしか、きらきらと天からの迎むかえが来ているようにも見える。

　このままいけば、本当に彼らを成仏させ、この不可能かと思われたクエストを、攻こう略りやくすることも出来るのではなかろうか。

　そう期待に胸を膨ふくらませるミナトだったが、




「──ちょ、なんなんですかこの対応の違ちがいはぁ～っ!?」




　──ぐいっ。

「ぐええっ!?」

　いきなりココに胸むなぐらを摑つかまれ、ライフが少し減った。

「そりゃ私だってサラさんのお歌は上手だと思いますよ!?　私も思わず寝ねちゃいそうでしたもの!?　是ぜ非ひ毎晩寝る前に歌って欲しいくらいですけど、でもミナトさんとおねむをしているところを見られるのは恥はずかしいので、出来ればドアの前で歌っていただければと思いますぅ～!?」

「い、いや、その前に手を放して貰もらえると……」

　前後左右にぶんぶん振ふられ、ミナトのライフがみるみる減っていく。

　確かにサラとココでは、対応に天と地ほどの差があるが、それは彼女らの戦せん闘とう力（？）がそのまま反映されたからであって、ギャラリーの方々に落ち度はないように思えるのだが……。

　──がりがりがりがりっ。

　というか、そんなことより早く放してくれないと──ぶっちゃけ死にます。

「わ、分かった……。お前がナンバーワンだ……」

「ふえぇ～!?　ついでに〝愛してる〟って言ってくださいぃ～!?」

「あ、愛して……い……」

　と。




　──ジジッ。




　またもやココの身体に、一瞬だけノイズのようなものが走った気がした。

「……？」

　だが揺ゆれに揺られたミナトの意識は、朦もう朧ろうとしていたため、正常にはほど遠く、やはりそれが事実なのかは、よく分からなかった。




「……礼ヲ言ウゾ……名モ知ラヌ歌うた姫ひめヨ……」




『！』

　そんなことをしているうちに、骸骨たちが帆船もろとも光の粒りゆう子しとなって、天高く昇のぼっていく。

　最中、船長とおぼしき骸骨が、甲かん板ぱんからサラを見下ろしながら言った。

「……ダガ、コノ先ノ〝まぞす〟ヘ行クノデアレバ、十分ニ気ヲツケルコトダ……」

「マゾス……？」

「……マア、オ前ノヨウナ者ニハ、縁えんノナイ場所ダロウガナ……」

「ま、待ってください。それは一体どういうことでしょうか？」

　サラが問うも、骸骨は彼女の問いには答えず、「……ドウヤラ時間ノヨウダ……」と満足したように、光の差し込み始めた天を仰あおぐ。

　そして彼はこう言った。




「──まぞすノ〝花はな嫁よめ衣い装しよう〟ハ、オ前ノヨウナ者ニコソフサワシイ……」




「花嫁衣装!?」

「……ぐふっ」

　ぴこーん、とウェディングドレスを着たがっていたココが、その単語に食いつき、やっとこさミナトを解放する。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、ミナトくん!?」

「い、医者を呼んでくれ……（びくんびくんっ）」

　今の今まで絞しめ上げられていたミナトのライフは、すでにレッドゾーンだった。

「ま、待ってください!?　〝花嫁衣装〟について詳くわしくお願いします!?」

「……ウン？」

　ココの存在に気づいたらしい骸骨は、最後に彼女の方をちらりと見やったかと思うと、




「……ププー」




「はうあっ!?」

　口元に手を当て、プークスクスと見下したように笑いながら、その姿を消失させていった。

　ある意味、安らか極きわまりない成じよう仏ぶつだった。

　なお、プークスされてしまったココは、しばらくの間、白目で固まっていたとかなんとか。




　　　　◇




「なんとか戻って来られたわね」

「ああ」

　大ピラミッドの攻略を終え、ハルマたち攻略組の一団が〝砂さ漠ばくの街〟──《メサ》へと戻ってくる。

　やっとの思いで、一つ目の断片を手に入れることが出来た彼らであったが、ミイラ王の言った〝世界の変化〟にまつわる話のせいで、せっかくの収しゆう獲かくにもかかわらず、その表情に喜びの色は一いつ切さいなかった。

〝世界がそれを望まない限り、七つの断片は集まらない〟という彼の話が本当ならば、どんなに頑がん張ばったところで、この世界から出ることなど出来ないからだ。

　当然、組員たちの動どう揺ようは大きく、士気も下がる一方だった。

「とりあえず改めて状じよう況きようを整理する必要がありそうね」

「そうだな。あの王の言う〝変化〟というのも気になるしな」

「単に〝全てはゼロの意思〟ということを伝えたかったんじゃないかしら？　〝創造主＝ゼロ〟と考えれば、辻つじ褄つまが合うと思うのだけれど」

「ああ、それは俺も考えていたんだが、今さらそんなことを言ったところで、果たしてなんの意味があるのかとな」

「まあ普ふ通つうに考えるのならば、なかなか攻略が進まず、心身ともに消しよう耗もうしていた私たちが、やっとのことで見つけた一筋の希望──それを打ち砕くだくことで、私たちが苦しむ様を楽しむためとか？」

　自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべて言うシズカだが、ハルマは首を横に振った。

「いや、だがそんなことをすれば、攻略組の士気が下がるのは分かっていたはずだ。そうなれば、君の言う〝楽しみ〟とやらも、二度と味わうことが出来なくなる。大人しく救助を待っていた方が、まだ確率が高いし、何より安全だからな」

「なるほど。つまりあなたは、今回の王の話が、ゼロの意思とは無関係のことだと考えているのね？」

　シズカの問いに、ハルマはゆっくりと首しゆ肯こうして言う。

「これから話すことは、本当に突とつ拍ぴよう子しのない、俺の思いつきにすぎない話だ。それでも聞いて貰えるだろうか？」

　そう尋たずねれば、シズカはふふっとおかしそうに笑った。

「これでもあなたの補ほ佐さよ？　答えは言わずもがな、でしょう？」

「ふ、そうだったな。君には感謝しているよ、シズカ」

「礼には及およばないわ。で、あなたの見解は？」

「ああ。例えば、だ。あの王の話が、〝外部からのメッセージ〟だとしたらどうする？」

「……外部からのメッセージ？」

　怪け訝げんそうな顔をするシズカに、ハルマは今一度頷うなずいて言う。

「ああ、そうだ。もしなんらかの方法で、ゼロにバレぬよう、この世界に干かん渉しようすることが出来たとしたら──そう仮定した場合、一番見つかりづらく、かつプレイヤーたちに接せつ触しよくしやすいのは、たぶん〝ＮＰＣに紛まぎれること〟だと思うんだ」

「その根こん拠きよは？」

「ＮＰＣよりプレイヤーの行動を監かん視ししていた方が、ゼロにとって〝楽しい〟からだ」

　ハルマの答えに、シズカは「……確かに」とうんざりとしたように嘆たん息そくした。

「そうでなければ、わざわざ私たちを閉じ込めるはずがない、というわけね」

「ああ。ゼロは俺たちが苦しむ様を心から楽しんでいる。ゆえに、ＡＩであるＮＰＣには興味がないはずだ。そこを外部の人たちが突ついてきたのなら、あながちあり得ない話ではないと思う」

「そうね。確かにあなたの言うことにも一理あると思うわ。でもちょっと待って。もしそれが本当だとしたら、私たちがこうして話しているのは、とても危険なことなんじゃないの？」

　シズカの抱いだく憂うれいは、もちろんハルマも考えていたことだ。

「ああ、だからこそ自然に振る舞まっていた方がいいんだよ。それに、今のはあくまで仮定の話だし、もし仮に当たっていたとしても、外の人たちの意思はしっかりと伝わっている。〝これ以上、何もするな〟という彼らの意思がね」

「なるほど。つまりどちらにせよ、ここから先は、ゼロの出方次し第だいというわけね」

「ああ、そういうことになると思う。だからちょうどいい機会だし、しばらくは皆みんなにも休息を取らせようと思うんだが……って、うん？」

「どうしたの？」

　その時、周囲の組員たちを見み渡わたしたハルマは、ふとあることに気づく。

「いや、誰だれか買い出しか、装備の修復にでも行ったのか？」

「まさか。攻こう略りやく組が規律を重んじることは、あなたが一番よく知っているでしょう？　幹部クラスの指示もなしに行動することはないし、少なくとも、ここに戻もどってきてから、何かしらの指示が出されたような形けい跡せきもないわ。私たちが知らないのが、何よりの証しよう拠こよ」

「……そうだな。だが……」

「？」

　シズカが小首を傾かしげる中、ハルマは妙みような胸むな騒さわぎを覚えていた。

　今回の遠えん征せいに犠ぎ牲せい者は誰だれ一人ひとりとして出てはいない。

　全員無事に戻ってきたことも確かく認にんしている。

　なのに、




　──組員の人数がいつもより少ない気がする。




「……」

　これは一体どういうことなのか。

　ただの気のせいかもしれない。

　だがハルマの胸騒ぎは、しばらく収まる気配を見せなかったのだった。










　三章　流れ星に願いを込めよう







　サラのおかげで、無事にゴーストシップを成仏させることが出来たミナトたちは、念のため、一度《リフル》まで戻ることにしていた。

　当然、骸がい骨こつの言った〝マゾスの花嫁衣装〟なるものに、興味津しん々しんのココは、やたらと先に進みたがっていたのだが、元々ミナトたちの目的は、彼女の提案で始まった、〝ゴーストシップの歌による浄じよう化か〟である。

　よって、それ以上の準備は何もしておらず、この先に進むのであれば、どちらにせよ、戻って準備を整えなければならなかったのだ。

《リフル》へと戻る途と中ちゆう、ミナトたちは漁師に、〝マゾス〟という単語に心当たりがないかを尋ねる。

　プレイヤーたちの中でも話を聞かないところを鑑みるに、恐らくは隠れフィールドのようなものだと思われるからだ。

　すると、ミナトたちの問いに漁師は当然だとばかりに頷いて言った。

「ああ、知ってるぜ。あの航路の先にある、女しかいねえっていう島の名前だ」

「ほう、それは誰かさんが喜びそうな島だな」

　ちらり、とシーナに視線を向けられたミナトだったが、彼は腕うでを組み、不敵な笑みを浮かべながら答えた。

「ふ、残念ながらそれは外れだぞ、シーナ」

「なん、だと……？」

「いや、そんな驚おどろくようなことでもないだろ……」

　両目をかっと見開き、がくがくと身体からだを震ふるわせるシーナに、ミナトはジト目で突っ込み、小さく息を吐はいてから言った。

「あれは高二の学園祭準備期間の時だ。陰いんキャラの俺は、例年通り、目立たない裏方の仕事をしていた。準備のため、授業が度たび々たび自習になったりすることから、周囲の陽ようキャラどもは妙に浮かれ、準備の時間だというのに、やれトランプだなんだと適当に遊んでばかり。そんな中でも、俺は黙もく々もくと一人手を動かし続けていた」

「え、なんか始まったんだけど……」

「しっ、ここは大人しく聞きましょう、ヒノカさん」

　静せい寂じやくが戻ったことを確認したミナトは、つらつらと己おのがおもひでを語る。

「そんなことを続けていれば、当然、時間も足りなくなる。やつらが焦あせり始めた頃ころには、すでに学園祭まで数日を切っていた」

『……』

　ごくり、と女子たちが固かた唾ずを吞のむ。

「人間、心の余よ裕ゆうがなくなると、仕事にもミスが出やすくなるものだ。気づけば、用意していた資材は底を突つき、慌あわてて買い出しに行こうとするも、やれ許可が必要だの、許可を出せる人間がいないだの、現場の混乱はさらに増していった」

　当時の状況を思い出し、ミナトの顔色がみるみる暗あん澹たんたるものへと沈しずんでいく。

「飛び交かう怒ど号ごう、押しつけあう責任、そして割れるクラス──。だがそれでも準備は進めなければならず、足に自信のある陽キャラ男子たちは、事後承しよう諾だくに望みをかけ、買い出しに行くことを決めた。──するとどうだ!?」

「「「「──っ!?」」」」「……？」

　くわっ、といきなり大声を出したミナトに、サラ以外の女子たちがびくりと身体を震わせる。

　物語もいよいよ佳か境きように突とつ入にゆうだ。

「こんなぎすぎすした空間になどいられるかと言わんばかりに、次々に男子たちは買い出しについて行きやがり、気づけば俺一人だけが、ぽつんと室内に取り残されているではないか！」

　まさに絶望。

　語かたり部べたるミナトの顔は、すでに終末色に染まりきっていた。

「陰キャラの俺が！　しかもたった一人で！　癇かん癪しやくを起こしている女子どもの中に取り残されたんだぞ!?　分かるか、ココ!?」

「ひ、ひいっ!?　な、なんで私に詰め寄るんですかぁ!?」

「じゃあタマネーっ!?」

「え、ええっ!?　そ、そんなこと言われてもぉ～!?」

　困こん惑わくしたように後あと退ずさるタマネと、じりじりと詰め寄り続けるミナトの姿に、シーナがぽんっと両手を叩たたき、冷静な分ぶん析せきをする。

「なるほど。私に言ってもリアクションが薄うすそうだし、ののか氏は引ひっ叩ぱたかれそうだし、サラ氏は普ふ通つうに甘えさせてくれそうだったので、ココとタマネになったわけか」

「……」

　そう言われてしまっては、これ以上続けるわけにもいかず、ミナトはげふんと一度咳せき払ばらいをし、元の位置へと戻った。

「まあそんな感じで、最初から真ま面じ目めにやっていたにもかかわらず、作業が遅おそいだのなんだのと散々責められて、一応の反論はしたものの、数の暴力には勝てず、もの凄すごく肩かた身みの狭せまい思いをしたんだよ」

「なるほどね。一見すると、ハーレムのように思えるかもしれないけれど、たくさん集まりすぎると、少数派には人権がなくなるってことを言いたかったわけね？」

「おうよ」

　結論をまとめたヒノカに、ミナトも大きく頷うなずく。

　が。

「っていうか、だったら最初からそう言いなさいよ。あんたの根ね暗くら自じ慢まんとか、誰だれ得とくもいいところじゃない」

「いや、そう言うなよ……。当時の俺は、この悔くやしさをどこにもぶつけられなかったんだからさ……」

　しょんぼりと肩かたを落とすミナトに、今度はタマネとココが哀あわれみの視線を向ける。

「なるほど。だからミナトくんは、現実の女の子に嫌いや気けが差して、決して裏切ることのない、二次元の世界へと逃とう避ひしてしまったんだね……」

「うぅ、泣けるお話ですね、タマちゃんさん……」

「……」

　いや、何な故ぜ泣く……。

　というか、そういうお前らは三次元の女の子じゃねえか……。

　はあ……、とミナトが言い知れぬ疲ひ労ろうを感じていると、




　──ひしっ。




「うおっ!?」

「「「──っ!?」」」「あらあら」

　急に頭を引っ張られ、ミナトは体勢を崩くずしてしまう。

　何事かと思えば、シーナがミナトの頭を大事そうに抱かかえているではないか。

「よく分かったぞ、ミナト。そんな可哀かわい想そうな君は、この私が癒いやしてやろう。さあ、好きなだけ甘えたまえ」

　──ふにふに。

「ちょ、ちょっとシーナさん!?　どさくさに紛まぎれて私の役目を盗とらないでくださぁ～いぃ～っ!?」

　──ぎゅうっ。

「ひぎぃっ!?」

　何故か足を引っ張り始めたココのおかげで、ミナトは綱つな引ひきの綱状態になる。

　が、アバターのバグっているココに、力では及およばないことは、シーナとて承知済みのこと。

「ぐ、タマネ！　ココを落ち着かせるためには君の力が必要だ！　さあ、こっちに！」

「えっ？　わ、分かったぁ～！」

　──ぐいっ。

　乗せやすいタマネを懐かい柔じゆうし、二人がかりでミナトの頭を引っ張り始める。

　しかしそうなると、当然、ココとしても黙だまってはおれず、

「お、お二人がそのつもりでしたら、私も本気でいきますぅ～っ!?」

　──ぎゅぎゅぎゅう～っ。

「ぎえええええええええっ!?　の、伸のびるぅぅぅぅぅぅうううっ!?　伸びちゃううぅぅうううぅうぅぅっ!?」

　それが、彼の最さい期ごの言葉だった──かどうかはさておき。

　とにかく死にそうな目に遭あったミナトだった。




　その後、《リフル》の港へと無事に到とう着ちやくした一行は、ぐいっと背筋を伸ばしつつ、今後の予定を決めようとする。

　件くだんのマゾス島に行くとしても、今のところは、〝花はな嫁よめ衣い装しようがあるらしい〟ということと、〝女性しかいない〟ということ以外、何も分かってはいないのだ。

　本当に行くのであれば、もう少し情報を収集したいところだし、何よりパーティー外のサラを危険な目に遭わせるわけにはいかない。

　ので、そこら辺も含ふくめ、皆みなで色々と相談したかったのだが……。

「で、そのマゾス島というところには、一体どんな花嫁衣装があるんですか!?」

　詰め寄るココに、漁師が些いささか困惑しながら言う。

「いや、さすがにそこまでは俺も知らんが、あそこは一年を通して天気も穏おだやかだし、肉食のモンスターもいねえからな。ただ単に遊びに行きてえっつーんなら、持ってこいの島だとは思うぞ。やたらと綺き麗れいな星空も見られるしな」

「え、そうなの!?　じゃあせっかくだしキャンプしようよ！　わたし、キャンプファイヤーやりたーい！」

「あら、いいですね。ふふ、では炎ほのおを囲んで、皆さんでフォークダンスでも踊おどりましょうか」

「ほう、ならば生徒会長として、〝旅のしおり〟を作らないわけにはいかないな」

「っていうか、そこって一応南国の島なのよね？　リゾートホテルとかないの？　当然、このあたしが泊とまるんだし、五つ星ホテルが最低条件だけど」

「……」

　皆フリーダムだなぁ……。

　というか、サラさん、あんたも行く気なのか……。

　もちろん連れていく分には問題ないのだが、いくら肉食モンスターがいないとはいえ、マゾス島は攻こう略りやく組も到とう達たつしていない未開の地である。

　その上、今は〝死んだら終わり〟のデスゲーム真まっ只ただ中なかだ。

　正直、怖こわくはないのだろうか。

「あの、サラさんは《フォート》に戻もどらなくても大だい丈じよう夫ぶなんですか？　その、歌のお仕事とか……」

「はい。お店にはちゃんとお休みの張り紙も貼はっておきましたし、少しの間であれば、皆さんにもお許しいただけるのではないかと」

「はは、そうですね……」

　どうしよう。

　そんなに楽しそうに笑われたら、《フォート》への帰き還かんを促うながしづらいのですが……。

　内心小さく嘆たん息そくしたミナトは、改めて皆の意思を問う。

「というわけで、聞いてのとおり、マゾス島はキャンプなんかの行楽には持ってこいの場所らしいんだが、初めて行くところだし、どんな危険が待っているかは分からん。それでも行きたい人は手を」

「はいっ！」

「挙げて──って、相変わらず早いな……」

　しゅびっ、と機き敏びんに手を挙げたのは、言わずもがなココだった。

「はい、もちろんですっ。だって私たちのウェディングが待ってるんですからねっ」

「そ、そうか……」

　両手を胸むな元もとでぐっと握にぎり、そう力説するココだが、花嫁衣装目的なのは、どうやら彼女だけだったらしく、

「はいはーい！　私も行きたーい！　キャンプキャンプー！」

「うふふ、キャンプなんていつ以来でしょうか。あ、水着も買わないといけませんね」

「そういうことなら、あたしが案内してあげるわ。ちょうど裁さい縫ほう屋にも用があったしね」

「ふむ、さしずめ〝耐たい水すい性パッド〟の調達と言ったところか」

「あんた、しばくわよ!?」

　他の女子たちは、すでにキャンプを満まん喫きつする気満々のようだった。

　まあ、せっかく開くことの出来た航路だし、そこにあるのが南国の楽園だと言われれば、皆が浮うかれる気持ちも分からなくはない。

　正直、ミナトも〝未開のフィールド〟というフレーズに、先ほどから好こう奇き心を刺し激げきされているのだ。

　ならばここは自分の気持ちに素す直なおになるのも一興であろう。

　もちろん安全面をきちんと確かく認にんした上での話だが。

「──よし、分かった！　ならせっかくだし、そのマゾス島で、楽しいキャンプと洒落しやれ込こもうぜ！　というわけで、早さつ速そくキャンプ道具の準備だ！」

「はいっ」「ええ」「うむ」「うん！」「はい♪」

　頷く女子たちを連れ、ミナトは《リフル》の市場へと向かったのであった。




　その夜、《リフル》の宿屋──《潮招く海かい竜りゆう亭てい》に部屋を取ったミナトたちは、明日のキャンプのため、皆一丸となって準備に取り組んでいた。

　日中、《リフル》の市場で買った素材などを元に、ミナトは自身のパッシブ──《ＤＩＹ》を使い、キャンプの必ひつ需じゆ品である〝テント〟の製作作業に入り、ココは《家事》の裁縫スキルで人数分の〝寝ね袋ぶくろ〟を、シーナは宣言通り〝旅のしおり〟的なものを作っているようで、ヒノカやタマネ、そしてサラも、各おの々おのキャンプ道具の他ほか、ビーチで遊ぶための代しろ物ものなど、色々と準備に励はげんでいるようだった。

「……うん？」

　最中、ふとミナトの目に、パッシブ用の大おお釜がまを使い、何やらアイテムを調合しているであろうヒノカの姿が飛び込んでくる。

　ヒノカのパッシブが、《魔ま女じよの秘術》という、出来上がるアイテムにランダムで別の効果（基本的にマイナスかつ状態異常）を一つ付加する代物であることを、嫌いやと言うほど知っていたミナトは、念のため、彼女に何をしているのか尋たずねてみることにした。

　状じよう況きよう次し第だいでは、割とガチで洒落にならなかったりするからだ。

〝元攻略組〟という烙らく印いんも、この調合薬──《魔女シリーズ》のおかげで押されることになったわけだし。

「おい、ヒノカ。お前はなんの準備をしてるんだ？」

「見れば分かるでしょ？　タマネがキャンプファイヤーをやりたいって言ってたから、それ用に、あたしが〝特製の燃料〟をこさえてあげているのよ」

「特製の燃料……」

　それはあれだろうか。

　火を点つけた瞬しゆん間かん、半径一〇キロくらいのありとあらゆるものが、一瞬で蒸発したりする類たぐいのものではないよな？

　ミナトが胡う乱ろんげな瞳ひとみを向けていると、ヒノカもこちらに半眼を向けながら言った。

「何よ、その胡う散さん臭くさそうな顔は？　どうせ火を点けた瞬間、半径一〇キロくらいのありとあらゆるものが、一瞬で蒸発しそうとか思ってるんでしょ？」

「え、お前エスパーなの!?」

　一言一句間ま違ちがわずに当てたヒノカの直感力に、ミナトがやや引いていると、彼女は「でも残念だったわね」と妙みように自信ありげに笑った。

「今まではちょっとゲームのバグ的な干かん渉しようを受けていたかもしれないけれど、今日のあたしは超ちよう絶好調と言っても過言じゃないわ。その証しよう拠こに──見なさい！」

　どーんっ、とドヤ顔でヒノカが見せつけてきたのは、虹にじ色いろに輝かがやく液体の入った、どこか神聖さを感じさせる小ビンだった。

「そ、それは……」

「ふっふっふっ、どう？　いつもの《魔女シリーズ》とは、まったく異なる代物が出来たの。容器もこのとおり、おどろおどろしさが抜ぬけて、まるで神の祝福でも受けているかのようでしょう？」

「ば、馬ば鹿かな!?　そんなの、俺の知ってるヒノカじゃない!?」

「どういう意味よ!?　……って、まあそれはいいわ。何な故ぜなら、今日のあたしは聖なるヒノカさまなのだから。そんなことで怒おこるような、いわゆる〝凡ぼん人じん〟とはわけが違うのよ」

　つまりいつもはその凡人らしいのだが、自分で言っておいて、見事に気づいていないようである。

「で、その性せい豪ごうののか氏の燃料とやらは、本当にきちんと作用するのかね？」

「誰だれが性豪よ!?　それはミナトのことでしょ!?」

「え、そうなんですか!?　はわわ、帰ったらベビーベッドの数を増やしておかないと!?」

「いや、増やさんでいいから……」

　後、ののかさんはもう凡人に戻ってるぞ。

　ともあれ、いくら見た目が神聖なものに変わったとはいえ、あれが悪名高き《魔女シリーズ》であることに変わりはない。

　なので、一応お試ためしで使ってみることにしたミナトたちは、全員で夜の海岸へと赴おもむくことにした。

　ここなら被ひ害がいも最小限に抑おさえられるし、万が一火力が強かったとしても、海の水ですぐに消火出来るからだ。

「よいしょっと」

〝松たい明まつ〟の火が辺りを優やさしく照らす中、ミナトは砂すな浜はまに〝木材〟を突つき立てる。

　ここにヒノカがあの燃料を投げ、その後、〝松明〟の火を点け、反応を見ようという魂こん胆たんだ。

　念のため、〝木材〟から少し離はなれた後、ミナトはヒノカに指示を出す。

「よし、いいぞ。じゃあちょっと投げつけてみてくれ」

「ええ、分かったわ。さあ、行きなさい──あたしの聖なる燃料！」

　と、自信満々に小ビンを投げたヒノカだったが、




　──グギュルッ！




『うなっ!?』

　それは〝木材〟にぶつかった瞬間、周囲の空間を巻き込み、〝木材〟どころか、砂浜をも円形に抉えぐり、どことも知れぬ空間へと双そう方ほうを消しよう滅めつさせていった。




　──まるで極小のブラックホールでも現れたかのように。




　ヒノカ以外の全員──ドン引きである。

「あ、あはは、ちょっと失敗しちゃった……みたいな？（てへぺろっ）」

『……』

　いや、〝てへぺろっ〟じゃねえよ。

　当然、燃料は普ふ通つうに市し販はんされているものを使うことが決定した。




　前日の夜にそんな感じのハプニングなどがありつつも、翌朝からの航海は順調に続き、やがてミナトたちの眼前に、三日月状の緑豊かな島が見え始める。

　ここが件くだんのマゾス島だと言う漁師に、一同はやっと着いたかと一息吐つく。

　彼は船で待っているとのことだったので、上陸するのはミナトたちだけだ。

　シーヴォロスの時もそうだったが、彼は基本的に〝案内係〟のような役割なのだろう。

「──よし、到とう着ちやくっと」

　ぎゅっと背筋を伸のばしつつ、ミナトは辺りを見み渡わたす。

　遠目にも草木が生おい茂しげっているのは確認していたのだが、やはり砂浜以外の場所は、ほとんどが深い森のような感じになっているようで、そこかしこに椰や子しの木らしきものもあるようだった。

「なんか〝宝島〟って感じがするね！」

「うむ。いかにも何か出そうな感じだな」

「ちょっと変なこと言わないでくれる？　せっかくのリゾート気分が台無しになるじゃない」

「そうですよぅ。ここが私とミナトさんのエデンになるかもしれないんですからねっ」

「ふふ、ココちゃんは本当にミナトくんのことが大好きなんですね」

「はいっ、相思相愛ですっ」

「いや、違うだろ……」

　がっくりと脱だつ力りよくするミナトだが、彼は気を取り直して皆みなに告げる。

「まあそれはいいや。とにかく初めて来た場所だから、一人であんまり奥には行かないようにな。というわけで、とりあえず〝テント〟を張って拠きよ点てん作りだ。それが終わったら、せっかくこんなに綺き麗れいな海なんだし、思い切り海水浴を楽しもうぜ」

「はいですっ」「ええ、そうね」「うむ、了りよう解かいだ」「はーい！」「そうですね♪」

　全員が揃そろって頷うなずき、満ち潮でも波が届かないであろう、少し高くなっている場所に、各々が協力して〝テント〟を設置していく。

　骨組みを通した布を均等に広げ、ドーム状になるよう四方向から骨組みを持ち上げつつ、先っぽを抜けないよう、しっかりと砂の中に穿うがてば──。

「──よし、完かん璧ぺきだな」

　と、胸を張るミナトの前には、女子たち五人が寝ねられるよう拵こしらえた、大きな〝テント〟が、どどんと鎮ちん座ざしていた。

《ＤＩＹ》で作った簡易的なものゆえ、派手さなどはないのだが、それでもキャンプ用の拠点としては、十分すぎる出来であろう。

「わあ、凄すごい！　さっそく入らせて貰もらうね！」

「あ、私も行きますぅ～！」

「おう。倉庫機能もついてるから、適当に荷物でも置いといてくれ」

「「はーい！」」

「やれやれ、そんなにはしゃぐと〝テント〟が壊こわれてしまうぞ」

「ちょっと、真ん中はあたしの場所よ。あんたらは隅すみにでも行きなさいな」

「あらあら、随ずい分ぶん広いんですね」

　先の二人に続き、他の女子たちも次々に〝テント〟の中へと入っていく。

　後はこの横に、ミナトの寝ね床どこになる小さな〝テント〟を張るだけなのだが、




「──ミナトさーん！」




「うん？」

　ふとココに呼ばれ、どうしたのかと視線を向けると、彼女は隅の方に敷しいた、二人用の寝袋の前で、ご褒ほう美びを貰う前の子犬のような顔をしながら、寝袋をぱんぱんと叩たたいていた。

「ほらほら、ミナトさんの寝床は、ばっちりと用意しておきましたよぅ！　私の温もりでぬくぬくですよぅ～」

「え、えぇ……」

　ミナトがずーんっと白目で固まっていると、




「──冗じよう談だんも大たい概がいにしたまえ。ミナトの寝場所は、私の隣（左奥側）と相場が決まっているのだよ」



















　シーナもまた寝袋を二つ並べ、ここに来いとばかりに、これをぽんぽんと叩いていた。

「いや、俺は隣にもう一つ〝テント〟を張るから……」

「ええーっ!?」「な、なんだと!?」

　互たがいに驚きよう愕がくの表情を浮うかべる二人に、ミナトは「いや、そりゃそうだろ……」と呆あきれ気味に言い、小型の〝テント〟設置を始めるのだった。




〝覗のぞいたら殺す〟というヒノカからの忠告を受けた後、女子たちは〝テント〟で水着に着き替がえ始める。

　同じくトランクスタイプの水着にさっと着替えを済ませたミナトが、砂浜に座りながらひなたぼっこをしていると、




「──いっちばーん！」




「……おっ？」

　タマネが早くも着替え終わったようで、〝テント〟からぽーんっと飛び出してきた。

「どうどう？　似合う？」

「おう、よく似合ってるぞ」

「わーい、ありがとー！」

　と、身体からだいっぱいで喜びを表現するタマネが着ていたのは、胸むな元もとが少し開いた、ハイネックタイプのボーイッシュな水着だった。

　下もパンツスタイルのもので、彼女の快活さを一層引き立てているような感じだ。

「ふえぇ～、出で遅おくれちゃいましたぁ～」

　──ぽよよんっ。

「おうっふ!?」

　次に現れたのは、相変わらずの特盛りを二つほどこさえたココで、水着は《リフル》のビーチで遊んだ時同様、ピンクを基調としたビキニタイプのものだった。

「やれやれ、まったくお子さまだな、君は」

　そこに続くのは、すでに〝浮うき輪わ〟も装備済みのシーナで、今回は少し背伸びをしてビキニを着用しているが、やはり胸元も含ふくめ、色々とお子さまっぽかった。

「ええ、まったくだわ。と言っても、全すべてはこの〝ビーチの女王〟──ヒノカさまの前座にしかすぎないのだけれどね」

　ばーんっ、と自じ慢まんの美び脚きやくを披ひ露ろうしながら、腰こしのパレオを翻ひるがえらせるのは、真っ赤なビキニに身を包んだ、自じ称しよう〝ビーチの女王〟ことヒノカだった。

　例の〝麦わら帽ぼう子し〟と〝サングラス〟も忘れてはおらず、やはりセレブ感がばりばりである。

　が。

「え、ビッチの女王？」

「〝ビーチ〟よ、〝ビーチ〟！　あんた、わざと間ま違ちがえてるでしょ!?」

　やはりシーナが横よこ槍やりを入れ始め、ヒノカが尻尾しつぽを逆立てる。

「いやいや、まさか。ところで、パッドの貯蔵は大だい丈じよう夫ぶかね？　ビーチクの女王殿どの」

「だから〝ビーチ〟だって言ってるでしょ!?　そういうあんたは、パッドを入れる場所すらないじゃない!?　なんなのよ、そのぺったんこな胸元は!?　ふざけてんの!?」

　──びきっ。

「……ほう？　ならばパッドを取り払はらった君の豊満な胸元とやらを──この場に晒さらすがいい！」

「上等よ！　だったらこっちはスタイルの違いを見せつけて、『ぷぷー、幼児体型乙おつー』って笑ってやるんだから！」

「お、おい、二人とも落ち着けって……」

　取っ組み合いの喧けん嘩かを始めた両者を、ミナトがなんとか仲裁しようとしていた時のことだ。




「──あらあら、なんだか賑にぎやかですね？　どうしました？」




　やっと着替えが終わったらしいサラが、〝テント〟の奥から姿を現したのだが、

「いや、それがですね……って、うおおっ!?」

「「ぐぎぎぃ～……って、はわあっ!?」」

「はい？」

　不思議そうに小首を傾かしげる彼女の、その水着姿に、ミナトだけでなく、喧嘩中だった二人もぎょっと目を見開く。

　というのも、ぼぼーんっと実る超ちよう特盛りメロンもさることながら、サラの水着は、




　──まさかの〝Ｖフロント〟だったのである。




「ちょ、な、なんなんですかその水着は!?」

「お、おっぱいが溢あふれてるよ!?　あ、あれどうなってるのココちゃん!?」

　これにはさすがのココやタマネも驚おどろきを隠かくせないようだったが、当のサラは多少恥はずかしそうではありつつも、いつも通りの笑え顔がおで答えた。

「あら、おかしいですか？　可愛かわいいなと思って買ったんですけど……」

　──たゆゆんっ。

「ぐはっ!?」「ひいっ!?」「きゃふっ!?」「がっ!?」

　ココ、タマネ、ヒノカ、シーナともに撃げき沈ちん。

「ぐおぉ……」

　こ、これはあかん……、とミナトも噴ふき出る鼻血を止めようとしていると、サラは何事もなかったかのように、テンション高めで言った。

「ふふ、皆みなさんの準備も整ったことですし、さっそく遊びましょうか♪」

　──ぼよよんっ。

『かはっ!?』

　天然って恐おそろしい──サラ以外の五人は揃ってそう思った。




「行くよ、二人とも！　必殺！　タマネストライク！」

　──ばしっ！

「なんの！　ココ、君の力を見せてやれ！」

「はいです！　ミナトさんへの愛を込めて──トルネードウェディングアターック！」

　ズドンッ！　とシーナのレシーブで上がったボールに、ココが渾こん身しんの一いち撃げきを打ち込む。

　もちろん力はセーブしているのであろうが、それでも高速で放たれたボールは、相手コートにいるサラの方へと空を裂さきながら飛んでいき、




　──ぼよんっ。




「はうあっ!?」

「あらあら」

　その豊満すぎる双そう丘きゆうに弾はじかれ、ココたちのコートの隅へと落下した。

　伝説（？）のおっぱいレシーブである。

　ころころと転がっていくボールに、未いまだ愕がく然ぜんとした表情を浮かべるココだが、そんな彼女の肩かたをぽんっと叩き、チームメイトのシーナがこう言った。

「残念だったな。君の愛はサラ氏のおっぱいの前に敗れたらしい」

「そ、そんなぁ～……。私のおっぱいより、サラさんのおっぱいの方がいいとでも言うんですか、ミナトさぁ～ん……」

　よよよと人魚みたいな姿勢ですすり泣くココを、ミナトは少し離はなれた場所──パラソルの下に敷かれたレジャーシート上から眺ながめていた。

　なお、ヒノカは例のごとく、その横で真っ白な椅い子すに寝そべり、フルーティーなジュースに口をつけていたりする。

「あいつは一体何を言ってるんだ……」

「いつものことでしょ。それにしても、今日は随ずい分ぶん日差しが強いわね。この島がそういう設定なのかしら？」

「まあ《リフル》よりは暑いだろうな。あそこはあくまで〝港町〟だし」

「そうね。でもこれだけ日光が強いと、あたしの柔やわ肌はだが傷ついちゃうじゃない。というわけで、あんた、ちょっとあたしにオイルを塗ぬりなさいな」

「お前なぁ……。それが人にものを頼たのむ態度か……」

　と、ジト目を向けるミナトだが、ヒノカは相変わらずの不ふ遜そんな態度で言った。

「何？　文句でもあるの？　こんな美少女にオイルを塗れるのよ？　リアルだったら喜びのあまり、ショック死しているわよ？」
















「お前のその自尊心は、一体どこから湧わいてくるんだろうな……」

　まあ別にいいけど……、と嘆たん息そくしつつ、ミナトは場所を空ける。

「いい？　変なところを触さわったらぶっ飛ばすからね？」

「へいへい」

　すると、ヒノカは今までミナトが座っていた場所にうつ伏ぶせになり、水着の紐ひもをしゅるりと解いた。

「はい、じゃあこの〝ホワイトパールオイル〟を塗ってちょうだい。なんかアバターの美白度も上がるらしいから」

「お、おう……」

　最中、ふと冷静になったミナトは、ヒノカの白磁のような背中を前に、思わず固まってしまう。

　流れでオイルを塗ることにはなってしまったが、これは冗じよう談だん抜ぬきでヒノカの言うとおりなのではなかろうか。

　正直、手が震ふるえるのだが……。

「じゃ、じゃあ行くぞ……」

「ええ、よろしくー」

　二、三度オイルを手のひらに振ふりつけた後、ミナトはその手をゆっくりとヒノカの背へと伸のばしていく。

　と。




「──ひゃうっ!?」




　突とつ如じよヒノカの身体からだがびくりと跳はねた。

「す、すまん、大丈夫か？」

　慌あわてて手を離したミナトに、ヒノカは少々赤っぽくなった顔で言う。

「え、ええ、ちょっとくすぐったかっただけだから……。つ、続けていいわよ」

「そ、そうか。じゃあ……」

　──ぬちゃ。

「はうんっ!?」

　──ぬちゃぬちゃ。

「あ、ん……はぅ……」

　──ぬちゃぬちゃぬちゃ。

「んんっ……あ、あぁ……」

「……」

　これは……ダメなやつなんじゃないかなぁ……。

　そう菩ぼ薩さつの笑みで黄昏たそがれるミナトの理性は、今にも砕くだけ散りそうだった。

　が、そこは漢おとこミナトである。

　円周率は途中までしか分からないので、とりあえず延々と大工の棟とう梁りようやら傷の漁師など、とにかくムキムキで男おとこ臭くさい連中のことばかりを考え続け、なんとか無事この苦行を乗り越こえることに成功したのだった。

「……はあ、はあ……ありがとう……。でもなんか凄すごく疲つかれたわ……ふう」

「ま、まあそういうこともあるだろ。うん」

　くたぁと赤い顔で伸びきっているヒノカに、ミナトも少々たどたどしい口調で言う。

　別にやましいことがあったわけではないのだが、なんとも言えぬ達成感及および罪悪感に包まれていたからだ。

「あたし、ちょっと〝テント〟で休んでくるから、後はよろしく……」

「お、おう。気をつけてな」

　ふらふら～、とおぼつかない足どりで歩いていくヒノカの背を、心配そうに見送った後、ミナトもほっと一息吐つく。




「──あれ？　ヒノカちゃんは？」




　すると、小休止に来たらしいタマネが、ヒノカの所在を尋たずねてきた。

「ああ、なんか暑気にやられたみたいでな。少し休んでくるってさ」

「あ、そうなんだー。今日暑いもんねー」

　そう笑った後、タマネはよっこいしょとミナトの隣となりに腰こしを下ろした。

「しっかしあいつらは元気だなぁ」

「ねー」

　二人の視線の先では、ココたち三人が、互たがいに海辺で水を掛かけ合っている最中だった。

「ワイフスプラッシュ！」

　──ざっぱーん！

「うぼあっ!?」

「あらあら」

　ちなみに、ココの一振りが大波となってシーナを吞のみ込んだりしていたが、まあ楽しそうで何よりである。

　と。

「あ、これってオイル？」

　タマネがシート上にあった〝ホワイトパールオイル〟に気づいたらしい。

「ああ。ヒノカに塗ってくれって頼まれてな。アバターの美白効果があるんだとさ」

「へえ、そうなんだ。じゃあわたしが塗ったら色白になるのかな？」

「いや、それはどうかは知らんが……」

　ただタマネの肌は、キャラクター作成の段階で決めたものだし、黒人と一いつ緒しよで、オイルを塗ったくらいで白くなるようなものではないと思うのだが……。

「じゃあ試ためしてみようよ！　ほらほら！」

　しかしタマネは塗って貰もらう気満々のようで、早々に寝ね転ころんでしまう。

　とはいえ、ミナトはせっかくヒノカのオイル塗りという苦行を乗り越えたばかりなのだ。

　理性のヒビも未だに修復されていないし、これ以上の刺し激げきは色々と危あやういのだが……。

　内心滝たきのような汗あせを流すミナトだが、そんな心情など、当然、タマネは知る由よしもなく、

「ほら、早くぅ～」

　足をばたばたさせながら、彼が逃にげられない状じよう況きようを作っていく。

「ぐっ……」

　こうなったらやるしかあるまい。

　不幸中の幸いか、タマネはヒノカより年上だが、外見的に彼女よりも子どもっぽいという利点（？）がある。

　なので、ヒノカよりは緊きん張ちようしないはずだ。

　身長も小こ柄がらだし、さっと塗ってさっと終わらせればいい。

「……じゃあ行くぞ」

「うん、お願ーい」

　先ほどと同じく、手のひらにオイルを振ったミナトは、それをタマネの背へと持っていく。

「──わっ!?　ちょ、ちょっとくすぐったいね……」

「そ、そうか？　まあすぐ終わるから、少しだけ我が慢まんしてくれ」

「う、うん……」

　──ぬちゃぬちゃ。

「あ、ダメ……そんなところ……」

　──ぬちゃぬちゃぬちゃ。

「あ、あぁ……そ、そんなにされたら、わたし……あっ!?」

　──ぬちゃぬちゃぬちゃぬちゃ。

「み、ミナトくん……や、ミナトくぅん……んんっ」

「……」

　だ、ダメだぁー!?




「……はあ、はあ……」

　ヒノカ同様、真っ赤な顔で息を切らせているタマネを前に、ミナトがすっかり真っ白に燃え尽つきていると、そこに海で遊んでいたココたちが戻もどってくる。

「あれ？　お二人ともどうしたんです？」

「いや、ちょっとな……」

「ふむ？　そういえば、ののか氏の姿も見えんが、ついにサメにでも食われたのかね？」

「あらあら、それは大変ですね。大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

　頰ほおに手をあて、心配そうな顔をするサラに、ミナトもよいせと腰を上げながら言う。

「そうだな。じゃあちょっと様子でも見てきてやるか。〝テント〟で休んでるはずだし」

「あ、じゃあ私も行きますぅ」

「おう。なら二人はタマネを頼む。ちょっと暑気にやられたみたいだからさ……」

　ちらり、と横目を向ければ、タマネは未いまだに満足そうな顔でふにゃふにゃになっていた。

「ふむ、仕方あるまい。早く戻ってきたまえよ」

「おう、分かった。じゃあ行くぞ、ココ」

「はいですっ」

　と、その時だ。




「──動くなっ！」




『──っ!?』

　突とつ如じよ響ひびいた怒ど声せいに、ミナトたちは啞あ然ぜんと固まる。

「お前ら！　今すぐ船に戻──ぐあっ!?」

「ミナトさん!?」

　即そく座ざに退たい却きやくの指示を出そうとしたミナトだったが、途と中ちゆうで横から何者かのタックルを食らい、砂すな浜はまに押し倒たおされてしまった。

「抵てい抗こうしなければ殺しはしない！　分かったら大人しくしろ！」

「ひ、ひいっ!?　わ、わたし、お金持ってないよぅ～!?」

「はわわわわぁ～!?　私もですぅ～!?」

　完全にホールドアップしてしまったタマネとココ同様、シーナたちも襲しゆう撃げき者たちの言うとおりにする。

「どうやら今は従うしかないようだな」

「あらあら、どうしましょう」

　そしてそれは〝テント〟で休んでいたヒノカも同じだったらしく、

「なんなのよ、いきなり!?　あんたたち、あたしを誰だれだと思ってるの!?」

「うるさい！　静かにしろ！」

　襲撃者たちに連れられ、機き嫌げんが悪そうにこちらへと向かってきていた。

　最中、周囲の襲撃者たちをぐるりと見やったシーナは、驚おどろいたように言った。

「こいつらは……女の海かい賊ぞくか？」

　そう、ミナトたちを襲おそったのは、ヒュームからフェアリーまで、種族は関係なく、全員が水着のようなものを着た、美少女及び美女たちだったのだ。

　雰ふん囲い気きこそ女戦士然とはしているものの、皆みな見み目め麗うるわしく、スタイルも抜ばつ群ぐん──ということは、当然、

「暴れるな！　大人しくしろ！」

「そ、そんなこと言われても……お、おっぱいが顔に当たって……」

「くっ!?　おい、誰か手を貸せ！」

「ならば私が！」

　──がばっ。

「ちょっ!?　そ、そこは男の子の大事な……って、ああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」




　──五分後。




「うぅ、使い物にならなくなったらどうしてくれるんだよぅ……」

　縄なわでぐるぐるに縛しばられ、二重の意味ですすり泣くミナトと、何な故ぜか縛られていない女子たちの前に、一団のリーダーとおぼしき女性が姿を現す。

　それは二〇代半ばくらいの、きつめな顔立ちをした巨きよ乳にゆうの美女だった。

「何を馬ば鹿かなことを。貴様には、これからたっぷりと〝種馬〟の役目を果たして貰うのだからな」

『た、種馬!?』「あらあら、まあまあ」

　サラ以外の全員がぎょっと目を見開く中、美女は続ける。

「当然だ。このマゾス島は〝男子禁制〟──よって、ここに足を踏ふみ入れし男どもは、例外なく、我ら〝アマゾネス〟の婚約者となる定めよ」

「こ、婚約者って……。なんかそれだと奴ど隷れいみたいな気が……」

　なるほど、確かに漁師が〝女しかいない島〟だとは言っていたが、まさかアマゾネスの支配する男子禁制の島だったとは……。

　このゲームでの設定がどうかは分からないが、〝アマゾネス〟は、ギリシャ神話に出てくる女だけの部族のことだ。

　有名な話だと、弓を使うのにおっぱいが邪じや魔まだと、利きき腕うでの方のおっぱいを切り落としたりしたのだとか。

　なんてもったいないことをという感じだが、彼女らはばりばりの戦せん闘とう民族ゆえ、それも仕方のない話なのだろう。

「ちょ、ちょっと待ってください!?　ミナトさんを種馬さんにするって、一体どういうことなんですか!?」

「どうもこうも言葉通りの意味だ。この島は男子禁制。ゆえに、女同士では鬱うつ憤ぷんも色々と溜たまる。そこのミナトなる男には、これから死ぬまで、我が同どう胞ほうたちのはけ口となって貰うのだ」

「く、そういうことか……」

　と、恐おそらくは長おさであろう美女を睨にらみつけるミナトだったが、




「……いや、何ちょっと期待したような顔をしているのよ？」




「べ、別に期待なんてしてねえよ!?」

「「「……」」」「あらあら、うふふ」

　ヒノカにそう突つっ込こまれ、サラ以外の女子たちから、すこぶる酷こく薄はくな眼まな差ざしを向けられていた。

「ほう、少しは話の分かる男のようだな。確かに私たちも鬼おにではない。自ら進んで我らの〝婚約者〟になるというのであれば、今までに味わったことのないほどの快楽を教えてやろう」

「……」

　挑ちよう発はつ的な視線で舌した舐なめずりをする長に、ミナトの喉のどもごくりと鳴る。

　今までに味わったことのない快楽、だと？

　そんなもので釣つられるほど、安い男だとでも……。




「……おい、鼻の穴が広がっているぞ」




「──はっ!?　ぐ、幻げん術じゆつか!?」

　おのれ、妖よう女じよめ！　とミナトが唇くちびるを嚙かみ締しめていると、

「何が『幻術か!?』よ。このスケベ」

「うぅ、ミナトさん……。私よりもあのお姉さんたちの方がいいんですかぁ～……」

「まあまあ、ココちゃん。ミナトくんだって男の子だもん。仕方ないよ（ちらっ）」

「あらあら、でもせっかくこんなに可愛かわいらしいお嫁よめさんがいるのに、浮うわ気きはよくないですわね」

「……」

　女子たちの反応は氷点下もいいところで、彼は一人ちーんっと白目をむいていた。

　最中、ココが目元の涙なみだをごしごしと拭ぬぐった後、長に対して言う。

「お話は分かりました。ですがアマゾネスさん！」

「──ヒッポリュテ。それが私の名だ。で、何用だ？　牛うし乳ちちよ」

「うしちち!?　わ、私が〝牛乳〟だったら、サラさんはどうなるんですかぁ!?」

「？」

　後ろ手でずびっとサラを指差すココに、アマゾネスの長ことヒッポリュテは表情を崩くずさずに言った。

「その女の名は〝サラ〟なのだろう？　ならば〝サラ〟以外あるまい」

「え、何故私だけ!?」

　がーんっ、とショックを受けるココだったが、ここで退いてはいられないとでも思ったのか、それをぐっと堪こらえ、再びヒッポリュテに向き直った。

「と、とにかくミナトさんは私たちの種馬さんなんです！　だからあなたたちには絶対に渡わたしません！　ついでに花嫁衣い装しようもくださぁ～いぃ～っ！」

「いや、別にお前らの種馬じゃない上に欲張りすぎだろ……」

　わがまま極きわまりないココの要求に、ミナトが頭痛を覚えていると、ふいにヒッポリュテの口元に笑みが浮うかんだ。

「なるほど。貴様らの狙ねらいは、我らアマゾネスに伝わる花嫁衣装──〝トワイライト・オブ・マリッジブルー〟というわけか」

『酷ひどい名前!?』

　一いつ斉せいに突っ込むミナトたちに、ヒッポリュテはくわっと怒ど気き孕はらむ睨みを利きかせて言った。

「酷いとはなんだ！　これはマリッジブルーを無事に乗り越こえ、いつか『あんなことがあったね』と笑い合えるような花嫁を目指せるようにと名付けられた、由ゆい緒しよ正しきウェディングドレスなんだぞ！」

『えぇ……』

　にしたって、幸せの絶頂であるウェディングドレスに、離り婚こんの原因にもなりえる〝マリッジブルー〟の名をつけるのはどうなんだろうか。

　普ふ通つうに袖そでを通したくなくなるような気がするのだが……。

　ちなみに、〝マリッジブルー〟というのは、いざ結婚となった際、色々と現実的に先のことを考え、本当にやっていけるのかなど、不安にかられてしまうことである。

「ふん、貴様らのような、花嫁修業の〝いろは〟も分からぬような者たちには分かるまい。だが残念だったな。〝トワイライト・オブ・マリッジブルー〟──略りやく称しよう〝ＴＯＭ〟は、先ほども言ったとおり、我らアマゾネスに代々受け継つがれてきた伝説の花嫁衣装。ゆえに、あれを身に纏まとえる者は、アマゾネス──つまりは〝花嫁修業者〟として、一流になった者だけなのだ！」

『……』

　はい、話がおかしくなって参りました。

　ウェディングドレスの略りやく称しようが〝トム〟というのもさることながら、アマゾネスが〝花嫁修業者〟というのは、一体どういうことなのだろうか。

　いや、なんか別に考えなくとも、大方の想像がついてきた気がする。

　つまりこのマゾス島という島は──。

「もし貴様が種馬とＴＯＭを欲ほつするというのであれば、我らと正々堂々勝負をしようではないか！　競技内容は、もちろんこのマゾス島──〝花嫁修業の場〟に相応ふさわしく、花嫁修業になぞらえたものでどうだ！」

「いいでしょう！　その勝負、受けて立ちます！　どちらがミナトさんを種馬にするか、そしてミナトさんとのマリッジブルーを賭かけて──勝負です！」

「……」

　いや、何を賭けてくれちゃってるの……。




　ついに明かされたアマゾネスとマゾス島の正体。

　それはいずれ現れるであろう白馬の王子のため、〝花嫁修業〟という名目のもと、女子力向上に勤いそしむ者たちと、その訓練場のことであった。

　いい加減、もう帰っていいかなぁ……、とミナトがぐるぐる巻まき状態のまま虚こ空くうに思いを馳はせていると、ヒッポリュテは不敵に笑いながらルールを説明し始めた。

「勝負は五対五のチーム戦で、いかに自らの〝女子力〟を審しん査さ員へとアピールするかがポイントだ。よって一戦ごとに明確な勝ち負けは設けず、五戦全すべてが終わった後、総合的に勝敗を決める。つまりたとえ四つがダメでも、一つだけ飛び抜ぬけていれば、逆転のチャンスもあり得るというわけだ」

「なるほどね。で、あんたたちの言う〝花嫁修業になぞらえた競技〟ってのは、一体なんなのよ？」

　ヒノカの問いに、ヒッポリュテはにやりと口の端はしを歪ゆがめた後、「これだ！」といつの間に用意したかも分からない、白い布が被かぶされたもののその布を、勢いよく取り去った。

『こ、これは!?』

　驚おどろいたように目を丸くするミナトたちの眼前には、達筆な筆ふで捌さばきでこう記された、木製の掲けい示じ板ばんらしきものがあった。




『第一七回マゾス島常とこ夏なつのウェディング対決！（ぽろりもあるよ）』




「……」

　いや、なんなんだよこれは……。

「ちなみに〝一七回〟とあるが、これは我らアマゾネスの心が、いつまでも永遠の一七歳さいであることに起因している」

「……」

　いや、知らねえよ……。

　その情報は本当になんなんだよ……。

　ずーんっ、と白目をむくミナトを差し置き、タマネが掲示板に記された競技内容の欄らんを読み上げる。

「えーっと、競技種目は料理、洗せん濯たく、裁さい縫ほう、子育て、夜の相手──って、夜の相手!?」

「はいはいはいはいはいはーい！　それは私が出ます！　むしろ私が出るべきです！」

　しゅばばばば、と高速で手を挙げるココに頰ほおをくっつけられ、タマネがむぎゅっと追いやられていると、横から鋭するどい〝ＮＯ〟が飛び込んできた。

「却きやつ下かだ。確かに君はミナトのことが大好きかもしれないが、それと技量があるかは別問題だからな」

「で、でも！」

「君の気持ちは痛いほど分かる。だが今はミナトを彼女らに盗とられないためにも、私情は押し殺すべきだ。分かるな？」

「……はい」

　シーナに諭さとされ、しぶしぶ頷うなずくココ。

　それを確かく認にんしたシーナは、子の成長を見守る親のような瞳ひとみで、「いい子だ」と頷いた後、




「──なので私が出よう」




　と、すこぶる男らしい顔でそんなことを言い出し、サラ以外の全員がずっこけそうになった。

「前から思ってたけど、あんたも大たい概がいよね……」

「ちょ、ちょっとシーナさん!?　一体どういうことですか!?　私情がもりもり出てるじゃないですかぁ!?」

　当然、両目を〝[image: かお]〟にして抗こう議ぎするココだが、シーナはいたって冷静な口調で言った。

「何を言っているのかね？　私は自分の技量に自信があるからこそ、こうやって名乗り出ているのだ」

「だ、だったら私だって自信がありますよぅ！　ミナトさんを想おもう気持ちは、誰だれにも負けないんですからねっ！」

「だそうですよ？　よかったですね、ミナトくん」

「いや、あの、凄すごく恥はずかしいんで、出来ればやめてください……」

　サラの微笑ほほえみが直視出来ず、ミナトは赤い顔のまま視線を逸そらしていた。

「ふ、甘いな。真の実力者とは、感情を剝むき出しにしつつも、それに引っ張られず、自らのポテンシャルを最大限に引き出す者のこと──つまり私だ」

「ち～が～い～ま～すぅ～！　想いの強さが限界を超こえるんですぅ～！　だから私が出ますぅ～！」

「ええい、しつこいな君も！　これはもう決定事じ項こうなのだ！　君は大人しく隅すみで洗濯でもしていたまえ！」

「そういうシーナさんこそしつこいじゃないですかぁ！　それに、お洗濯だったらシーナさんの方が向いてますぅ！」

　びっ、とココが指差した先は──シーナの胸むな元もと。




　そしてそこにあったのは──いや、何もないからこそ〝洗せん濯たく板いた〟だった。




「……ぷっ」

　──びきっ。

「おい、笑っていられるのも今のうちだぞ、ののか氏改めパッドガール」

「だ、誰がパッドガールよ!?　というか、装備にパッド機能がないのがそもそもの原因でしょ!?」

　真っ赤な顔で反論するヒノカだが、事実彼女のアクセサリー欄は、豊胸用の〝パッド〟で埋うめ尽つくされているらしく、パッドガールというのもあながち間ま違ちがってはいなかったりする。

「ま、まあまあ、皆みんな落ち着こうよ。今はミナトくんを盗とられないようにするのが大事なんだし……」

　さすがに状じよう況きようを見かねたのか、タマネが仲裁に入ろうとするが、

「ですから勝つためにも、この豊満ぼでーの私が夜のお相手に出るんですよぅ！」

「ひいっ!?」

「いや、勝つためには私が出るべきだ！」

「はうっ!?」

「もう頭にきた！　だったらあたしがそれに出て、あんたたちを存分に悔くやしがらせてやるわ！」

「ひ、ひえ～っ!?」

　ぽてり、と場外に押し出されてしまったタマネは、泣きながらミナトのもとへと這はってきた。

「わぁ～ん!?　ミナトくぅ～ん!?」

「お前も災難だな……」

　よしよしと頭を撫なでてやりたいところだったが、今はぐるぐる巻き状態ゆえ、それも叶かなわず……。

　しかしこのままでは本当に埒らちが明かないため、ミナトの提案で、公平にクジで種目を決めることに。

　そうして運命を天に任せ、発表された結果がこれだ。




　料理──ヒノカ。

　洗濯──シーナ。

　裁縫──タマネ。

　子育て──ココ。

　夜の相手──サラ。




「「……」」

　ずーん、と揃そろって体育座りでしょんぼりするココとシーナに、ヒノカも冷静になったのか、「やれやれ、少しはしゃぎすぎたようね」と自分の行いを反省していた。

「どうやらそちらは決まったようだな。ではその出場枠わくで話を進めさせて貰もらうとしようか。さて、我らの方だが──」

　と、アマゾネスたちが相談し合う中、ミナトたちも作戦会議を始めようとしたのだが、

「私の担当は子育て……。でもそのお子さまは……ミナトさんとサラさんの子……。つまり……私は乳う母ば……うぼぼ……」

「ほーら、私の胸で汚よごれ物もばっちりだぞー……。どうだこの洗濯板はー……ははは」

「……はあ」

　ココとシーナは相変わらず真っ白になっており、話し合いうんぬん以前の問題だった。

　ので、とりあえずそこの二人は放ほうっておくことにしようと思う。

「まあ決まっちゃったものは仕方ないし、あたしも出来るだけ頑がん張ばるつもりだけど、あんたたちは大だい丈じよう夫ぶなの？」

「うーん、どうだろう……。一応〝裁縫〟のオーブはつけてやろうと思うけど、リアルでも授業の時くらいしかやったことないし……」

「サラはどう？　年ねん齢れい的にあたしたちよりも人生経験豊富な気がするんだけど」

　ヒノカの問いに、サラは両手を小さく振ふりながら言った。

「いえいえ、豊富だなんてそんな……。私、今まで殿との方がたとお付き合いした経験もありませんし……」

　……ほう？　と当社比三倍くらいのイケメンになるミナト。

「え、そうなの？　あなたみたいなのを放っておくなんて、周りの男たちも随ずい分ぶんと見る目がないのね」

「うふふ、ありがとうございます。そういうヒノカちゃんも、とっても魅み力りよく的だと思いますよ」

「そ、そう？　ま、まあ当然というか、リアルにはあたしを崇すう拝はいするファンたちもいるくらいだし、魅力的だというのは分かりきったことなんだけど……」

　そう髪かみの毛をくるくるしながら照れるヒノカを、サラは微笑みながら見つめていた。

「でもあれだな。そうなると、ぶっちゃけ誰も得意じゃない割り当てになるわけだが、これで本当に大丈夫なんだろうか……」

　種馬の命運も懸かかってるし……、とミナトが不安を口にした瞬しゆん間かん、今まで燃えカス状態だったココたちが、ばばっと面おもてを上げ、縮地ばりの速度でこちらへと肉にく薄はくしてきた。

「こ、ここはもう一度クジを引くのはどうでしょうか!?　いえ、引くべきです！」

「う、うむ、私も同意見だ！　君の身の安全が一番だからな！」

「お前らなぁ……」

　大きく肩かたを落としたミナトだったが、せっかく状況が落ち着きかけているのだ。

　ここで今一度クジを引き直し、仮にもココかシーナのどちらかが、夜の相手に選出されようものなら、再度騒そう動どうが勃ぼつ発ぱつするのは必至。

　いい加減、縄なわも解いて欲しいし、ここはもう妥だ協きようするしかないのではなかろうか。

　聞いた話によると、サラのパッシブも、〝祈いのり動作に入っている時は一いつ切さいの攻こう撃げきを受けず、ライフも回復していくが、聖なる輝かがやきによって救いを求めるモンスターたちを呼び寄せてしまう〟の《祈り》らしく、正直、《家事》を持つココ以外は、どれを選んでもそこまでの大差はないと思う。

　というわけで、このまま行く旨むねを、全員に伝えたところ、
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「「……」」

　ずーん、と流れるような動作で、再び両足を抱かかえ始めた二人に、ミナトたちは揃って嘆たん息そくするのであった。




　一部からは大ブーイングがありつつも、選手の出場枠が決定する。

　対決自体は明日のお昼からということだったので、村には入らないという約束のもと、ミナトの拘こう束そくが解かれる。

「あー、苦しかった……」

　ぐいーっと身体中をほぐすミナトを、女子たちが微笑しながら見つめていると、ふいにアマゾネスの長おさであるヒッポリュテが、念を押すように言ってきた。




「──言い忘れていたが、このマゾス島にいる間は、女子のみ〝水着〟のままでいるように。正装だからな」




「はあっ!?　なんなのよそれ!?」

　当然、ヒノカが真っ先に抗こう議ぎの声を上げた。

「何を馬ば鹿かみたいに騒さわいでいる。ここは元々南国の楽園──マゾス島だ。水着を着ずして何を着る？」

「そ、それはそうかもしれないけど、だからってここにいる間、ずっと水着ってどういうことよ!?　寝ねる時も着たままでいろって言うの!?　この変態もいるのよ!?」

「……」

　おい、誰だれが変態だ。

　失礼な、と不快感を露あらわにするミナトなどお構いなしのヒノカに、ヒッポリュテは両りよう腕うでを組み、不ふ遜そんな態度で言った。

「よく考えろ、猫ねこパッド」

「猫パッド!?」

「女とは、男に見られることにより美しくなるものだ。見せる相手がいなければ、女は自分を磨みがく努力をしなくなるからな。ゆえに、我らは水着を正装とした。肌はだ色いろ分の増量は、それだけ男の視線を引く。常に見られることを意識することにより、女性ホルモンの分ぶん泌ぴつは活発となり、老化の低下、肌トラブルの防止、バストサイズの向上など、女として、様々な〝美〟の恩おん恵けいを手に入れられるようになるのだ」

「ぐ、ぐぬぬぬぬ……っ」

　お年とし頃ごろの女の子として、一切反論出来ないことを言われ、ヒノカも悔しそうに唇くちびるを嚙かみ締しめる。

　そしてそんなことを言われてしまえば、〝彼女たち〟が黙だまっているはずもなく、

「女性としての〝美〟──甘んじて手に入れさせて貰います！」

　ぼよんっ、とその大きなお胸を目め一いつ杯ぱい張るココと、

「老化と肌トラブルにはまだ縁えんがないが、バストサイズの向上だけは見過ごすわけにはいかんな」

　同じくキメ顔で薄うすい胸を張るシーナ。

「えへへ、なんか楽しそうだね！」

　純じゆん朴ぼくなタマネは普ふ通つうにこの状況を楽しんでおり、

「うふふ、女性ホルモンは大事ですものね」

　サラも相変わらず嫋たおやかな微笑ほほえみを見せていた。

「ぐっ……」

　そうなれば、一人反対派だったヒノカも、次し第だいに周囲の空気に押され始めるのは必至で、




「──あーもう分かったわよ！　だったらご要望通り水着でいてやろうじゃない！」




　ついにそう覚かく悟ごを決めたのだった。

「ふ、いいだろう。これで貴様らも我らと同じ土俵に立った。後は明日の祭りで雌し雄ゆうを決するだけだ！」

「ふん、望むところよ！　あんたたちのような行き遅おくれの年とし増まごときに、このあたしが負けるはずないんだからね！」

「んだとコラぁ！　お前も似たような年代だろ！」

「引っ込めパッド！」

「この無い乳！」

「うるさいわね!?　あんたたちだってパッドくらい入れてるでしょ!?　ほら、タマネ！　あんたからもなんか言ってやんなさいよ!?」

「え、なんでわたし!?」

　びくっとタマネがショックを受けるも、女性陣じんの言い争いは続く。

「……はあ」

　その光景を一歩引いた場所から眺ながめていたミナトは、内心女の子って怖こわいなぁと思いつつも、周囲の水着ハーレム状態に、一人紳しん士しな面おも持もちになっていたのだった。

　──たゆんっ。

　──ぷるんっ。

　──ぽよよんっ。

「……」

　うーん、実にけしからん。




　その夜、ミナトたちは獲とれたての新しん鮮せんな魚ぎよ介かい類などを用い、浜はま辺べでＢＢＱの準備に勤いそしんでいた。

　約束通り、女子たちはおろか、ミナトも水着のままである。

　一応皆みなには着き替がえていいと言われたのだが、そこは丁てい重ちようにお断りしておいた。

　もちろん彼女たちに気を遣つかっていないと言えば噓うそにはなるが、別段気温が寒いわけでもないし、南国気分を味わうのも乙おつなものだからだ。

「なんかちょっと火力が弱いわね……」

　最中、火おこしを担当していたヒノカが、不満そうな顔つきで、ぱちぱちと音を立てて燃える焚たき火びを見つめていた。

「あ、そうだ！」

　しばらくそうしていたヒノカだったが、ふと何かを思いついたらしく、腰こしの革かわ袋ぶくろ（水着だと使用時以外は不可視）から、禍まが々まがしさ満点の小ビンを取り出す。

　明らかに《魔女シリーズ》の小ビンだ。

「ふんふんふ～ん♪」

《リフル》での惨さん劇げきなどなんのその、ヒノカは意気揚よう々ようと小ビンの蓋ふたを開けたかと思うと、中の液体を火に向かってぶちまけた。




　が──ごごうっ！




「ふみゃ!?」

　火柱もかくやという勢いで火が噴出し、ヒノカは堪たまらずぽてりと尻しり餅もちを突く。

　さすがにやり過ぎたと思ったのか、「あわわわわ……っ!?」と青い顔をしていたヒノカだったが、




「──わあ凄すごいですぅ！　〝キャンプファイヤー〟ですね！」




「……えっ？」

　ココの思いがけない一声に、鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔をしていた。

「わーい！　わたし、こんな大きいキャンプファイヤー初めてだよー！」

「うむ、同じくだ。確かにこれくらい大きい方が、ＢＢＱとしては盛り上がるな」

「ふふ、そうですね。なんだか元気になりますわ」

「え、えっと……」

　完全にただの偶ぐう然ぜんかつやらかしただけなのだが、こんなにも褒ほめられてしまっては、当然、ヒノカ的にも黙だまっていられるはずはなく、

「ま、まあね！　あんたたちがそう思ってるんじゃないかと思って、あたしも張り切ってみたってわけよ！」

「「「「おおー（ぱちぱち）」」」」

「……」

　えっへん、とドヤ顔でパッド入りのお胸を張っていたのだが、一部始終を隅すみ々ずみまで見ていたミナトは、一人生暖かい笑顔を浮かべていたのだった。




　それからヒノカのキャンプファイヤーを囲い、皆でＢＢＱを堪たん能のうしたミナトたちだったが、




「──ふ、どうやら楽しんでいるようだな」




『？』

　ふとそんな彼らのもとに、アマゾネスたちの長──ヒッポリュテが姿を現す。

　彼女は相変わらずの自信に満ちた顔で、腰に手を当てながら佇たたずんでいた。

「おかげさまでな。そっちも夕食は終わったのか？」

「ああ。と言っても、我が同どう胞ほうたちは、未いまだに宴うたげの席にいるがな。明日の祭りがよほど楽しみらしい」

「なるほど。さっきから妙みように騒がしいと思えば、あんたらのどんちゃん騒ぎが原因ってわけね。で、リーダーのあんたがそこから抜ぬけ出して、わざわざ一人でこんなところまで来た理由は何よ？」

　険の含ふくまれるヒノカの問いにも、ヒッポリュテは一切表情を崩くずすことなく、不敵に笑って言った。

「何、大したことではない。一応これでもアマゾネスの長なのでな。客人である貴様らの相手をしてやろうと思っただけだ」

「それは随分と律りち儀ぎなことで。っていうか、客だと思ってるなら、少しはもてなしなさいよ」

「はっはっはっ、確かに貴様の言うとおりだ。だが今は敵同士──下手な馴なれ合いをして、明日の祭りに支障が出ても困る。というわけで、祭りが終わった後にでも、何かしらもてなしてやろう。まあ、試合に負けて傷心中かもしれんがな」

「へえ？」「ほう？」

　そう強気に笑うヒッポリュテに、場の空気がぴりぴりするのを感じたミナトは、とりあえず話題の転てん換かんを試みる。

「そ、そういえば、このマゾス島は星が凄く綺き麗れいだって聞いたんだが、どこで見るのが一番いいんだ？」

「ふむ、いい質問だ」

　ミナトの問いに、ヒッポリュテは島のもっとも高く突つき出ている部分を指差して言った。

「あそこに二つの山が見えるだろう？　あれは〝マゾス連山〟と言ってな。あの二つの中心──へこんでいる谷の部分に、外部からの光や音がほとんど入らない場所がある。とある洞どう窟くつの奥なんだが、コロセウムのような形状の場所だ。もちろん我らの同胞たちが、どれだけ騒ごうが、あそこでは物音一つ聞こえないだろう」

「ほう。つまりミナトがそこに我らを連れ込めば、外からの助けは一切期待出来ないわけだな？（ちらっ）」

「いや、〝ちらっ〟じゃねえよ……」

　まったく……、と嘆息しつつも、ミナトはヒッポリュテに続きを促うながす。

「で、その暗い場所がどうしたって？」

「ああ。そこから見上げる星々は、貴様らが普ふ段だん目にしているものとは、比べものにならないほど美しいはずだ。当然、今貴様らがいるこの場所よりもな。道中に肉食のモンスターもいない上、流れ星なども頻ひん繁ぱんに見られるし、時間があるのであれば、見に行くのもよいだろう」

「あらあら、それはとてもロマンチックですね」

　期待したような顔で笑うサラだが、明日にはミナトが種馬になるかもしれない、運命の対決が控ひかえているのだ。

　ゆえに、今のうちから戦力を削そいでおく作戦なのではないか──そう考える者もいたようで、

「話は分かったわ。でもそれが罠わなじゃないって証しよう拠こは？」

「確かに。ここは君たちのテリトリー──つまりは庭のようなもの。我らにとっては完全にアウェーだからな」

　とくにヒノカやシーナなどは、疑いの眼まな差ざしをヒッポリュテに向けていた。

　が。

「え、行かないんですか？」

「あれ？　行かないの？」

　アホの子Ａ＆Ｂのココとタマネは、すでに行く気満々だったらしく、軽快にストレッチを始めており、ヒノカとシーナが揃そろってずっこけそうになっていた。

「ふ、まあ私の話は以上だ。信じるも信じないも貴様らの勝手だが、行くならせいぜい中型の草食モンスター──〝キングノシポーク〟に気をつけることだ。肉は美う味まいが気性は荒あらいのでな。ではまた明日、試合会場で会おう」

　びっ、と爽さわやかに手を振ふり、ヒッポリュテは再び森の中へと戻もどっていった。

　彼女の姿が森の闇やみに溶とけた後、ミナトたちはどうしたものかと腕を組む。

「ああは言われたが、確かにここは敵地もいいところだからなぁ……。星空ならここでも見られるし……。さて、信じるべきか否いなか……」

「え～、行きましょうよぅ～。美お味いしいお肉が私たちを待ってるみたいですしぃ～」

「お前、どんだけ食う気なんだよ……。また太るぞ……」

　じゅるじゅる、とキングノシポークの味を想像してよだれを垂らすココに、ミナトが冷静な突っ込みを入れる。

　今し方、たらふく海かい鮮せん系料理を食べたはずなのだが、彼女の腹は吸引力の変わらない掃そう除じ機きか何かなのだろうか。

「で、どうするのよ？　あたしは罠かもって未だに疑ってるけど、あんたたちが行くってんなら、まあ付き合ってあげないこともないわ」

「だな。もっとも、私はミナトの意思に従うだけだが。離はなれるとぐんにゃりするし」

「なるほど。タマネは……」

　と、彼女の方に視線を向けると、




「──へい！　いつでも行けるよ！」




　すでに気合い十分とばかりに、その場でひたすら足あし踏ぶみを続けていた。

　恐おそらく〝行く〟と言えば、瞬またたく間にぴゅーっと風のように走り出すことだろう。

「サラさんはどうです？　遠えん慮りよせずに言ってくれると」

「そうですね、正直に言わせていただければ、私も〝街では見ることができないくらい、綺麗な星空〟というものに、少々興味があると言いますか、普段ずっと《フォート》にいるので、一度くらいは、そのようなものが見られたらなとは思います」

「ふむふむ、なるほど」

　そういうことであれば、まあ行ってみるのもいいのではなかろうか。

　本当に流れ星が見られるというのなら、験げん担かつぎというか、ちょっとした願がん掛かけも出来るだろうし、何よりサラの気分転換にもなる。

　ＮＰＣである漁師とヒッポリュテが言うくらいだ。

　もしかしたら、ここの星空が、この世界で一番綺麗なものなのかもしれないし。

　だったら是ぜ非ひ見ておかなければ損というもの。

　というわけで、だ。

「よし、じゃあせっかくだし、行ってみることにしよう。もちろん罠の可能性も考えて、少しでも危なくなったら、すぐに引き返すという条件付きで」

「はい、了りよう解かいです！」「ええ、分かったわ」「うむ、承知した」「はーい！」「はいっ」

　ミナトたちは、星空の綺麗だというマゾス連山の山やま間あいを目指し、それぞれ歩き始めたのだった。




　そうして三〇分後。

『……』

　ミナトたちはほぼ真っ暗な森の中で、黄昏たそがれたように天を仰あおいでいた。




　──うん、迷いました。




　大体、この島の地図もなければ、背の高い木々のおかげで、目的地である山の姿も見えないのだ。

　その上、頼たのみの〝コンパス〟も、妙に地場が強いのか、さっきからぐるぐると回り続けており、まったく役に立たず……。

　どうすんのこれ……、と頭痛がしそうになるミナトだったが、悠ゆう長ちように落ち込んでいる場合ではない。

　今はとにかく現在位置を確かく認にんしなければ。

　何かこの状じよう況きようを打破出来るようなパッシブがあればいいのだが、せいぜい可能性があるのは、シーナの《ダウジング》くらいであろう。

　とはいえ、《ダウジング》で出来るのは、水脈や鉱脈の探たん索さくくらいだし……。

「うーん、どうするかなぁ……」

「とりあえず歩いてみるのはどうですかね？　もしかしたら、途と中ちゆうで川とかが見つかるかもしれませんし」

「だがこういう地場の強い場所は、その影えい響きようを受け、方向感覚が狂くるわされたりするものだ。同じ場所を延々と歩かされる危険性もある。迂う闊かつに動くのはどうかと思うのだが」

「っていうか、あたしもう疲つかれたー。ミナト、おんぶしてー」

　どかっ、と地面に尻しり餅もちを突き、飽あき性しようのヒノカが駄だ々だをこね始める。

　まだ三〇分くらいしか歩いていないのに、なんとわがままなやつだろうか。

　少しはタマネを見習え、タマネを。

「見て見てー、シーナちゃんのまねー！　──私はミナトがいないとふにゃふにゃになってしまう～……（ぽてり）」

「わあ、そっくりですぅ～」

「あーっはっはっはっはっ！　何よそれ！　超ちよう似てるんだけどーっ！」

「おい、やめろ」

　疲れどころか、不安すら微み塵じんも感じさせず、無む駄だに上う手まいものまねを披ひ露ろうしているくらいだ。

　顔まで似せているところが妙に腹立たしいが、おかげで皆みなの不安も軽減されているようだった。

　負けてられないな、とミナトが真しん剣けんに何か手段がないか模も索さくしていると、ふと横からサラに声をかけられた。

「あらあら、そんなに力んでいたら、出るアイディアも出ませんよ？　もっとリラックスしないと」

「サラさん……。すみません、ちゃんと案内出来なくて……」

「いえいえ、こういうのも冒ぼう険けんの醍だい醐ご味みみたいなものですし、私はとっても楽しいですから。なので気にしないでくださいませ」

　にこり、と柔やわらかく微笑ほほえむサラの姿は、まるで聖堂のステンドグラスにあるような、聖母像そのものであった。

「……っ」

　思わず「ま、ママー!?」と抱だきついてしまいそうになるミナトだったが、そこは後のことも考え、ぐっと耐たえ続けていた。

　と。

「で、ものは相談なのですが、どうでしょう？　こういう時は、皆さんで神さまにお祈いのりしてみるというのは」

　両手をぎゅっと合わせて握にぎり、サラが静かに祈り始める。

「え、いや、あの……」

　あまりに突とつ然ぜんのことに、少しばかり言葉を失ってしまったミナトだったが、確かに古い言葉にも、〝苦しい時の神頼み〟というものが存在したりする。

　ならば心を落ち着かせるためにも、サラの提案に乗ってみるのもいいかもしれない。

　内心そう考えたミナトは、瞳ひとみを閉じ、深呼吸しながら、心を無にしようとする。

　が。

「嫌いやだなー、嫌だなーって思ったんだけど、足音はひたひたー、ひたひたーって近づいてきて、振り返ってみたら……ぎゃあ～っ!?」

「「ひいぃ～!?」」「ぐうっ!?」

「……」

　う、うるせえ……。

　つーか、いつの間に怪かい談だん噺ばなしを始めたんだよ……。

　そしてタマネ、お前のそのヒゲは一体どっから持ってきたんだ……。

　まさかこんなところでタマネの多才ぶりを知ることになろうとは……、とミナトが顔を伏ふせていた──その時だ。




　──ドドドドドドドドドドドドドッ！




『……えっ？』

　突とつ如じよ地面が唸うなり始め、森の奥から何かが迫せまってきた。

　すかさずミナトはその正体を探さぐるべく、〝松たい明まつ〟を前方にかざす。

「あれは……」

　目を凝こらし、食い入るように見やれば、




『──女ァアアアァアアァアアアァァァアアァッッ!!』




「うおおっ!?」

　森の奥から巨きよ大だいな四足歩行の〝骨〟が、身体からだを引きずるような体勢かつ猛もうスピードで、こちらへと向かってきていた。

「な、なんじゃありゃーっ!?」

　当然、一同大だい爆ばく走そうである。

「な、なんなんですかあれはーっ!?」

「し、知らないわよーっ!?　あれが例の〝キングノシポーク〟ってやつなんじゃないのーっ!?」

「ええーっ!?　でもお肉がないよーっ!?」

「そ、そうですよぅー!?　大体、お肉のないノシポークなんて、私のいないミナトさんみたいなものじゃないですかぁー!?」

「ふむ、それは普ふ通つうにいいことのような気がするのだが……」

「うふふ、この緊きん張ちよう感が冒険というものなのですね。はあ、怖こわい」

「いや、サラさんはもう少し緊張感を持った方が……って、そんなことを言ってる場合じゃねえ!?　おい、ヒノカ！　やつに《魔ま女じよシリーズ》を投げつけるんだ！」

　一心不乱に駆かけながら、隣となりのヒノカに指示を出すミナトだが、

「さ、さっきからやってるわよぉ～!?　なのにあいつ、全然効かないんだけどぉ～!?」

「な、何ぃ～!?」

　すでに攻こう撃げき済ずみかつ効果が無いと言われ、がーんっとすこぶるショックを受けていた。

　まさかあの海王──シーヴォロスすら苦しめた、ヒノカの《魔女シリーズ》を受けてもなお、ぴんぴんしているやつがいようとは……。




　正直──ショックである。




　今までの戦績から、ミナトはヒノカこそが、この世界で〝最強の女〟だと信じていたからだ。

　エレサイトを状態異常地じ獄ごくに叩たたき落とし、ボスモンスターであるヤモンメジスや、シーヴォロスさえをも苦しめ、挙げ句空間を捻ねじ曲げるまでに進化した、ヒノカの劇薬系（？）調合アイテム──《魔女シリーズ》。

　これがあれば、この世界で覇は権けんを握ることさえ、夢ではないと思っていたのだ。

　なのに、なのにそれが……。

「ぐ、うぅ……。お前も人の子だったんだなぁ……」

「どういう意味よ!?　だからあの神聖なやつを持ってくればいいって言ったじゃない!?　っていうか、そもそもあたしのパッシブは、毒物を作るためのものじゃないんだけど!?」

　むきになり、真っ赤な顔で反論するヒノカだったが、

「え、そうだったんですか!?」

「ふむ、それは初耳だな」

「またまたご冗じよう談だんを～」

「キーッ!?」

　サラ以外の女子三人にそう言われ、頭から湯気が噴ふき出しそうになっていた。

『女ヲヨコセェエェエエエエェェエエェエェエッッ!!』

「って、遊んでる場合じゃねえ!?　とにかくヒノカの薬が効かないんなら、何か別の手を考えないと!?」

「確かに。あれはゴーストシップの時と同じ──いわゆる〝アンデッド系〟というやつだろう。ののか氏の薬が効かなかったのは、やはりやつらが〝物理攻撃無効〟だったからではないのかね？」

「じゃ、じゃあ今こそ私がお歌を」

「「「いや、それはいい」」」

「……」

　ミナト、ヒノカ、シーナにきっぱりお断りされ、ココは走りながらも、魂たましいの抜ぬけたような顔になっていた。

「ま、まあまあ、今度わたしが（耳みみ栓せんありで）聴きいてあげるからさ……」

「うぅ、タマちゃんさん～……」

　うるうると涙なみだ目めになるココに、小さく嘆たん息そくするミナトだが、確かにあれがゴーストシップの骸がい骨こつどもと同じ類たぐいのモンスターであるのならば、現状、攻略方法は〝歌〟以外にはないだろう。

　だがスタミナも半分を切っているし、この状じよう況きようでサラに歌わせたら、走る速度も落ちる上、スタミナ切れで〝強制休きゆう憩けい状態〟に陥おちいってしまう。

　それだけは絶対にダメだ。

「こうなったらヤケだ！」

「ミナトさん!?」「「「「──っ!?」」」」

　足を止め、謎なぞの骨モンスターと対たい峙じするミナトに、背後の女子たちが驚おどろいたような顔をする。

　最中、ミナトはインベントリになっている腰こしの革かわ袋ぶくろから、液体の入った大きめのビンを取り出し、




「──とおぉーてきぃっ！」




　振ふりかぶって投げた。

　──ガシャンッ！

　が、ビンは骨モンスターに当たらず、直前の地面に落ち、辺りに液体が散乱する。

『男ハイランンンンンンンンンンンンンンンンッッ!!』

　当然、骨モンスターはこれをまったく意に介かいさず、踏ふみ散らかしながら猛もう然ぜんと迫ってくるのだが、




「──そこだああああああああああああああああっ！」




　かっと両目を見開き、すかさずミナトの二投目が放たれる。

　投げたのは──〝松明〟だった。

　それは放物線を描えがきながら宙を飛び、やはり骨モンスターの直前で落ちると、




　──ごごうっ！




　骨モンスターの腹部と手足を中心に、炎ほのおが燃え広がっていった。

『グギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!?』

　堪たまらず体勢を崩くずし、地面をずざざと滑すべる骨モンスターに、ミナトは再度数本のビンを投げつける。

「せっかくだ！　大おお盤ばん振ぶる舞まいしてやるぜ！」

　──ごうっ！

『ギイイイイイイイイイガアアアアアアアアアアッッ!?』

　骨モンスターが火だるまになったことを確かく認にんしたミナトは、背後で呆ぼう然ぜんとしていた女子たちを正気に戻もどすかのごとく、声を張り上げて言った。

「よし、今のうちに逃にげるぞ！」

　そうしてミナトたちは、その場から急いで離り脱だつしたのだった。




「はあ……はあ……。ここまで来れば大だい丈じよう夫ぶだろ……」

　地面に腰を下ろし、ミナトたちは揃そろって呼吸を整える。

　全員、スタミナゲージは空っぽの──〝強制休憩状態〟だった。

　とにかく骨モンスターの叫さけびが聞こえなくなるまで走ろうと決め、がむしゃらに森の中を、ただひたすら真まっ直すぐに進み続けたのだ。

　途と中ちゆうで小川を飛び越こえたり、坂道を上ったり下ったりもしたようだが、どこをどう通ってきたのかなどは、当然、覚えている余よ裕ゆうもなく……。

　気づけば、ミナトたちは完全に闇やみの中におり、彼ら以外の生き物の声や、風に揺ゆれる葉の音なども、まったく聞こえてはいなかった。

「に、逃げ切れたのはいいけど、も、もう限界……」

　そう地面に大の字になるのはヒノカだ。

　すぐ駄だ々だをこねる彼女にしては、頑がん張ばった方なのではないだろうか。

「……ふう、危ないところだったねー。皆みんなは大丈夫ー？」

「ああ、なんとかな。だがこれだけ頑張ったのだ。後でミナトに頭でも撫なでて貰もらわねば割に合わん」

「ふふ、そうですね。では私も是ぜ非ひお願い出来たらと」

「あ、じゃあわたしもーっ」

「え、いや、えぇ……」

　シーナやタマネはまだ分かるとして、何なに故ゆえにサラさんまで……、と困こん惑わくするミナトだが、こういう時には真っ先に手を挙げるココが、未いまだに沈ちん黙もくを守っていることを不思議に思う。

　何かあったのかと心配になり、ココの方を向いてみれば、




「……うぅ、私の〝クーパー靭じん帯たい〟が伸のびちゃいますぅ～……」




「……」

　彼女は自身の豊満なお胸を両手で持ち上げ、ぼいんぼいんと泣きながら感かん触しよくを確かめていた。

　ちなみに、〝クーパー靭帯〟というのは、おっぱいを吊つり支えている靭帯のことで、これが元来の長さより伸びたり、何かの弾はずみで切れてしまったりすると、おっぱいは垂れてしまうというわけだ。

　このゲームがそこまで設定しているかは分からないが、リアルの場合、一度伸びたり切れたりしたクーパー靭帯は、自然に再生されることはなく、外科手術を行わない限り、二度と元には戻らないと言われている。

　ゆえに、張りのあるおっぱいを維い持じするためには、このクーパー靭帯の存在が欠かせないのである。

　ココがガチ泣きしているのも、やたらと走ったおかげで、おっぱいが上下左右に揺れまくったのが原因だろう。

　何せ、あれだけのサイズだ。

　クーパー靭帯への負荷も相当だと思うし。

　だがサイズ的には、サラの方が一回りほど大きいわけだが、彼女はココとは違ちがい、まったく気にしていないのか、今もほんわかと微笑ほほえみ続けており、おっぱいの張りも健在だ。

　まあさすがにそこまで設定しているとは思えないし、サラ同様、別段気にしなくてもいいとは思うのだが、




「──み、ミナトさぁ～ん!?　触さわって確かめてくださぁ～いぃ～!?（ぼよんぼよんっ）」




「……」

　この子はもう少し〝恥はじらい〟というものを覚えた方がいいと思う。

　出会った当初の、まだ貞てい淑しゆくな感じだったココは、一体どこへ行ってしまったのか。

　とりあえずそれだけ張りがあれば、クーパー先生は無傷だと思いますよ。ええ。

「っていうか、さっきのあれは油でも撒まいたの？　妙みように燃え上がってたみたいだけど」

「ああ、〝メガフロッグオイル〟をな。前に冗談で〝酒を口に含ふくんで火を噴く〟って言ったことがあっただろ？　ゴーストシップを初めて見た後に、あれをもっと安全に出来ればいいなと考えていてさ。〝物理攻こう撃げき〟は無効かもしれないけど、地面に落ちてる油は攻撃じゃないから、身体からだに付着するんじゃないかなって」

「なるほどね。だから油を付着させた後に、わざと〝松たい明まつ〟を踏ませて、火だるまにしてやったわけね」

「おう。まあ元々骨だし、あれで死ぬとは思わないけど、でもこうやって逃げることは出来たからな。結果オーライってやつさ」

　と、ミナトが歯を見せながら親指を立てていると、




「──ぜ、全然オーライじゃないですよぅ～!?　私のパーフェクトぼでーがぁ～!?（ぼいんぼいんったゆんたゆんっ）」




　またもやココが、その豊満なお胸を無む駄だに両手で揺らしてきて、ミナトとヒノカは揃って白目をむいた。

「「……」」

　いや、まだやってたのかよ……。




　気を取り直し、ミナトが新たな〝松明〟で周囲の様子を窺うかがうと、どうやら彼らは何か岩場のような場所の中に入り込んでいるようだった。

　入り込んだことすら気づかなかったのは、とにかく一心不乱に走っていたということもさることながら、ここの天てん井じようの高さが、優に五メートル以上はあるということも、一つの要因であろう。

「なんかシーヴォロスの中みたいな感じだねー」

「そうだな。壁かべも緩ゆるやかな流線型で一周しているみたいだし、もしかしたら洞どう窟くつみたいな場所に来ちまったのかも……って、洞窟？」

　そこでふとミナトは気づく。

　確かここに赴おもむく前、ヒッポリュテはこう言っていた。




『──へこんでいる谷の部分に、外部からの光や音がほとんど入らない場所がある。とある洞窟の奥なんだが、コロセウムのような形状の場所だ』




　──〝とある洞窟の奥〟と。

　一応ここも洞窟のような場所だ。

　そしてこの無駄な広さなわけだが……まさかな。

「まあそんな上う手まくはいかないと思うけど、せっかく見つけたんだし、ちょっとした探険程度に進んでみようぜ」

「はいですっ」

　しゅびっと軽快に敬礼するココと、残りの女子たちを連れ、ミナトは適当に奥へと進んでみることにする。

　いくら周囲一〇キロ程度の島とはいえ、道に迷った挙げ句、適当に走りまくった末に着いた場所が、件くだんの目的地だったなんて、そんな偶ぐう然ぜん、あるはずが──。




「──あ、ここコロセウム状じゃないですか!?」




「って、あるんかーい!?」

「え、いきなり何……」

　ずびしっ、と虚こ空くうに突つっ込こみを入れたミナトを、ヒノカが若じやつ干かん引き気味な表情で見つめてくる。

「いや、なんでもない……」

　その視線に耐たえられなくなったわけではないのだが、ミナトはまさかの結末に思わず顔を伏ふせていた。

　しかし改めて周囲を見み渡わたしてみれば、ホール状になった空間は、天井部分だけがぽっかりと抜ぬけ落ちており、木々など、余計なものは一いつ切さい存在せず、本当に星空を見るためだけに拵こしらえたかのような造りになっていた。

「ミナトくん！　火！　火！」

「お、おう」

　早く早くと瞳ひとみを輝かがやかせるタマネの言葉に従い、ミナトは〝松明〟の火を消失させる。

　周囲を照らしていた灯あかりがすっと消え去り、一いつ瞬しゆんの暗黒がミナトたちを包んだ後、天の星々が一いつ斉せいに輝きを増した。

「わあ、凄すごいですぅ～っ」

　もっとも、それは単なる気のせいであろうが、他ほかに何も灯りがなくなったため、星々の輝きが強調されたのは事実。

　そしてそれは、本当に文句がつけられないほど、壮そう大だいかつ壮そう麗れいな瞬またたきだった。

　まるで最高級のダイヤを砕くだき、思い切り空に撒いたような、そんな光景。

　それがミナトたちの頭上に、煌こう々こうと広がっていたのだ。

「お星さまって、こんなに綺き麗れいだったんですね……」

「そうね。悔くやしいけど、さすがのあたしもそれには同意せざるを得ないわ」

「ふむ、いつも態度のでかいののか氏にしては、やけに素す直なおだと言いたいところだが、今だけは口を噤つぐむとしよう」

「いや、全然噤めてないんだけど……」

　ジト目のヒノカを、サラがふふっと笑う。

「お二人とも、仲がよろしいのですね。でもこれだけ綺麗な景色を見られるなんて、私も幸せです。ヒッポリュテさんに感謝しないといけませんね」
















「だねー。帰ったらお礼にお餅もちでもあげないと」

「いや、何故餅……」

　タマネの謎なぞチョイスにミナトが困惑していると、




　──きらりんっ。




「あ、流れ星ですぅ！」

　一筋の光が右上から左下へと落ちていき、それを皮切りに、




　──きらんっ。

　──きらりっ。

　──きらきらっ。




　次々に光の筋が、天を駆かけ抜けていった。

「──はっ!?　お、お願いしないと！　ミナトさんと今以上にラヴラヴになれますように！　ミナトさんとの赤ちゃんで野球チームが作れますように！　ミナトさんが昇しよう進しんしてお給料が上がりますようにぃ～！」

「いや、お前は何をお願いしちゃってるの……」

　というか、最後のやつはなんやねん……。

　ミナトが白目をむいている間も、女子たちは流れ星に色々と願いを込めているようで、

「《アルティメット・エレメンタラー》として返り咲ざけますように！　それと、〝痛い〟だのなんだのと批判してくる豚ぶたどもが、タンスの角に小指をぶつけますように！」

「ミナトと一生離はなれませんように。あと、ののか氏がまともになりますように」

「ココちゃんとずっと仲良しでいられますように！　あ、もちろん皆みんなともお友だちでいられますように！」

「ふふ、では私も。──皆みなさんがいつまでも幸せでいられますように」

　などなど、各おの々おの真しん剣けんに祈いのっているようだった。

　そんな彼女らの様子に、ミナトが一人ふっと口元を緩め、なんだかんだ言っても、来てよかったなと温かい気持ちになっていると、




　──ドドドドドドドドドドドドドッ！




　……おや？

　なんか聞き覚えのある振しん動どうが近づいてくるような……。

　と。




『──女アアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!』




「うわああああああああああああっ!?　また来たあああああああああああああああっ!?」

「「「「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ!?」」」」「あらあら」

　何な故ぜここが分かったのか。

　例の骨モンスターが怒いかりの形相で猛もう突とつ進しんしてきたため、ミナトたちは再び大だい爆ばく走そうする羽目になったのだった。










　四章　花嫁修業で対決です！







　翌日の正午。

　浜はま辺べの特設会場にて、ミナトたちはヒッポリュテ率いるアマゾネス軍団と対たい峙じしていた。

　あれから一晩中骨モンスターとの鬼おにごっこを続けたミナトたちは、明け方、やつが朝日を嫌きらって退散した後、ようやく浜辺まで戻もどってきたのだ。

　おかげで昼までぐっすり──何も練習しないまま対決の時を迎むかえてしまったわけだが、ここまで来てしまった以上、腹を括くくるしかあるまい。

　全員でそう心に決め、ヒッポリュテたちの前に立ったのである。

「ふ、昨日はお楽しみだったようだな。夜通し貴様らの悲鳴が聞こえていたぞ」

「ええ、誰だれかさんのおかげでね！　大体、なんなのよあの骨は!?　あんなのがいるなんて聞いてないわよ!?」

「骨……？　なんだ、キングノシポークに追いかけられていたのではないのか？」

「冗じよう談だん！　どう見ても骨の化け物だったわよ！　どこに隠かくれてもすぐさま見つけてくる、ストーカーみたいなやつ！」

「む、そんなやつがこの島にいるとは初耳なのだが……」

「とぼけないで！　後で慰い謝しや料りよう請せい求きゆうしてやるんだからね！」

　怒ど髪はつ天を衝つく勢いで怒ど鳴なり散らすヒノカだが、ヒッポリュテは本当に心当たりがないのか、神しん妙みような面おも持もちで考え込んでいるようだった。

　まあ、知らなかったかどうかはこの際どうでもいいだろう。

　問題は、すでに対決の時間を迎えてしまったということだ。

　確かに昨夜は色々あったが、今は目の前のことに頭を切り替かえていかねばなるまい。

「まあまあ、とりあえず落ち着けよ。ヒノカは一戦目から出番なんだしさ」

「分かってるわよ！　あたしは十分落ち着いてますぅー！」

「そ、そうですか……」

　口を〝３〟にして嫌いやみったらしく言うヒノカに、ミナトもそう返すことしか出来なかった。

　ともあれ、優勝賞品の着ると全すべての女子力が上がるらしいウェディングドレス──〝トワイライト・オブ・マリッジブルー（略りやく称しようＴＯＭ）〟が風に揺ゆらめく中、ついに勝負が始まる。

　審しん査さ員席にはミナトと、




「──うむ。皆ええ尻しりじゃ」




　何故かシーヴォロスの時のエロ漁師が座っていた。

「……」

　いや、何故あんたがそこにいる……。

　というか、誰だよ、このジジイ呼んだやつ……。

　そもそも〝男子禁制〟じゃなかったのかよ……。

　様々な疑問がミナトの脳のう裏りを全力で駆け巡めぐるが、その全てを置き去りにして、一戦目の料理対決が彼らの眼前──特設の試合場で開始されようとしていた。

「司会進行は私、アマゾネスチームのリーダー──ヒッポリュテが務めさせて貰もらう！　では一回戦、我らがアマゾネスチームの〝胃い袋ぶくろ摑つかみ〟こと家庭料理の鬼──オトレーレーと、〝歩く危険物〟──猫ねこパッドの対決だ！」

「ちょ、誰が歩く危険物の上に猫パッドよ!?　あたしは《アルティメット・エレメンタラー》のヒノカ！　世界最強の魔ま法ほう使つかい──グレートヒノカさまよ！」

　どーんっ！　と力いっぱい親指で自分を指すヒノカだが、ヒッポリュテはそんな彼女のことをちらりと一いち瞥べつした後、何事もなかったかのように言った。

「ルールは簡単！　各々目の前に用意された食材類を使って、女子力高めに好きな料理を一品作るだけだ！」

「え、ちょ!?　あたしはスルー!?」

　当然、がーんっとショックを受けるヒノカだが、ヒッポリュテの進行は構わず続く。

「制限時間は三〇分！　では──始めっ！」

　──シャーンッ！

　銅ど鑼らの金属音が鳴り響ひびき、否いや応おうなしに試合が開始される。

「あーもう！　いいわ！　やってやろうじゃない！」

　ばちんっ！　とスルーのショックを吹ふき飛ばすかのごとく両りよう頰ほおを叩たたき、ヒノカが気合いを入れる。

　その瞬しゆん間かん、〝-1〟のダメージ表示が彼女の頭の上に浮うかんだが、今は真剣勝負の真っ最中──それを気にする者は誰もいなかった。

「ヒノカさーん！　頑がん張ばってくださーい！」

「まああまり期待はしていないが、とりあえず頑張りたまえ、ののか氏ー」

「ヒノカちゃんファイトぉー！」

「頑張ってください、ヒノカちゃーん」

　応おう援えん席からココたちの声援が飛ばされる中、ヒノカは腕うでを組み、机の上に置かれた食材と睨にらめっこする。

　隣となりでは、対戦相手のアマゾネス──オトレーレーが、早くも肉を炒いためていたフライパンの中に、切り分けた野菜類を投入していた。

　油と野菜類の水分が反応し、じゅわっと大きな油ゆ煙えんが上がる。

　最中、オトレーレーはどこか気品を窺うかがわせる口調で、ヒノカをこう挑ちよう発はつしてきた。

「いつまで睨めっこを続けるおつもりですか？　それとも、一品のお料理も作れないほど、あなたの女子力はお粗そ末まつなので？」

「うるさいわね！　今、何を作ろうか必死に考えてたの！　邪じや魔ましないでくれる!?」

　これがシーナあたりであれば、上う手まく躱かわすのかもしれないが、相手はあのヒノカである。

　敵の策にまんまと嵌はまり、早くも苛いら立だっているようだった。

「っていうか、こういうのはシンプルが一番だって相場が決まってるのよ！　肉じゃが？　カレー？　はっ！　そんなもの必要ないわ！　だからあたしが選ぶのはこれよ！」

『──っ!?』

　用意されていた〝エッグ〟を数個まとめて鷲わし摑づかみしたヒノカは、それを水を張った鍋なべにぶち込んだかと思えば、そのまま火にかけ始める。

　そうして一〇分ほどの時間が経たった後、ヒノカは沸ふつ騰とうしたお湯だけを捨て、茹ゆでたエッグを触さわれるくらいまで水で冷やした後、




「──はい！　これで文句ないでしょ！」




　どんっ！　と審査員席に、ビン入りの〝ソルト（塩）〟ともども持ってきた。

「「……」」

　あまりに斜ななめ上の展開に、ミナトと漁師は揃そろって言葉を失う。

　いや、これ、料理うんぬん以前に、ただの〝茹で卵〟なんですけど……。

　むしろ文句しかない気が……。

　はあ……、と嘆たん息そくしつつも、審査員ゆえに食べねばならず、ミナトたちはエッグの殻からを剝むき、〝ソルト〟を振ふってこれを頰張る。

「「……もぐもぐ」」

　うん、茹で卵だ。

　それ以外の感想が思いつかないほど、完かん璧ぺきな茹で卵。

　半熟とか、そういうのも一いつ切さいない──〝ザ・茹で卵〟である。

　以上、評価終しゆう了りよう。

　……。




「──いや、どないせえっちゅうねん!?」




　ずびしっ、と虚こ空くうに鋭するどい突つっ込こみを入れるミナトの口調は、堪たまらず関西弁になっていた。

「はあ？　何よ、いきなり？」

　そんなミナトに、ヒノカはわけが分からないとばかりに憮ぶ然ぜんと睨みを利きかせる。

「むしろお前の方がなんなんだよ!?　茹で卵とか、料理でもなんでもねえじゃねえか!?」

「違ちがいますぅー。ちゃんと茹でましたぁー。何？　あんた、〝しゃぶしゃぶ〟とか食べたことないわけ？　あれだって、ただお肉をさっと茹でてるだけでしょ」

「そういう屁へ理り屈くつはいらんわ！　お前は勝負をなんだと思ってるんだよ!?」

「うるさいわね！　だったらあんたが作ればいいでしょ!?」

「え、えぇ……」

　なんで逆ギレしてんの……、とミナトが白目をむいていると、

「……うん？」

　ふいに鼻び腔こうをくすぐる甘い香かおりが漂ただよってきて、思わず匂においが来た方へと目を向けてしまう。

　すると。




「──お待たせいたしました。拙つたない腕前ですが、どうぞご笑味くださいませ」




　オトレーレーがお皿に載のった料理を運んできて、ことりとミナトたちの前に置いた。

「おお……」

　それは色いろ鮮あざやかなグラデーションの、一目見ただけで美う味まいと分かる〝酢す豚ぶた〟だった。

　もちろんこの世界に純じゆん粋すいな豚はいないため、ノシポークの肉で代用してはいるが、それを忘れさせてしまうほど、見た目、香りともに実に完成された一品だった。

　さっきの茹で卵は一体なんだったのか。

　黄昏たそがれたように明後日あさつての方を見み据すえた後、ミナトは正面に視線を戻もどし、ふっと微笑ほほえみながら言った。




「──うん、優勝」




「はあ!?　何それおかしいでしょ!?　なんで食べてもいないのにあたしの負けなのよ!?　っていうか、そもそも結果発表は一番最後なんじゃないの!?」

　当然、ヒノカが猛もう然ぜんと抗こう議ぎしてくるが、彼女のことはもう忘れようと思う。

「俺は確信した。この〝酢豚〟は食わずして美味いと言える一品だ。なあ、じいさん」

「うむ。よき尻よ」

「うふふ、ありがとうございます。お褒ほめいただき、光栄ですわ」

　艶えん然ぜんと微笑むオトレーレーの臀でん部ぶは、漁師が口にしたようにぷりんぷりんだった。

「ふざけんじゃないわよ、このハゲ！　あんた、あたしのお尻が最高だって言ってたじゃない！　いい加減にしなさいよ、このハゲ！」

「そ、そんなにハゲハゲ言わなくとも……」

　素すで涙なみだ目めになっている漁師だが、ヒノカの罵ば倒とうは続く。

「うるさいわよ、このハゲ！　悪いと思ってんなら、あたしに一票入れておきなさい、このハゲ！」

「……」

　どんよりと隅すみで体育座りをする漁師の頭は、隠かくしようがないほど、見事なつるっぱげだった。

「まったく冗じよう談だんじゃないわ！」

　ふんっ！　と鼻息荒あらく、ヒノカはずかずかと大おお股またで応援席へと戻っていく。

　ちなみに、試食した〝酢豚〟は本当にこれが優勝でいいやと思うほど、めちゃくちゃ美味かった。




「──では二回戦！　我らがアマゾネスチームの、〝ハウスクリーニング〟の異名を持つ洗せん濯たくの鬼おに──メラニッパーと、〝歩く洗濯板〟──デスロリの対戦だ！」

「おい、こいつのＡＩ作ったやつ、今すぐ前に出ろ」

　額に青筋を何本も浮かべ、シーナが珍めずらしく血走った眼をする。

　ヒノカの時もそうだったが、どうやら司会に少々偏かたよりがあるようだ。

「なお、本戦は〝洗濯〟と銘めい打うってはいるが、ジャンル的には〝掃そう除じ〟になる！　何な故ぜなら掃除が出来るほどの家的なものを、用意するのが面めん倒どうだったからだ！」

「ぐ、なんて正直なお姉さんなのでしょうか……」

「うん、これは強敵だね……」

　ごくり、と固かた唾ずを吞のむココとタマネに、ヒノカが呆あきれたような視線を向ける中、試合開始のゴングが鳴らされる。

「こちらも勝負は簡単！　どちらがいかに女子力高めな洗濯をするかだ！　では──始めっ！」

　──シャーンッ！

「「──っ！」」

　開始の合図とともに、両者が一いつ斉せいに動き出す。

　二人の前に用意されていたのは、ぎとぎとの汚よごれがついた〝Ｔシャツ〟と〝たらい（木製）〟、そして〝真水〟だけであった。

　これだけを使い、より女子力の高い洗濯をした方が勝ちだと言う。

「おい、〝洗濯板〟はないのか？」

「当然だ。女子力とは、いかなる場合でも揺ゆるぎなく発揮されなければならない。ゆえに、自らの置かれた状じよう況きように対し、臨機応変に対応出来るかどうかが鍵かぎとなるのだ」

「ぐ、もっともらしいことを……」

　唇くちびるを嚙かみ締しめつつ、シーナが作業に戻ろうとする。

　とはいえ、これだけ汚れた〝Ｔシャツ〟を、〝洗せん剤ざい〟も〝洗濯板〟もない、手て揉もみだけで洗えるのか。

　シーナの機転が期待される中、隣のボーイッシュなアマゾネスことメラニッパーは、




「──はあああああああああああああああああああああああああっっ!!」




　たらいの中で逆立ちし、高速回転しているではないか。

　まるで全自動の洗濯機のように。

「な、何っ!?」

　シーナが驚きよう愕がくの表情で固まる間も、メラニッパーの大回転は続く。

「ふははははっ！　どうだい？　これが〝女子力〟というやつさ！」

「ぐっ……」「……」

　俺の知ってる女子力と違う……、と呆ほうけるミナトだが、シーナが劣れつ勢せいなのは事実。

　このままでは（事実上）二敗目を喫きつしてしまう。

「惑まどわされるな、シーナ！　お前の持ち味を活いかすんだ！」

「ミナト……？」

　とりあえず敵に翻ほん弄ろうされぬよう、そう声をかけたのはいいものの、果たしてどこまで巻き返せるか……。

　ミナトが手に汗あせを握にぎりながら見守っていると、




「……ふ、なるほどな」




「……？」

　シーナは何かに気づいたように、ふっと口元に笑えみを浮うかべ、そして未いまだ回転中のメラニッパーに向けて言った。

「おい、メラニッパーとやら」

「なんだい？　まさか降参とか言うんじゃないだろうね？」

「まさか。まだ勝負は始まったばかりだからな。それより一つ訊ききたいのだが、その回転は、もちろん逆回りや、洗濯物の偏りを調整する、ちょい回転なども出来るのだろう？」

「当然！　それが出来なくて、なんの洗濯なんだい？」

「確かに。だが口ではなんとでも言えるのが人間だ。私も実際に目にしたものしか信じる気はない。果たして君は噓うそつきなのか、それとも正直者なのか……」

　演技がかった口調で悩なやむような素そ振ぶりを見せるシーナに、メラニッパーも職人魂だましい的なものを刺し激げきされたらしい。

「はっ、だったら見せてあげるよ！　ボクの回転技術をね！」

　そう声を張り上げ、メラニッパーの回転に一層のキレが増す。

「正転！　逆回転！　少しスピードを落とした低速逆回転からの──偏り防止ちょい回転ーっ！」

　と。




　──ぽいっ。




　なんの前まえ触ぶれもなく、シーナが自身の洗濯物をメラニッパーのたらいに投げ込んだ。

「お、おい、貴様!?　一体何をやっている!?　メラニッパーも止まれ！　やつの〝Ｔシャツ〟も一いつ緒しよに洗っているぞ!?」

　すかさず司会のヒッポリュテが止めようとしてくるが、テンションの上がってきたメラニッパーはそれにも気づかず、再び回転速度を上げていく。

「どうだい？　これがボクの練り上げた──至高の回転妙みよう技ぎさ！」

　そうしてヒッポリュテの制止もむなしく、自らの技術を惜おしみなく披ひ露ろうしたメラニッパーは、シーナの分の〝Ｔシャツ〟も、ぴかぴかにお洗濯してしまったのだった。

「ふ、まさに私らしい勝利だな（ドヤァ）」

「……」

　いや、〝ドヤァ〟じゃねえよ……。




　当然と言えば当然か。

　結局、シーナは〝反則〟を言い渡わたされ、第二戦はなかったことになった。

「何っ!?　その場にあるものだけで臨機応変に洗濯をしただろ!?　あれの何がいけないと言うのだ!?」

「お、落ち着いて、シーナちゃん!?」

「これが落ち着いてなどいられるか!?　いいから放せ、タマネ！　見せしめにやつら全員のクーパー靭じん帯たいを──」

「ほあたっ！」

　──ずどっ！

「ぎょあっ!?　……ぐふっ」

　かくん、とココの当て身で急所を突つかれたシーナが、糸の切れた人形のようにだらりと崩くずれ落ちる。

「安心してください。峰みね打うちですので」

「ありがとう、ココちゃん！」

「……」

　その割には、喉のどに思い切り手刀が突き刺ささっていたような気がするのだが……まあそれはこの際置いといて、だ。

「……はあ」

　ずるずるとタマネたちに引きずられていくシーナを尻しり目めに、ミナトは一人ゾンビのような顔で頭を抱かかえていた。

　いくら二戦目がなくなったとはいえ、これは全五戦での印象勝負のようなもの。

　ゆえに、現状、どんなに甘く見積もっても、アマゾネス側の天てん秤びんが、完全に地に着いている状態である。

　ここからの巻き返しは、相当厳しいと思うのだが、確か次は〝裁さい縫ほう〟──出るのはタマネだったか。

　授業くらいでしかやったことがないとは言っていたが、恐おそらく先の二人よりは期待が持てるはずだ。

　なんとかここら辺で、一つ大きな功績でも挙げて欲しいものだが……。

「頼たのむぞ、タマネ……」

　ミナトが祈いのるような視線を会場に向けていると、ヒッポリュテが次の出場選手を呼び始める。

「三戦目は〝裁縫〟！　出場するのは、我がアマゾネスチームの〝ミス糸通し〟こと裁縫の鬼──アンティオペーと、タマちゃんさんだ！」

「ええっ!?　なんでわたしだけあだ名なの!?　というか、異名は!?」

　ががーんっ、とショックを受けるタマネを当然のようにスルーし、ヒッポリュテは対戦ルールを説明する。

「こちらもルールは難しくない！　ただ制限時間一五分以内に、ここにいる審しん査さ員二人のほつれた服を、女子力高めに修復するだけだ！」

「え、俺らも出るの!?」

　そんな話は一いつ切さい聞かされておらず、ミナトが啞あ然ぜんとしていると、隣となりに座っていた漁師がすっと立ち上がり、ハゲハゲ言われていた時とは、まるで別人のように落ち着いた口調で言った。

「ゆくぞ、若いの」

「お、おう」

　その冷静かつ厳おごそかな佇たたずまいに、ミナトも思わず頷うなずいてしまう。

　今までの行いから、ただのスケベジジイだと思っていたのだが、これは考えを改めねばなるまい。

　何せ、スケベなのは男として当然のことなのだ。

　そちらの方にばかり目が行っていたが、それさえ抜ぬきにすれば、年相応の風格を持つ、普ふ通つうの老人だったのだろう。

　ミナトが内心そう漁師の印象を改めていると、




　──ぷるるんっ。




「うん？」

　ふと何かぷるんぷるんするものが視界の端はしに入り、何事かと眉まゆ根ねを寄せる。

「うふふ、よろしくお願いしますわね、ダンディなおじさま♪」

「うむ」

　見れば、妙みようにむちむちのエロそうなお姉さんが、おっぱいとお尻しりをぷるんぷるんさせながら、漁師に笑いかけており、やつも紳しん士しな面おも持もちでそれに応こたえているではないか。

「……」

　前言──撤てつ回かい！

　やっぱりただのスケベジジイじゃねえか！

　つーか、なんなんだその姉ちゃんのむちむちボディは!?

　ぷるぷると柔やわらかそうな代しろ物ものを惜しみなく晒さらしている美女──アンティオペーに、ミナトの目が釘くぎ付づけになっていると、

「ちょっと何お鼻の下を伸のばしてるんですかぁ!?　私だってぷるぷるしてますよぅ～!?」

「そうだよ、ミナトくん！　ほら、見て、この二の腕うで！」

「あと腹」

　横からココたちの声が飛んできたので、見るつもりはなくとも、反射的に視線を向けてしまう。

　そこでは両手でおっぱいを揉みしだくココの二の腕を、タマネがむにむにしており、さらにココのお腹のお肉を、シーナがこれでもかと引っ張っていた。

「……」

　いや、何してんの……、と白目をむくミナトだが、女子たちはしばしそんな感じで騒さわいでいたとかなんとか。




「では第三試合──始め！」

　──シャーンッ！

　気を取り直し、第三試合が開始される。

　試合内容は、先ほどヒッポリュテが説明したように、審査員たちが着ている服の、ほつれていた部分を女子力高めに直すというものだ。

　ゆえに、ミナトも下だけ装備を変えることになったのだが、何な故ぜわざわざ審査員たちを巻き込み、しかも服を着たまま対決を行うのか。

　その理由がこれである。

「うふ、動いちゃダメよ？」

　──ぷるるんっ。

「うむ、実によい尻じゃ」

　──ぺしんっ。

「もう、お触さわりはだーめ♪」

「ほっほっほっ」

「……はあ」

　そう、これは色いろ仕じ掛かけ込みの裁縫対決だったのだ。

　というより、元々この対決自体、女子としての武器（＝女子力）をフルに使ってやるものだったらしいのだが、一戦、二戦ともにそんな暇ひまもなく終わってしまったため、今となってそれが活かされてきたというわけである。

　が、見てのとおり、胸囲……いや、脅きよう威いの戦力差だ。

　タマネは確かに可愛かわいい。

　愛あい嬌きようもあるし、一緒にいて楽しいやつだとも思う。




　だが──色気がない！




　いや、ないというわけではないのだが、いかんせんあのエロぷりんと比べるには幼すぎる。

　せめてサラがここに出ていてくれれば……、と死ぬほど下した唇くちびるを嚙かみ締しめるミナトだが、こればかりはもうどうしようもないだろう。

　ならば色気の部分は諦あきらめて、そもそもの課題である、〝裁縫〟の方でなんとか巻き返しを図はかるしかあるまい。

　そう頷くミナトだったが、




　──ぷすっ。




　……おや？

　なーんか足に刺さってる気が……。

「……あれ？　なんか引っかかってるなぁ……。──えいっ」

　──ずぶっ。

「……」

　あ、これダメなやつだ。

　開始一〇秒でミナトは天を仰あおぎ、そう微笑ほほえむ。

「まだ引っかかってるなぁ……。じゃあ一回抜いてっと……。──ほいさっ」

　──ぶすっ。

　タマネ、お前が一いつ生しよう懸けん命めいなやつなのは知っている。
















「もうなんなのこのズボン～。全然針が進まないよ～」

　──ぐりぐり。

　だがたまには一度立ち止まって、目先のことではなく、大きな視野で世界を見るのはどうだろうか。

「あ、分かった！　こっちだ！」

　──ずりゅっ。

　そうだな、まずは下ではなく上を見てみようか。

「この！　この！」

　──ずんっ、ずんっ。

　ほら、見えるだろ。




　──この重複しているダメージ表示が！




「も、もうやめてえええええええええええええええっっ!?」

「ひっ!?　い、いきなりどうしたの!?」

　血の涙なみだを流しながら両りよう肩かたを鷲わし摑づかみしてきたミナトに、タマネの身体からだがびくりと弾はずむ。

　すると、ミナトはタチの悪い悪あく霊りようのような顔で、猛もう然ぜんとタマネに捲まくし立てた。

「つーか、普通は生地だけ摑つかんで針を通すところから始めるだろ!?　何故に垂直に行っちゃったの!?　それもう針の抜ける先ないよね!?」

「ど、どうしたの、ミナトくん!?　そ、そんなに顔を近づけられたら、わたし……」

　ぽっ、と頰ほおを桜色に染めるタマネに、ミナトもぐるりと白目をむく。

　何せ、このパターンはココで何度も経験済みだったからだ。

　ミナトの想像通り、ちらちらと視線を逸そらしたり向けてきたりを数度繰くり返した後、タマネは覚かく悟ごを決めたように、すっと瞳ひとみを閉じ……。




　──ちゅー。




　完全なキス顔である。

「……」

　何故今の流れでそうなるのか。

　そんな要素は微み塵じんもなかったような気がするのだが……。




　──ドドドドドドドドドドドドドドッ！




　ほら、来たぞ。

　ミナトがげんなりしながら足音の方を向くと、そこには自じ慢まんのお胸をぶるんぶるん跳はねさせるココの姿があった。

「な、何やってるんですかミナトさん!?」

「いや、俺じゃなくてこっちな？」

　言わずもがな、誤解を解いている間に時間切れになった。




「よーし、いい種馬になるぞー」

「ちょ、まだ諦めないでくださいよぅ!?　大本命の私が残ってるじゃないですかぁ!?」

　両目をぎゅっと瞑つぶりながら声を張り上げるココだが、誰だれがどう見ても、圧あつ倒とう的な差ですでに三敗しているのだ。

　である以上、ここからの巻き返しはほとんど不可能に近い。

　となれば、全すべてを諦めてお姉さん方に身を委ゆだねたくもなるだろう。

　まあ……正直、それもいいかなと思っている自分がいます。

　だって皆みなさんむっちむちのぷりんぷりんですし。

「そうは言ってもなぁ……。お前、子育てに自信は？」

「あります！　まだ産んだことないですけど！」

「そ、そうか……」

　その無む駄だな自信がどこからくるのかは分からないが、やる気があるのはいいことだと思おう。

「じゃあ俺は審しん査さ員席に戻もどるから」

「はい！　私の子育て劇を期待していてくださいね！」

「おう。……って、うん？」

　子育て劇……？　と小首を傾かしげつつ、ミナトが席に戻ると、ヒッポリュテから四戦目の開始アナウンスが入った。

「さて、ここまでは我がアマゾネスチームの〝圧勝〟と言っても過言ではないが、勝負は最後の一いつ瞬しゆんまで分からん！　何せ、世界には結けつ婚こん式当日にバックれるやつもいるくらいだからな！」

「いや、なんだその喩たとえは……」

　と、ジト目を向けるミナトの隣となりでは、相変わらず漁師のジジイが「ほっほっほっ、尻しりがぷるぷるじゃ」とほくほく顔をしていた。

　このジジイは割とマジでいっぺん死んだ方がいいと思う。

「というわけで、第四戦──種目は〝子育て〟だ！　ある意味、妻にとって一番大事な役割だと言ってもいいだろう！　最近は〝イクメン〟なども出てきたりはしているが、それでもやはり〝母〟という存在の大きさを語らずにはいられん！　よって、選手たちには一人ずつこいつを赤子として、女子力高めに子育てをして貰もらう！」

　声高らかにヒッポリュテが取り出したのは、見覚えのあるカラフルな生物だった。




『──キュッ～!?』




　そう、マル子である。

　アマゾネスたちに捕ほ縛ばくされてから、なんか姿が見えないなとは思っていたのだが、どうやら彼（ココ曰いわくオス）も捕つかまっていたらしい。

『──ギュムッ!?』

　ヒッポリュテに〝おしゃぶり〟をぬぽっと差し込まれ、マル子の準備も万ばん全ぜん（？）のようだった。

「では早さつ速そく選手紹しよう介かいといこうか！　我らがアマゾネスチームからは、我が妹にして、〝マザーペレサ〟の異名を誇ほこる子育ての鬼おに──ペンテシレイアの登場だ！」

「マザーペレサ……」

　テレサの方に土下座しろと言いたい。

「対するのは……えー、なになに……〝ミナトさんの愛するグラマラス幼妻〟ことスーパーココさんだ！」

「……」

　手のひらサイズの紙を読み上げるヒッポリュテに、ミナトは堪たまらず頭痛を覚える。

　だが紙の送り主であるココには好評のようで、「ミナトさぁ～ん！　私、頑がん張ばりますからねぇ～！」と身体全体でアピールしていた。

「それではまずペンテシレイアから始めて貰う！　さあ、こいつを受け取れ！」

『ミュ～!?』

　おしゃぶりのおかげで鳴き声がくぐもっているマル子が、手足をじたばたさせながら、柔にゆう和わな顔つきの美女──ペンテシレイアへと渡わたされる。

　どこかサラに似た雰ふん囲い気きを持つ彼女は、マル子をヒッポリュテから受け取ったかと思うと、彼をその豊満な胸むな元もとで優やさしく抱だいた。




『ミュミュ～!?　……ミュ～？　ミュ～……』




　その瞬間、不思議なことが起こった。

　あれだけ激しく暴れていたはずのマル子が、次し第だいに落ち着きを取り戻し、最終的に安らかな顔で寝ね息いきを立て始めたのだ。

　しかもペンテシレイアは、その間、ただゆりかごのように、身体をゆっくりと揺ゆらしていただけ。

　子守歌どころか、鼻歌の一つも口ずさまず、マル子をおっぱいだけで寝かしつけてしまったのである。

　これがマザーペレサの実力だとでも言わんばかりに。

『──』

　ミナトたちはおろか、普ふ段だん彼女の実力を目にしているアマゾネスたちですら、この光景に言葉を失い、ただただ見入っているだけであった。

　あのヒッポリュテが開始の銅ど鑼らを鳴らし忘れているのが、何よりの証しよう拠こだ。

　が。




「──なるほど。あなたの実力はよく分かりました」




　そんな神秘的空間の中、唯ゆい一いつ己おのれを失わない人物がいた。

「ですが！　それでは私には勝てません！」

　──スーパーココさんである。

　彼女はにやりと勝機を見たかのごとく笑い、ペンテシレイアに対し、これでもかと指を差していたのだ。

「ふふ、面おも白しろいことを仰おつしやるのですね。ですが、私とて負けるつもりは毛頭ございません。あなたの実力、とくと拝見させていただきますわ」

　そう柔やわらかく微笑ほほえんだ後、ペンテシレイアは申し訳なさそうな顔で、熟じゆく睡すい中のマル子に声をかける。

「ごめんなさいね。本当は起こしたくないのですが……」

『……ミュ？』

　マル子は目を瞬しばたたかせながら、不思議そうにペンテシレイアの顔を見つめていた。

「さあ、あなたのママのもとにお行きなさい」

「そうですよ、マル子。あなたのママはこのココさんなんですからねっ」

『ミュ？　ミュミュ？』

　マル子がペンテシレイアとココを交こう互ごに見やり、状じよう況きようを確かく認にんする。

『ミュ～』

「ふふ、さあ」

　そして最後にペンテシレイアの顔を見たマル子は、

『……ミュ～』




　──そのままスヤァと彼女の胸で寝始めた。




「ま、マル子ぉーっ!?」

　ずんむり、とあまりのショックにココの両目が飛び出しそうになる。

　マル子、まさかの裏切り。

　マル子の中では、すでにペンテシレイアがママになっているようだった。

「──勝者、ペンテシレイア！」

「ちょ、ちょっと待ってください!?　まだ私何もしてないじゃないですかぁ!?」

「いや、だってなぁ……」

　さすがのヒッポリュテも困こん惑わくしていると見え、がりがりと無造作に頭を搔かいていた。

「だっても何もないですよぅ!?　た、確かにマル子はちょっと洗脳されてしまったようですけど、でも私のお胸に戻ってくれば、ちゃんと正気を取り戻すんですぅ～!?」

「うーむ……」

　眉み間けんにしわを寄せ、難しい顔をするヒッポリュテだが、ココの言うとおり、まだ彼女は実演しておらず、このままでは不公平である。

　それはヒッポリュテ自身も分かっていたようで、不本意なことに変わりはなさそうだが、試合を続行するようだった。

『ミュ、ミュ～!?』

「こら、大人しくしなさい！　というか、なんで嫌いやがるんですか!?　あなたのママなんですよ!?」

『ミュ～!?』

「あらあら」

　ぐいーっ、と力ちから尽ずくでマル子を引き剝はがそうとするココだが、マル子は死ぬ気で抵てい抗こうしており、ペンテシレイアのおっぱいに張りついたままであった。

　元来なら、速攻で引き剝がせるであろう、馬ば鹿か力ぢからのココも、ペンテシレイアの手前、手加減しているらしく、膠こう着ちやく状態が続く。

「ごめんなさいね、ちょっといいかしら？」

「ふぬぬぬぅ～……って、はい？」

　すると、ペンテシレイアはマル子の小さな頭を撫なでながら、諭さとすように口を開いた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、マル子ちゃん。離はなれるのは一時のこと。この試合さえ終われば、また私のところに戻ってくればよいのです。そうでしょう？」

『ミュッ！』

　ペンテシレイアにそう言われたマル子は、ずびっと機き敏びんに敬礼したかと思うと、ぶーんと羽を広げ、ココのところへ向かった。

　なんという対応の違ちがいであろうか。

　完全に寝返り済みである。

「うぅ、反はん抗こう期ですかぁ……マル子ぉ……」

『ミュ～』

　滝たきのような涙なみだを流すココの腕うでに、マル子がすっぽりと収まる。

　だがまあマル子はダイエット時に食われかけたりしたので、寝返りたくなる気持ちは分からなくはないミナトだった。




　マル子の裏切りなど、多少のアクシデントはありつつも、ついにココの出番がやってくる。

　ココも頭を切り替かえたようで、すでに涙は止まっており、緊きん張ちようの面おも持もちで佇たたずんでいた。

　最中、ヒッポリュテが開始の合図を告げる。

「よし、では次はスーパーココさんの番だ！　見事、女子力の高い子育てを見せてみるがいい！」

「──」

　こくり、と力強く頷うなずいたココは、皆が見つめる中、マル子を地面にそっと下ろしたかと思うと、静かに瞳ひとみを閉じて深呼吸し、開口一番、こう叫さけんだ。




「──ココ劇場、行きます！」




『？』

　どういうこと？　と満まん場じよう一いつ致ちで首を傾かしげていると、ココは演技がかった口調で語り始めた。

「毎朝、俺に味み噌そ汁しるを作ってくれないか──それがミナトさんからのプロポーズの言葉でした」

「……うん？」

　……俺？

「二つ返事で頷いた私は、彼と熱い抱ほう擁ようを交かわし──そしてＫＩＳＳ。こうして二人は結ばれたのです」

『……』

　え、何これ……、という空気が会場中に漂ただよう中、ココの謎なぞ芝しば居いは続く。

「愛し合う二人に成田離り婚こんはほど遠く、一年後には可愛かわいい息子むすこ──マル子も生まれ、二人の新婚生活は、まさに〝順じゆん風ぷう満まん帆ぱん〟と言っても過言ではありませんでした。そう！　あの時までは！」

『──っ!?』

　唐とう突とつに声を張り上げたココのおかげで、会場中にざわめきが広がる。

　すっかり引き込まれているあたり、彼女には役者の才能があるのかもしれない。

「夫であるミナトさんの転勤に伴ともない、私たち家族は新しいマンションへとお引ひっ越こしし、新たな生活を始めることに。しかしそこで悪夢が待ち受けていたのです！」

　暗転──からの明転。




「──あらあら、あーたは確かミーナトさん家ちのコーコさんでしたわよねー？」




　なんか来たー！

　いかにも性格悪そうな感じのおばさん化したタマネが、突とつ如じよ会場のど真ん中に登場する。

　もう突つっ込こみどころしかないが、とりあえず行く末を見守ろうと思う。

「あ、町内会長さん、おはようございます」

「ええ、おはよう。ところでコーコさん。あーたのところの旦だん那なさん、お仕事はなーにをさーれてるのでー？」

　あのいちいち伸のばすの腹立つわぁ。

「え、えっと、一応普ふ通つうのサラリーマンを……平ですけど……」

「んまっ！　じゃあおー給料はそーんなにたーかくない感じかしらねぇ～？」

「え、ええ、まあ……」

「あらあら、うちのターカシちゃんなんか、ちょー一流企き業ぎようにつーとめてるものですから、先月はおボーナスでハーワイに行ってきたんですのよー」

「は、はあ……」

　タマネだけ暗転。

「そんな感じで、ご近所付き合いやママ友付き合いが始まり、家事や育児の傍かたわら、私は皆みなさんの愚ぐ痴ちやら自じ慢まん話ばなしやらを聞き続けました。マンション前の駐ちゆう車しや場じようでならまだしも、ずかずかと家に押しかけられたりされた時は、本当に頭を抱かかえたものです……」

『うんうん』

　分かる分かる、とアマゾネスの方々が神しん妙みように頷くが、ＡＩ同士にも人間関係があるのかは不明である。

「もちろんそれだけではありません。出たくもない行事への強制参加や、それに伴う生活費の困こん窮きゆうなど、精神的にも肉体的にも追い詰つめられた私ですが、それでも可愛いマル子と、愛するミナトさんさえいれば、なんとでも我が慢まん出来ました。今は辛つらいかもしれないけれど、三人でならきっと乗り越えられると」

『ぐ、うぅ……』

「……」

　いや、泣くなよ……。

「ですが！　ある日、私がミナトさんの背広をクローゼットに掛かけようとすると、何やら長い赤毛が！」

『──っ!?』

　驚きよう愕がくに顔を強こわ張ばらせる一同の前で、ココは件くだんの赤毛らしきものをぴーんっと伸ばす。

「まさか浮うわ気き!?　いえ、あの人に限ってそんなことをするはずがない！　私はそう信じようとしましたが、一度疑ってしまうと、その疑心はどんどん大きくなるもの──ついに私は興信所に依い頼らいを出しました」

　再び暗転──からの明転。

　今度のタマネは探たん偵てい役になっているようだった。

「調査の結果──旦那さんは三人の女性と関係を持っていることが判わかりました」

「ががーんっ!?」

　いや、そこまでやったなら効果音くらい用意しろよ……。

「こちらがその女性──赤あか髪がみのヒノカさん、黒髪のシーナさん、そして爆ばく乳にゆうのサラさんになります」

「ひいっ!?　美爆乳!?」

　わなわなと青ざめるココの眼前には、ヒノカとシーナの写真とサラのちょっとえっちな写真（下着姿）がボードに貼はられていた。

　完全に盗とう撮さつである。

　なお、ヒノカは思い切りカメラ目線でポージングしており、シーナはふにゃふにゃになっている時の写真だった。

「ちょ、こんなことに使うなんて聞いてないわよ!?　というか、なんであたしがミナトの不ふ倫りん相手なのよ!?」

「いや、その前に私の写真おかしいだろ。せめてこっちにしろ」

　そう言って差し替えられたシーナの写真は、ミナトの肩かたの上に乗り、彼の頭を抱え込んでいるものだった。

　完全に浮気現場である。

「この女たらし！」

「浮気者！」

「女の敵！」

「水虫！」

「加か齢れい臭しゆう！」

「なんか関係ないの混ざってない!?　つーか、なんで俺にクレームが来るんだよ!?」
















　ミナトの突っ込みを屁へとも思わず、アマゾネスたちからのブーイングはしばらく続いたのだった。




　それからココ劇場は波乱の展開を見せ続けた。

　ミナトの浮気を知ったココは、マル子を連れて実家に戻もどろうとするも、途と中ちゆうで船が氷山にぶつかって沈ちん没ぼつ。

　ふと目を覚ましたココは無人島に漂ひよう着ちやくしており、マル子も三〇〇〇里ほど離れた場所で、彼女の手がかりを探し続けるというサバイバル編に突とつ入にゆう。

　やっと再会出来たかと思えば、ミナトが親権を譲ゆずらないという泥どろ沼ぬま訴そ訟しよう編に入り、これに辛からくも勝利を収めたココだったが、ストーカーと化したミナトから逃にげるため、とにかく北へと逃とう亡ぼう。

　そうして現在、紙かみ吹雪ふぶきの中、マル子を抱えて北国のどこかを歩いていたココが、とある教会へと辿たどり着いたところだった。

　正直、もう設定がよく分からないです。

『ミュ～』

「……疲つかれたでしょう？　マル子ッシュ。私もなんだか眠ねむいんです……」

　いや、〝マル子ッシュ〟って誰だれだよ……。

　子どもの名前変わってんじゃねえか……、とミナトが呆あきれる中、いよいよココ劇場もクライマックスを迎むかえる。




「──あの、お迎えに上がったんですけど……」




「……」

　サラさん、あんたもか……。

　臣下に裏切られたローマ皇こう帝ていのように、ミナトが項うな垂だれていると、ココは天使姿のサラに抱だかれながら、その胸むな元もとに手を伸ばした。

「わ、私のおっぱいがもう少し……せめてそのくらい大きければ……がくっ」

　ココ──死亡。

　死因は、たぶん自分よりでかいおっぱいへの嫉しつ妬とか何かであろう。

「あらあら、どうしましょう……。とりあえずおへその上で両手を組ませて……」

『ミュ～』

「あら？　マル子ちゃんが布役をしてくださるのですか？　ふふ、ではお願いしますね」

『ミュッ！』

　ペンテシレイアの時同様、軽快に敬礼したマル子は、そのままココの方へとぽてぽて歩いた後、彼女の顔の上にどっしりと座り込んだ。

　死者の顔に被かぶせる、〝白い布〟役をやっているようだ。

「いや、えぇ……」

　しかしミナトには、どう見ても〝宇宙生物が顔に寄生しているシーン〟にしか見えず、割と素すでドン引きする。

　──パチパチパチパチッ。

　だが何な故ぜかアマゾネスたちには好評のようだった。

　その辺の感性はよく分からないが、何か心に響ひびくものがあったのだろう。

　そんなこんなで長かったココ劇場も終わりを迎え、司会のヒッポリュテがココのもとへと赴おもむく。

「いいものを見せて貰もらった。まさに人間活劇とも言うべき名作だったと思う。というわけで、この第四戦だが──」

「はいっ」

　やりきった顔で額の汗あせを拭ぬぐうココに、ヒッポリュテはふっと微笑ほほえみ、言った。




「──スーパーココさん失格により無効！」




「ええーっ!?」

　がーんっ、とココがすこぶるショックを受ける。

　まあ、そりゃそうだろ。

　だって子育て全然関係ないし。




「し、死んでる……」

　ココを応おう援えん席に連れて行こうとしたタマネが、愕がく然ぜんとそんなことを言う。

　どうやらココはショックのあまり、立ったまま天に召めされてしまったらしい。

　おかし……惜おしい人を亡くしてしまった。

　と、まあそれはいい。

　問題は、今のでまさかの〝四連敗〟を喫きつしたということである。

　いや、正確にはまだ結果が出ていないので、負けているかどうかは分からないのだが、少なくとも、審しん査さ員の一人であるミナトがそう感じたのだ。

　ならば同じ審査員である漁師のジジイも、似たような印象を抱いていることだろう。

　アマゾネスチームの方が尻しりもぷりぷりだし。

　これは……ガチで終わったのではなかろうか……。

　ここからの逆転など、もう不可能も不可能。

　確かにミナトは審査員ゆえ、判定を出すだけならば、ココたちに一票を入れることも出来る。

　だが誰が見ても、現状、彼女らの方が勝っているとは言えない。

　なのにこれで一票を入れてしまったら、それは真しん剣けんに勝負に臨のぞんだ、アマゾネスたちにとっても失礼な話になるし、何より皆の心にだって、もやっとしたものが残ってしまうことだろう。

　本当にどうすればよいのか……。

「参ったなぁ……」

　審査員席でミナトが項垂れていると、ついにヒッポリュテの口から最終戦のアナウンスがなされる。

「──さて、長かった花はな嫁よめ修業対決も次でラストだ！　とはいえ、次の最終戦──我らがアマゾネスチームの勝利は確実と言ってもいいだろう！」

　何故なら！　と勢い込んだ瞬しゆん間かん、ヒッポリュテの装備がばさりと変わる。

　光こう沢たくのある黒のボンデージに、網あみタイツと真っ赤なハイヒール、そして手には鞭むちと蠟ろう燭そくを持つその姿は──まさに女王！

「最後に出るのが、この私だからだ！」

　──ばちんっ！

　手にしていた鞭が空を裂さき、辺りに激しい打だ撃げき音を響かせる。

　何かが間ま違ちがっている気がしなくもないが、確かにあれも、ある意味夜のお相手と言えなくはない。

　そうミナトが顔を引き攣つらせていると、




　──すっ。




　漁師が無言で席を立ち、ヒッポリュテのいる試合場のベッドへと向かい始めた。

「お、おい、じいさん!?」

　それを制止しようとするミナトに、漁師は一いつ切さい足を止めず、ただ前だけを見み据すえながら言った。

「おぬしには荷が重すぎる。ここは儂わしに任せるがよい」

「だ、だが……」

「ふ、さすがは我が孫まご娘むすめと言ったところかのう。あの勇ましき姿、若かりし頃ころのばあさんにそっくりじゃ」

　懐なつかしそうにヒッポリュテを見つめる漁師の、その前へと進み続ける背せ姿すがたは、まるで死地へと赴く戦士のようにも見えた。

　見えたのだが……。

「えぇ……」

　あの姉ちゃん、あんたの孫娘だったのかよ……。

　唐とう突とつに明かされた事実に、ミナトは言葉を失っていた。

　しかしそれならば、確かに漁師が審査員として、この男子禁制のマゾス島へと呼ばれた理由にも説明がつく。

　女王の祖父として、特別待たい遇ぐうで迎えられたに違いない。

　ただまあ……、

「では始めるとしようか！　合図を鳴らせ！」

　──シャーンッ！

「おら、この豚ぶた！　何をちんたらやっている！　本当に貴様は使えない豚だな！（ビシッバシッ！）」

「あひぃ!?　も、申し訳ございません～!?」

「……」

　実の孫娘を相手に、あそこまで自分の欲望を剝むき出しに出来るとは……。

「ほら、さっさとケツを上げろ！　私の鞭を腹はら一いつ杯ぱいくれてやる！（ビシッバシッビシッバシッ！）」

「んほぉ～!?　やっぱり尻が一番じゃ～!?」

「黙だまれ、この豚！（バシッ！）」

「ほっひょ～!?」

「まああれはあれで幸せなんだろうな……」

　眼前で繰くり広げられる異次元の光景に、ミナトは菩ぼ薩さつのような悟さとりの視線を向ける。

　その後、蠟燭責めやら捕ほ縛ばく責めやら、とにかく散々ヒッポリュテにしごかれた漁師は、実に満足しきった顔で、審査員席へと戻ってきたのだった。

　幸せそうで何よりです。




　アマゾネスチームの総大将──ヒッポリュテの出番が終わり、ついにこちらも大将のサラが会場入りする。

　彼女の相手を務めるのは、もちろんミナトだ。

「では、失礼しますね」

「あ、はい……」

　先にベッドの端はしに腰こし掛かけていたミナトと同じく、サラもベッドインする。

「わぁ～ん!?　ミナトさぁ～ん!?」

「だ、ダメだよ、ココちゃん!?　今行ったら反則になっちゃうよ～!?」

「……（すい～）」

　──むんずっ。

「はいはい、あんたも大人しくしていなさいな。別に本当に何かをするわけじゃないでしょ？　ただの〝ふり〟なんだから、そんなに騒さわがなくたっていいでしょうが」

　呆れたように言うヒノカに、首根っこを摑つかまれていたシーナが、頰ほおを膨ふくらませながら反論した。

「何を悠ゆう長ちようなことを言っているのかね？　もし〝ふり〟でサラ氏が妊にん娠しんでもしたらどうしてくれるんだ」

「そうですよぅ～!?　絶対赤ちゃん出来ちゃいますよぅ～!?」

「いや、そんな機能、このゲームにないでしょ……」

　そうヒノカが嘆たん息そくしながらジト目を向けるも、ココたちは頑かたくなに己おのが主張を曲げようとしない。

「なくても気分的に出来ちゃうんですぅ!?　それともヒノカさんは、ミナトさんの赤ちゃんが、私以外の人から生まれてもいいって言うんですか!?」

「え、うん」

「淡たん泊ぱく!?　しかも即そく答とう!?」

　ちーんっ、と白目で固まるココに、ヒノカは再度小さく息を吐はいた後、試合場を指差しながら言った。

「っていうか、そんなことを言ってる間に始まるみたいよ？　見なくていいの？」

「うぅ、ヒノカさんが冷たいですぅ～……」

「何を今さら。いつものことだろ」

　滝たきのような涙なみだを流しつつも、ココは言われたとおり試合場へと視線を向ける。

　そこでは、今まさにサラがミナトを膝ひざ枕まくらし、恥はずかしそうに頰を朱しゆに染めている最中だった。

「あの、私、殿との方がたとこういうことをするのは初めてで……。その、上手に出来るかは分かりませんが、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばってみますね」

「は、はい、こちらこそよろしくお願いします……」

　サラ同様、ミナトの顔も上気する中、彼女はミナトの頭をそっと撫なで始める。

「うっ……」

　それだけでミナトは心臓が飛び出しそうになったが、まだ行こう為いは始まったばかりである。

　そう、これで〝始まり〟なのだ。

　であれば、この先一体どうなってしまうのか。

　高鳴る鼓こ動どうに反比例するかのごとく、ミナトの思考力が加速度的に動きを鈍にぶらせていく。

　すると、サラはすっと瞳ひとみを閉じ、




「──る～るる～♪」




　子守歌のようなものを口ずさみ始めた。

　なるほど、まずはお互たがいに一度落ち着こうという試みなのだろう。

　焦しよう燥そうを抱いだいたままでは、本来の実力は出せないし、これは運命の最終戦だ。

　ならばきちんと全力で事に当たれるよう、サラはミナトの緊きん張ちようをほぐそうとしてくれているに違いない。

　さすがは人生経験の豊富なサラである。

　なんだか段々と心も落ち着いてきたし、これなら戸と惑まどうことなく夜の相手を……すぴー。

　かくん、とそこでミナトの意識はブラックアウトしたのだった。




「……本当にすみませんでした」

　渾こん身しんの土下座で謝罪するのは、もちろんミナトである。




　運命の最終戦──ミナト、まさかの寝ね落おちで終しゆう了りよう。




　人のことを散々言っておきながら、この大失態のおかげで、最後の希望でもあった最終戦は、ただ膝枕をしているだけで終わってしまった。

　寝落ちしたミナトもそうだが、そもそもサラは、〝夜の相手〟というのをよく分かっていなかったらしく、〝夕食後のまったりとした時間の過ごし方〟だと思っていたらしい。

　なので、ヒッポリュテの女王プレイも、「ふふ、あんな過ごし方があるんですね」と感心していたのだが、これは完全にサラの天然具合を計算に入れていなかった、ミナト痛つう恨こんのミスである。

　その上、よだれまで垂らして熟じゆく睡すいしていたとなれば、もう弁解のしようもないだろう。

　だが今さら言ったところで、もう全すべての試合は終わってしまったのだ。

　いくら二試合が無効とはいえ、それが評価に繫つながらないなどということはなく、それらの結末も全て踏ふまえた上で、最終的な結果が発表されるのが、今回の対決だ。

　ゆえに、ミナトは自分の心に正直に、アマゾネスチームに一票を投じた。

　これでもう一人の審しん査さ員である漁師が、彼女らに票を投じれば、それで全ての決着がつくことになるだろう。

　約束では種馬ルートらしいが、そこはなんとか交こう渉しようしてみようと思う。

　まったく話が通じないという相手ではなさそうだし。

「とりあえず顔を上げたまえ。確かにサラ氏の歌は心ここ地ちがよいからな。君が眠ねむくなるのも仕方あるまい」

「すまん、そう言ってくれると助かる……」

「ほら、あたし意外と善戦してたじゃない。どう？　あたしの凄すごさが分かった？」

「はい、身に染しみて分かりました……。すみませんでした、ののかさん……」

「そ、そう？　ま、まあ分かればいいんだけど……」

　と、自分で言っておきながら、殊しゆ勝しような態度のミナトに、ヒノカも戸惑い、顔を赤くしていたのだが、

「っていうか、いつまでめそめそしてるのよ。そういうの、逆に腹立たしいんだけど？」

「す、すまん……」

　恥ずかしさごとミナトのケツを蹴け飛とばすかのように、彼女なりに活を入れてくれているようだった。

　そんなヒノカの気き遣づかいに、ミナトが内心感謝していると、




「うぅ、ミナトさんが無事でよかったですぅ～……」




　何な故ぜか鼻水をじゅるじゅるにさせながら、ココが頰ずりをしてきた。

　よく分からないが、彼女にとっては喜ばしい敗北（？）だったらしい。

「まったく、君もなんという顔をしているのかね。ほら、ちーんしたまえ」

「はい～……」

　──ちーんっ！

「……ほれ」

「いや、いらないわよ!?」

　ココの鼻水で水風船みたいになったハンカチを差し出してくるシーナに、ヒノカが渾身の拒きよ否ひ姿勢を見せるが、彼女はふと腕うでを組み、腑ふに落ちなさそうな顔で問うた。

「というか、あんたはいいの？　状じよう況きよう的に、どう見てもあたしたちの負けっぽいんだけど？　そうなったらミナトは種馬らしいわよ？」

「うむ。なので、引ひっ越こしの準備をしようと思っている」

　そう言ってシーナが取り出したのは、〝しぃな〟と書かれた木製のプレートだった。

　恐おそらくここの村に移住した際、自分の住居か部屋の入り口にでもかけるためのものだろう。

「これで私もアマゾネスの一員だ。よって、堂々とミナトを種馬に出来る」

「あたし、あんたのその切り替かえが早いところ、時々羨うらやましく思えるわ……」

　ヒノカが呆あきれたように息を吐いていると、ムードメーカーになりつつあるタマネが、皆みなをこう諭さとしてきた。

「まあまあ、まだ負けと決まったわけじゃないし、もしかしたらってこともあるからさ。とりあえず信じて待ってみようよー」

「ふふ、そうですね。せっかく皆さんも頑がん張ばったことですし、よい結果が出るようお祈いのりしながら待ってみるのもいいかもしれません」

　昨夜同様、サラが両手を組み、祈るような仕草をとる。

「なむなむー」

　すると、釣つられてタマネも両手を擦こすり合わせ始め、

「おお、神よー」

　シーナが胸むな元もとで何度も十字を切り、

「ふえぇ～、お願いしますぅ～……。何とぞ何とぞぉ～……」

　ココにいたっては、泣きながら地面に座り込み、両腕をぴんっと伸のばして、祈き禱とうでもしているかのごとく、平へい伏ふくを繰くり返していた。

　なお、四人は互いに向き合っており、割と意味の分からない光景だったりする。

「いや、祈るのはいいんだけど、なんであんたら全員ばらばらなのよ……って、うん？」

　と、胡う乱ろんな瞳を向けていたヒノカが、ふと何かを思いついたらしく、礼拝中の四人のところへと近づく。

「ああ、祈りは続けていていいから。ちょっと動かすわよ」

　そして向かい合っていた彼女らの位置を、少しずつ開かせ、全員の祈る方向を統一した後、ヒノカはその前に立った。




「……これ、いい」




「……」

　途と端たんにうっとりとした表情を見せるヒノカに、今度はミナトが半眼を向ける。

　何をやっているのかという感じではあるが、大方、救世主気分でも味わっているのだろう。

　今さらだが、ヒノカは超ちよう有名生放送主として、皆の注目を浴び続けてきたのだ。

　最近はめっきり落ちぶれてしまっていたが、やはりもてはやされたり、崇あがめられたりするのが好きらしい。

　まあ、自分でやってりゃ世話ないのだが……。

　ともあれ、そろそろ結果が発表されるようである。

　今まで漁師と話し込んでいたヒッポリュテが、試合場の中央へと足を進めたからだ。

　ヒッポリュテは一度会場全体を見み渡わたしたかと思うと、今まで通り、声を張り上げながら言った。

「──さて、諸君！　ついにお待ちかねの結果発表だ！　全五戦中、二戦が〝無効試合〟というまさかの対決ではあったが、両チームとも、実によく頑張ったと思う！　ゆえに、たとえどちらかが敗北したとしても、私はこの場にいる全員に、心よりの賞賛を送りたい！　では結果を発表する！　勝者は──」




　と、その時だった。




『……？』

　突とつ如じよ辺りに深い霧きりが漂ただよい始め、日の沈しずみかけていた茜あかね色いろの空を、灰色のもやが覆おおっていったのだ。

　アマゾネスたちにとっても、あまり経験したことのない事態だったのだろう。

　ざわざわと困こん惑わくが広がっているようだった。

「な、何よこれ？　なんかゴーストシップの時みたいで気味悪いんだけど……」

「そ、そうだね。あそこに骸がい骨こつさんたちもいるし……」

　と、ミナトたちも何事かと辺りを見回していたのだが、




「「「「「……えっ？　骸骨さんたち？」」」」」




　タマネ以外の全員が、何やら不ふ穏おんな単語に気づき、彼女の指差した方向を、まるで油の切れたロボットのような挙動で見やる。

　すると。




『──女ァ～』




　数十体規模の骸骨たちが、恨うらめしそうな顔でこちらを見ていた。

「「ぎゃあああああああああああああああああああああっっ!?」」「「「──っ!?」」」

　ココとヒノカが大だい絶ぜつ叫きようを上げながら抱だき合い、ミナトたちもびくっと肩かたを震ふるわせる。

　タマネが一人不思議そうな顔をしていたが、彼女はまだ事の重大さが分かっていないらしい。

「な、なんだ、貴様らは!?　一体どこから現れた!?」

　ヒッポリュテが腰こしの剣けんを抜ぬき、やつらに鋭するどい眼光を向けると、骸骨たちは一いつ瞬しゆん動きを止めた後、

「……あま、ぞねすドモ……」

「我ラハ、種馬ナドデハナイ……」

「コチラ、ニモ、選ブ権利ガ、アル……」

「ナノニ……オ前ラハ……化ケ物ドモヲ……」

「シカモ、オッパイノ一ツモ、触さわラセズ……」

「〝粗そチン〟ナドト……平均、ナノニ……」

　と、次々に恨み節を口にし始めた。

　今の言葉から察するに、彼らは歴代のアマゾネスたちに種馬にされた挙げ句、大事な息子むすこを〝お粗そ末まつ〟と罵ののしられた末、無念の死を遂とげた者たちなのだろう。

「ぐ、うぅ……」

「え、なんで泣いてるんですか!?」

　彼らの境きよう遇ぐうにほろりと涙なみだするミナトだったが、それは途と中ちゆうでぐっと堪こらえる。

　何せ、その彼らが死者となってまで、今この場に現れたのだ。

　もしこれがそういうゲーム上のイベントなのだとしたら、この先に待っているのは、恐らく──ボス戦！




　──ぎちぎちぎちぎちっ。




『──っ!?』

　ミナトの考えどおり、骸骨たちが互たがいに身体からだを結合させ、体長一〇メートルほどの、一つの巨きよ大だいな塊かたまりへと、自らの姿を変へん貌ぼうさせていく。

　下半身は骸骨の頭部そのもので、その頭頂から、同じく肋ろつ骨こつを剝むき出しにした上半身が生えている上、とにかく腕の数が尋じん常じようではなかった。

　それこそ〝千手観音〟を彷ほう彿ふつさせるほどの夥おびただしい腕が、やつの肩から背中にかけて、何十本も生えていたのである。

「な、なんだ、こいつは……っ!?」

　ヒッポリュテが目の前の光景に愕がく然ぜんとしていると、




『──許スマジ、あまぞねすッ！』




「──っ!?　いかん、逃にげろ！」

　──ずうんっ！

『う、うわああああああああああああああああああああああああああっっ!?』

　骸骨どもは、その蠢うごめく腕々をフル稼か働どうさせ、アマゾネスたちを捕とらえ始める。

「うおっ!?　こいつはやべえ!?　とりあえず物もの陰かげに避ひ難なんするぞ！」

「は、はいぃ～!?」

「ひぃ～!?」

「なんなのよもう～!?」

「やれやれ、私はどちらかと言うと文化系なのだが……」

「あらあら、大変ですわ」

　十人十色な反応を見せつつも、ミナトたちはなんとか岩陰に身を隠かくすことに成功する。

『許スマジ！　許スマジイイイイイイイイイイイイイイイッッ!!』

『きゃああああああああああああああああああああああああああああっっ!?』

　向こうでは、相変わらず骨モンスターと化した骸骨どもが、アマゾネスたち相手に猛もう威いを振ふるっていたのだが、

「うおおっ!?」

　ミナトは思わず目を疑ってしまった。

　というのも、




『──乳ヲ見セロオオオオオオオオッ！　けつヲ触ラセロオオオオオオオオオオオッ！』




『いやああああああああああああああああああああああああああああっっ!?』

　というように、てっきりシリアスな場面かと思っていたのだが、骸骨どもの目的は、種馬時代に果たせなかった思いを果たすため、とにかくセクハラすることだったらしく……。

　その証しよう拠こに、

「おお!?」




　──アマゾネスたちの水着が、謎なぞの溶よう解かい性物質によって溶とかされているではないか。




　元々薄うす着ぎだったのが災わざわいし、彼女たちは次々に生まれたままの姿を晒さらしていく。

　なんということであろうか。

　でもこれは……正直、ええもんです。

　と。




「──何見てるんですかぁーっ!?」




　──ずぼっ！

「みぎいいいいいいいいいいいいいいいいいいっっ!?」

　ココの目め潰つぶしがいい感じに突つき刺ささり、ミナトは地面を転がりながら悶もん絶ぜつする。

　リアルなら失明もいいところだが、ここはゲーム内である。

　ので、まったく大したことのない──ライフを七割持っていかれる程度のダメージで済みました。

「お前は俺を殺す気か!?」

「その時は私もご一いつ緒しよするから大だい丈じよう夫ぶですぅ!?」

「お、おう、そうか……」

「いや、何を言い負けているのかね……」

　呆あきれたようにジト目を向けてくるシーナの視線を直視出来ず、ミナトは逃げるように骨モンスターの方を見やる。

『オッパアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!』

『きゃああああああああああああああああああああああああああああっっ!?』

「荒あらぶってんなぁ……」

　やつは相変わらず本能に忠実なままで、ヒッポリュテたちも必死に応戦してはいるのだが、やはり物理攻こう撃げき無効状態にあるようだった。

「ねえねえ、どうするの!?　早く助けないと、皆みんなやられちゃうよぉ～!?」

「そんなの分かってるわよ！　あんたも喚わめいていないで、何か考えなさいな！」

「そ、そんなこと言われてもぉ～……」

　ヒノカに怒おこられ、タマネが涙目になる。

　だが確かに早くなんとかしなければ、いずれ全員素すっ裸ぱだかにされてしまうだろう。

「……」

　いや、まあそれはそれでミナト的には悪いことではないのだが……ともあれ。

　これがそういうイベントであるのならば、恐おそらくアマゾネス全員が裸にされる前に、やつをなんとかしなければならないはずだ。

　一種の〝時間制限クエスト〟とでも言おうか。

　たとえば敵の基地内でボスを倒たおした際、〝何分以内に脱だつ出しゆつせよ〟という指示が下り、時間を過ぎると基地が爆ばく発はつして、強制的にゲームオーバーになる。

　たぶんだが、これはそういったイベントなんだと思う。

　ただ問題は、今が現実世界の死と直結する〝デスゲーム中〟ということだ。

　通常なら、最終チェックポイントからのリスタートも出来るが、現状、このままゲームオーバーを迎むかえてしまうと、全員揃そろってリアルで天に召めされてしまう。

　タマネの危き惧ぐしたとおり、一刻の猶ゆう予よも残されてはいないのだ。

「とにかくやつをなんとかしよう！　あれがゴーストシップの骸がい骨こつや、昨日の骨モンスター同様、物理攻撃無効タイプのボスだってんなら、恐らくサラさんの歌で癒いやせるはずだ！　見た感じ、やつは装備を破は壊かいするだけで、それ以上の攻撃はしてきていない！　だったらサラさん以外の全員で囮おとりになって、やつの注意を引きつけるしかねえ！」

「そ、そうですね！」

「う、うん！　分かった！」

「右に同じ」

　大きく頷うなずくココとタマネ、そしてシーナだが、そこにヒノカから抗こう議ぎの声が入る。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ!?　それってつまり、最悪、あたしたちに〝裸になれ〟ってことじゃない!?」

「いや、まあそう言っちまえばそうなんだが……。でも大丈夫だ！　仮に見えたとしても、それは俺の心の中にしまっておく！」

「何が大丈夫なのよ!?　せめて〝忘れる〟って言いなさいよ!?」

　真っ赤な顔で反論するヒノカだが、彼女とて、今が非常時なのは承知のこと。

　ゆえに、ヒノカは天を仰あおぎながら両手でがりがりと頭を搔かき、

「あ～もう～!?　見られた時は絶対に責任取って貰もらうからね!?　分かった!?」

「お、おう」

　と、なんとか覚かく悟ごを決めてくれたようだった。

　ところで〝責任〟というのは、やっぱり作戦の立案者として労ねぎらえということだろうか。

　であれば、裸を見たにしろ見なかったにしろ、何か美う味まいものでもご馳ち走そうしてやろうとは思うのだが……って、それはさておき。

「というわけで、サラさん。また歌を頼たのんでもいいですか？」

「はい、もちろんです。私の歌で彼らを救えるというのならば、喜んで歌わせていただきますわ」

　そう頷いてくれたサラの微笑ほほえみに、ミナトのやる気も一層増す。

「ありがとうございます！　じゃあ行くぞ！　なんでもいいからやつの気を引きつけるんだ！」

「はい！」「ええ！」「うむ」「うん！」

　サラ以外の五人が一いつ斉せいに駆かけ出し、骨モンスターと化した骸骨どものもとへと向かう。

　会場はすでに地じ獄ごく絵え図ず……というよりは、正直、ミナト視点だと、桃もも色いろの光景が広がっているようにしか見なかった。

　何せ、全ぜん裸らの美少女＆美女たちが、そこかしこにぷるんぷるんしているのである。

　これが天国でなく、一体何が天国だと言うのか。

「って、いかんいかん！　今は作戦に集中しないと！」

　大おお仰ぎようにかぶりを振り、余計な雑念を振り払はらったミナトは、昨夜同様、腰こしの革かわ袋ぶくろから液体の入った小ビンを取り出し、やつに向かって投げつけようとする。

　が。

「くそっ!?　これじゃダメだ!?」

　やつの手の中には、未いまだに多くのアマゾネスたちが捕つかまっており、迂う闊かつに手を出すことが出来ない状じよう況きようだった。

　しかも。

「この！　えい！　え～い！　──うわあっ!?」

「ちょっとは！　こっちを！　向きなさいよ！　──きゃあっ!?」

「むう、このままでは……。──ぐうっ!?」

　ハンマーを空振りさせていたタマネ、槍そう杖じようを振り回したり、キックをお見み舞まいしようとしていたヒノカ、そしてショートボウを片手に、為なす術すべなく佇たたずんでいたシーナの三人が、次々に骨モンスターに捕まってしまう。

「み、皆みなさん!?」

　ココは彼女らよりも少し離はなれた場所で、ヘビーライフルに弾たまを込めていたため、難を逃のがれたらしいが、

「うわぁ～!?　水着が溶けちゃうよぉ～!?」

「い～やぁ～!?　本当にお嫁よめに行けなくなっちゃうぅ～!?」

「くっ、殺せ……」

　捕ほ獲かく済みの三人は、すでに水着が溶け出しているようだった。

　と。




　──ら～らら～♪




　さすがに見過ごすわけにはいかないと思ったらしく、サラが歌い始めてしまう。

『……歌、ダト？』

　ゴーストシップの時と同じく、透すき通るような美声を披ひ露ろうするサラに、骨モンスターもその動きを一いつ瞬しゆん止めたように見えたのだが、




『──美シイ……。誰だれダ、アノ癒ヤシ系爆ばく乳にゆう美女ハ……』




　ずずん、とやつは地を這はい、徐じよ々じよにサラのもとへと近づいていく。

「サラさん!?　ダメだ、逃にげろ！」




　──る～ら～る～♪




　だがサラは歌うことをやめず、ついにやつが彼女の目の前へと到とう達たつしてしまう。

『綺き麗れいナ声……。美シイ顔立チ……。ソシテ……オッパイ……。ソウダ、我ラガ求メテイタノハコレダ……。コレコソガ……』

　そのまま聴きき入って成じよう仏ぶつしてくれればよかったのだが、彼らはついに自らの天使を見つけたと言わんばかりに、サラへと手を伸のばした。

「ら～ら──きゃっ!?」

「サラさん!?」

　そして包むようにそっと両手でサラを摑つかんだ骨モンスターは、その魍もう魎りよう然とした顔の近くへと、彼女を近づけていく。

『理想ノ女……。我ラノオッパイ……。毎朝、味み噌そ汁しる……』

「う、うぅ……」

　骨モンスターの溶よう解かい物質が水着を溶とかし、サラの絹のような肌はだが露あらわになっていく。

「この野や郎ろう！　皆を放せ！」

　ダメ元で〝松たい明まつ〟を投げてはみるが、物理攻撃扱あつかいになってしまったらしく、するりとすり抜ぬけてしまった。

「わぁ～!?　もうダメぇ～!?」

「ちょ、ちょっと冗じよう談だんでしょ!?　そんなところまで溶けたら全部見えちゃうじゃない!?」

「ぐ、このような辱はずかしめ……。だがミナトになら……（ぽっ）」

「ご、ごめんなさい、皆さん……」

「……っ」

　すでに女子たちはほぼ全裸にされてしまったようで、ミナトもどうすればと悔くやしさを滲にじませながら歯は嚙がみする。

　が、次の瞬間。




　──ズドンッ！




『ガアッ!?』

「わあっ!?」「きゃっ!?」「ぐっ!?」「きゃあっ!?」

　突とつ如じよ響ひびいた銃じゆう声せいとともに、骨モンスターが仰のけ反ぞり、女子たちがその手から解放される。

「──おっと!?」

　同時にミナトもサラを抱だき止めに走り、なんとか彼女をキャッチすることに成功するが、

「あ、ありがとうございます……」

「い、いえ……」

　とてもではないが、直視出来ない姿だったので、視線を逸そらし続けていた。

　と。




「──私、怒りました！　もうぷんぷんです！」




『──っ!?』

　ふいに聞き覚えのある少女の声が響ひびき、骨モンスターも含ふくめ、その場にいた全員が何事かと振ふり返る。




　そこにいたのは──ヘビーライフルを脇わきに抱かかえる、お胸の大きなエルフの少女だった。




　そう、ココである。

　彼女は両りよう頰ほおをぷくりと膨ふくらませ、双そう眸ぼうを潤うるませながら、骨モンスターを睨にらんでいたのだ。

「こ、ココ……？」

　ミナトがサラを抱いたまま固まっていると、ココは本当に怒おこっているのか、声を荒あららげて言った。

「あなたたちのせいで、ミナトさんがサラさんのおっぱいに釘くぎ付づけになっちゃってるじゃないですかぁ!?」

「お、おい!?」

「あらあら、うふふ」

　それは恥はずかしいですわ、と照れるサラに、思わず顔が真っ赤になるミナトだが、感情の昂たかぶったココの主張は止まらず……。

「これでミナトさんがサラさんルートに行っちゃったら、どうしてくれるんですか!?　そんなことになったら、私はあなたたちを──絶対に許しませんからね！」

　ぶんっ！　とヘビーライフル──《アンチマテリアル》を振りかぶるココに、骸骨たちもいきり立って反論する。

『ナ、何ヲ言ッテイル!?　コノ女ハ我々ノ女め神がみナノダ！　〝みなと〟トカイウ小こ僧ぞうニ渡スツモリハナイ！』

「そういう問題じゃないんです！　現にあなたたちのせいで、ミナトさんはサラさんをお姫ひめさま抱だっこしてるじゃないですか!?　しかも裸はだかで！」

「はい、されちゃってます♪」

　──ぎゅっ。

「んなっ!?」

「ちょ、サラさん!?」

　悪気はまったくないのだろうが、一層強くしがみついてきたサラに、ココのボルテージがいよいよ絶頂を迎むかえる。

　俯うつむき、ぷるぷると肩かたを震ふるわせるココに、ミナトの顔から血の気が引いていくと、

「……み、み、み──」

「……み？」




「ミナトさんの──浮うわ気き者ものぉぉぉぉおおおおおぉぉおおぉおおおぉおおおおおおっっ!?」




　──ドゴンッ！

『ナ、何な故ぜ我ラガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!?』

　理り不ふ尽じんにも、力の限りにぶん投げられた《アンチマテリアル》の直ちよく撃げきを食らい、骨モンスターはその巨きよ体たいを、遥はるか空の彼方かなたへとぶっ飛ばされた挙げ句、茜あかね色いろの西日によって浄じよう化かされてしまったのだった。




　ココの活かつ躍やくもあり、なんとか骨モンスターを退けたミナトたちは、やつによって壊こわされた試合場の後片付けをしていたのだが、

「……なあ、いい加減機き嫌げんを直してくれよ？」

「……（ぷいっ）」

　ココは膝ひざを抱え、未だに頰を膨らませたままだった。
















　先ほどのことが不ふ可か抗こう力りよくだというのは、彼女も分かっているはずなのだが、それでもなかなか機嫌を直してくれなかったのである。

　せっかくココが喜ぶような出来事もあったのだが、それも伝えられずにおり、もどかしさだけがミナトの心の中に広がっていく。

「でもあそこで受け止めなかったら、サラさんは地面に落ちちまってたんだぞ？」

　そう諭さとすように言ったミナトだったが、

「まああたしは落ちたけどね」

「わたしも落ちたー」

「私もだ。まあすれすれで飛んだがな」

「……」

　背後から、受け止めなかった三人の、抗こう議ぎの視線らしきものが突つき刺ささってきて、うぐぅと言葉に詰つまっていた。

　と。




「……だって……」




「うん？」

　ふいにココが口を開き、彼女の言葉を聞き漏もらさぬよう、ミナトは少し顔を近づける。

「だってミナトさん、サラさんをお姫さま抱っこしていました……。私、今まで一度もされたことないのに……」

「いや、それは……」

　仕方ない、で済ませてしまえばそれまでなのだろう。

　だがそれで済ませたらいけない気がして、ミナトは言葉を止め──そして言った。




「──分かった。ならちょっと付き合ってくれるか？」




「えっ……？」

　顔を上げたココの頰には、薄うつすらと涙なみだの筋が刻まれていた。

　そんな彼女の小さな頭をくしゃりと撫なで、ミナトは海辺の方へと歩いていく。

「ほら、行くぞ」

「ちょ、ちょっと待ってください～!?」

　しばし呆ぼう然ぜんとしていたココだったが、ミナトにそう言われたことで、とてとてと後ろをついてきてくれた。

　そうして二人は、水平線に日が沈しずみつつある、オレンジの海岸線へと到とう着ちやくする。

「あの、ミナトさん……？」

　不安げな表情で佇たたずむココに、ミナトはインベントリから一着の衣服を取り出し、それを差し出しながら言った。

「ほら、これ欲しがってただろ？」

「え、これって……」

　衣服を受け取ったココは、驚おどろいたように目を丸くする。

　それもそのはずであろう。

　何な故ぜなら、彼女の手に握にぎられていたのは、




　優勝賞品のウェディングドレス──〝トワイライト・オブ・マリッジブルー（略りやく称しようＴＯＭ）〟だったからだ。




　何故賞品のＴＯＭをミナトが持っているのか、ココは困こん惑わく気味に問うてくる。

「ど、どうしてこのドレスをミナトさんが!?」

「ああ、実は片付けを始める前に、ヒッポリュテがな、『貴様らのおかげで助かった。礼代わりにこれをくれてやる』ってさ」

「そうだったんですか……」

　ドレスをぎゅっと胸に抱くココに、ミナトは微笑ほほえみながら言う。

「だからこいつはお前のもんだ。正直、アバターのバグってるお前がいなかったら、あんな風に物理無効の骨モンスターをぶっ飛ばすことだって出来なかっただろうしな」

「で、でもそれは皆みなさんが注意を引いてくださっていたおかげで……」

「ああ。だから皆みんなにもきちんと訊きいた上で、お前にやるのが一番いいってことになったんだよ」

　ほら、と片付け中の試合場を見るように促うながせば、

「ココちゃーん！」

「やれやれ、まったく手間のかかるワイフだ」

「まあ、ココらしくていいんじゃない？」

「ふふ、これが〝青春〟というものなのですね」

　と、向こうの方でも、女子たちが各おの々おのココのことを気にかけているようだった。

「皆さん……」

　堪たまらず泣き出しそうになるココに、ミナトはドレスを着るよう促す。

「というわけで、せっかく貰もらったんだ。ちょっと着てみてくれないか？　お前ならきっと似合うだろうからさ」

「は、はい！」

　大おお雑ざつ把ぱに涙を拭ぬぐい、ココは笑え顔がおで頷うなずく。




　そして彼女は言われたとおり──ドレスに袖そでを通した。




「おお……」

　その瞬しゆん間かん、ミナトの口から意図せず感かん嘆たんの息が漏れた。

　両りよう肩かたと胸むな元もとを大きく出したドレスは、一片の曇くもりもない真っさらなパウダースノウのようで、元から色白なココの肌はだと見事に調和しており、シースルーのベールを風になびかせるその姿は、どこからどう見ても幸せの絶頂──〝花はな嫁よめ〟そのものだったからだ。

「ど、どうでしょう？　似合いますか……？」

「え、あ、お、おう……。うん、凄すごくよく似合ってる、と思う……」

　あまりに可か憐れんな艶あで姿すがただったため、ミナトも圧あつ倒とうされてしまい、思わず舌足らずな返答になってしまった。

「えへへ、ありがとうございます♪」

　だがココはまったく気にしていないようで、夕日の後押しもあってか、いつもよりも赤くなった顔で、嬉うれしそうに微笑んでいた。

「……」

　この状じよう況きようでやるのはかなり気が引けるというか、すこぶる勇気が必要となることなのだが、元々そのために彼女を呼び出したのだ。

　ならばここは男として、腹を括くくるしかあるまい。

　内心覚かく悟ごを決めたミナトは、スカートを翻ひるがえらせているココに、こう切り出す。




「──じゃあお姫さま抱っこ……するか？」




「えっ？」

　これに一瞬面めん食くらった様子のココだったが、徐じよ々じよに感情を昂たかぶらせていくのが丸分かりするほど、弾はじけるような笑顔で頷き──飛んだ。

「ミナトさん！」

「──おわっ!?　ちょ、何故飛んだ!?」

　いきなり首元に飛びついてきたココの勢いで、ぐるりと横に一回転したものの、ミナトはなんとか体勢を立て直し、望み通り、彼女をお姫さま抱っこしてやる。

　ふわりと花のような優やさしい香かおりが漂ただよう中、ココはじっとミナトのことを見つめて言った。

「ミナトさん、私、ミナトさんのことが大好きです！　世界で一番、ミナトさんのことが大好きです！」

「お、おう、そうか。それはその……ありがとな」

「はい！」

　再度大きく頷いたココを連れ、ミナトが皆のもとへと戻もどろうとした時のことだ。




　──ちゅっ。




「……えっ？」

　突とつ如じよ左の頰ほおに広がった柔やわらかい感かん触しよくに、ミナトは呆然と立ち尽つくしてしまう。

　見れば、ココが顔を紅潮させながら、にんまりと恥はずかしそうに笑っていた。

「えへへ、しちゃいました♪」

「え、あ……」

　どう反応したらよいものかと、ミナトが固まっていると、




「──こらー!?　そこまでは許した覚えがないぞー!?」




　試合場付近にいたはずのシーナが、猛もう然ぜんと迫せまってきたではないか。

　抱だっこを終え、ココを地面に下ろせば、彼女は両頰にむぎゅっと手をあて、顔をふやけさせながら言った。

「えへへ～、でももうしちゃいましたもの～♪」

「だ、だったら私もするまでだ！　おい、ミナト！　さあ、口を出せ！」

「い、いやいやいやいや!?　それはダメだろ!?」

「そ、そうですよ、シーナさん!?　私だってやっと〝ほっぺ〟だったんですよ!?」

「ならば私はその上を行くまでだ！　ほら、ちゅ～」

「お、おい、やめろって!?」

「あ、ずるいですぅ!?　じゃあ私も、ちゅ～」

「お、お前らなぁ!?」

　二人の美少女からキスを迫られるも、さすがにそこまで男を見せることは出来ず、ミナトはその場から逃にげ出すことしか出来なかったのだった。




　それからしばし後のこと。

「──ご心配をおかけして、本当にすみませんでした！」

　と、恭うやうやしく頭を下げるのは、もちろん未いまだドレス姿のココである。

　雨降って地が固まったとはいえ、皆に心配をかけたのは事実。

　ゆえに、ココはこのように、ミナトを含ふくめた全員に対して、深く頭を下げていたのだ。

「あはは、頭を上げてよー。わたしは全然気にしていないしさー」

「右に同じだ。ミナトにキスした件は後で問い質ただすとしても、君の気持ちが分からないわけではないからな」

「うぅ、お二人とも、本当にありがとうございます……ぐすっ」

「あたしも別に構わないわ。っていうか、いつものことだし。でも悪いと思ってるなら、償つぐないはいつでも受け付けるわよ？　というわけで、まずはこのあたしを〝ヒノカさま〟と呼ぶところから始めて貰いましょうか」

「はい、分かりました、ヒノカさん……ずずっ」

「え、いきなり分かってない!?」

　びくっ、とショックを受けるヒノカだが、サラはその様子を、「ふふ、なんだかこういうやり取りは心が温まりますね」とどこか嬉しそうに眺ながめていた。

　最中、洟はなをすすっていたココが、涙を拭いつつ、皆に対してこう勢い込んでくる。

「あの、実は皆さんに〝お礼〟をしたいと思いまして！」

『……お礼？』

「はい、〝お礼〟です！」

　揃そろって小首を傾かしげるミナトたちに、そう力強く頷いたココは、すたたと数メートルほど向こうへ駆かけて行ったかと思うと、




　──何故か彼女は巨きよ大だいな〝メガホン〟を手にしながら振ふり向いた。




　おや？　と一同は再び首を傾げる。

　おかしいな。

　あれではまるで、これから〝大声を出す〟みたいではないか。

「……大声？」

　ミナトの脳のう裏りに嫌いやな予感が高速で這はい上がってくる。

　それは他ほかの皆も同じだったようで、サラ以外の全員が、青い顔を互たがいに見合わせていた。

「お、おい、まさか……」

　だらだらと冷や汗あせを垂らすミナトたちだが、

　その予感は、




　──的中した。




「このドレスの効果で女子力の上がった私なら、今度こそ癒いやしのお歌を歌えるはずです！　なので、皆さんへのお礼として、一曲歌わせてください！」

「ちょ、おま、やめ──っ!?」

　全力で制止しようとするも、もはや誰だれも彼女を止めることは出来ず、




　──ボエェェェェ～～～～～～～～～～～～～～～～♪♪♪




『～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?』

　メガホン越ごしに放たれる超ちよう不協和音。

　草木は枯かれ、海は荒あれ、山が噴ふん火かした上に雷らい鳴めい轟とどろく中、森からは数多くの断だん末まつ魔まが響ひびき、片付け中だったアマゾネスたちは泡あわを吹ふいて倒たおれ、ミナトたち一行も意識を遠のかせていく。

「……ふう、お粗そ末まつさまでした──って、あれ？」

　そうしてココが満足げに歌い終えた時、その場に動くものは何一つなかったのだった。










　エピローグ







「ふえぇ～!?　どうしてドレスが没ぼつ収しゆうされるんですかぁ～!?」

　そう歩きながら泣き喚わめくのは言わずもがな、ココである。

　確かに骨モンスターは彼女の手によって強制除じよ霊れいされたのだが、先ほどの歌によるマゾス島の被ひ害がいは甚じん大だい──アマゾネスの村も、地割れによってほとんどの家屋が倒とう壊かいしていたという。

　おかげでぶち切れた彼女らによって、賞品のＴＯＭは没収されてしまったのである。

　なお、未だにヒノカとシーナ、そしてタマネは歌の後こう遺い症しようでうなされており、今も〝テント〟の中でサラに看病されている。

「まあそう言うなって。一応着ることは出来たんだしさ。結果オーライってことにしようぜ」

「そんなぁ～……」

　しょんぼりと小さくなるココを連れ、ミナトは薄うす暗ぐらい森の中を進み続ける。

　明日の朝には島を発たつとはいえ、せっかくここまで来たのだ。

　ならば是ぜ非ひ〝キングノシポーク〟とやらの肉を、食べてから帰ろうということになったのである。

　しかしすでに日は沈しずんでおり、〝松たい明まつ〟で辺りを照らしてはいるものの、周囲にはキングノシポークはおろか、他の草食モンスターの姿も見当たりはしなかった。

「それにしても、結局、あの骨モンスターはなんだったんだろうな？　状じよう況きよう的にボスだってのは分かるんだけど、ヒッポリュテたちも〝見たことない〟って言ってたし」

「そうですね。確か昨日の夜に追ってきたのも、似たようなタイプのモンスターさんだった気がします」

「だな。あれもなんでこっちの居場所が分かったんだろうな。発信機でもつけられてるのかと思ったぜ」

　と、肩かたを竦すくめるミナトに、ココは「ちなみに！」とその豊かなお胸を張って断言した。

「私はミナトさんのことでしたら、発信機なしでも見つけられる自信があります！」

「そ、そうか。ならもし見つける時は、トイレと風ふ呂ろ以外の時にしてくれな……」

「はいです！」

　大きく頷うなずくココだが、彼女はふと声のトーンを下げて続けた。

「でも少しだけ残念です……。出来ることなら、きちんと私のお歌で癒やして差し上げたかったのですが……」

「ま、まあそれはそのうちリベンジするってことで……」

「はい、もちろんです！　私もサラさんのように、いつかお祈いのりの似合う、〝ザ・聖母〟の名をほしいままにしなければいけませんし！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり、ココは闘とう志しを剝むき出しにする。

　そんな彼女に些いささか戸と惑まどうミナトだったが、




「……うん？　お祈りの似合う聖母……？」




　ふと何かが引っかかるような感覚に囚とらわれ、眉まゆ根ねを寄せる。

　そういえば、最初にあの骨モンスターが現れたのは、道に迷って〝神かみ頼だのみ〟をしている最中だった。

　そして次に現れたのは、試合終しゆう了りよう後──結果発表を〝祈り〟ながら待っている時だ。

「……」

　ミナトは記き憶おくの糸を手た繰ぐり、引っかかりの元になっている事こと柄がらを必死に思い出す。

　聖母、癒やし、アンデッド、救い、祈り──。

　そう──《祈り》。

　それこそがサラのパッシブであり、確か効果は、




　──〝祈り動作に入っている時は一いつ切さいの攻こう撃げきを受けず、ライフも回復していくが、聖なる輝かがやきによって救いを求めるモンスターたちを呼び寄せてしまう〟であった。




「……」

　原因──判明。

　道すがら、ミナトは一人白目をむいた。

　そう、サラの《祈り》こそが、彷徨さまよえるアンデッドモンスターたちを呼び寄せてしまっていたのだ。

　恐おそらく今まではセーフティエリアである《フォート》から出なかったため、祈っても効果が発動しなかったのだろう。

　思えば、夜中に逃にげ回っていた時も、〝早く見覚えのある場所に出ますように〟とよく祈っていたような気がする。

　なんという盲もう点てん。

　いや、彼女の呼び寄せた骨モンスターのおかげで、ミナトは種馬にならずに済んだわけだし、そこは感謝すべきなのかもしれないが……。

「あの、ミナトさん？」

「お、おう。どうした？」

「いえ、なんだかぼーっとしていたみたいなので……」

「い、いや、えーっと……そ、そう！　〝キング〟ノシポークって言うくらいだから、どこかの穴あな蔵ぐらでも住すみ処かにしてるんじゃないかなって！」

「ああ、なるほど！　さすがミナトさんですぅ！」

　ぱあっと顔を輝かせるココに、ミナトは内心顔を引き攣つらせる。

　とてもではないが、サラには伝えられないだろう。

　余計なことを言って傷つけたくもないし、最初にきちんと確かく認にんしておかなかった、こちらにも落ち度があるからだ。

　ので、今回はイーブンということにしようと思う。うん。

　ミナトがそう明後日あさつての方を向いていると、




「──あ、ここって昨日の場所じゃないですか!?」




「……うん？」

　ふいに背後からココに呼び止められ、思わず足を止める。

　見れば、ミナトたちの左側面に、見覚えのある洞どう窟くつが、ぽかりと大口を開けているではないか。

「ああ、なるほど。普ふ通つうに道なりにくれば着く場所にあったんだな」

「みたいですね。昨日は迷ってしまいましたけど」

　じっと穴の奥を見つめ続けるココに、ミナトは提案してみる。

「なんなら少し寄っていくか？　もしかしたらこの奥に、件くだんのキングノシポークが陣じん取どってるかもしれないしな」

「え、いいんですか!?」

「おう。昨日は途と中ちゆうで邪じや魔まが入っちまったからな。今ならゆっくり見られるだろうし」

「わぁい♪」

　──むぎゅっ。

「お、おい!?」

　いきなり腕うでを組んできたココに、ミナトが困こん惑わくしていると、彼女はそのまま彼の腕を引き、洞窟の中へと誘いざなっていった。

「えへへ、さあ行きましょう～♪」

「……やれやれ。足あし下もと気をつけろよ？」

「はいですぅ～♪」

　鼻歌交じりのご機き嫌げんなココに連れられ、ミナトは再び例のコロセウム状になった広場へと到とう達たつする。

　二人揃そろって中央付近に腰こしを下ろした後、ミナトは〝松明〟の灯りを消し、腰の革かわ袋ぶくろを漁あさりながら言った。

「そういえば、またこうやって星を見る時に使えたらって、片付け中に廃はい材ざいを貰もらって、簡易的な〝望遠鏡〟を作ってみたんだが……」

　と。




　──くいくいっ。




「うん？」

　そこでふと衣服を引っ張られたミナトは、どうしたのかとココの方を向く。

　すると、彼女は地面に寝ね転ころびながらこう言った。

「えへへ、それもいいんですけど、せっかくこうして二人きりになれたんですし、一いつ緒しよに横になって見ましょう？　ね？」

「ん、まあそうだな」

　そう言われてしまったのなら、断るのは野暮というものだろう。

　ミナトは革袋を漁る手を止め、ココに言われたとおり、同じく地面に仰あお向むけになる。

　ひんやりとした土の感かん触しよくを背に感じつつ、二人は満天の星空へと目を向ける。

　そこでは大小様々な星々が、それぞれに違ちがった色の輝きを放ち、昨夜は見えなかった天の川のような流線を形成していた。

「綺き麗れいですね……」

「だな……」

　彩いろどる言葉が思いつかないほどの圧あつ倒とう的な光景に、二人がすっかり心を奪うばわれていると、




　──ぴとっ。




「……ココ？」

　ふいにココが背を丸め、ミナトの方へと寄り添そってきた。

「ねえ、ミナトさん。ずっと、ずっと側そばにいてくださいね？　絶対に、私を置いてどこかに行ったりしないでくださいね？」

「何言ってんだよ。いつも一緒にいるだろ？　心配せずとも大だい丈じよう夫ぶだよ。別にどこも行ったりしないからさ」

　と、言い聞かせるように言うミナトの目には、何な故ぜか一いつ瞬しゆんだけ、ココの身体からだがいつもよりも小さく──まるで寒さに震ふるえる子犬のように見えた気がした。

「はい、ありがとうございます……。私はミナトさんさえいてくれたら、それでいいんです……。ミナトさんさえいてくれたら……それだけ……で……すー……すー……」

「いや、寝るなよ……」

　途中で静かな寝息を立て始めたココに、ミナトは小さく嘆たん息そくしつつも、今だけは、もう少しこのままでいてあげようと微笑ほほえんだのだった。



















　　あとがき




　まず拙せつ作さくをお手に取ってくださったこと、そして皆みなさまのおかげで、作家人生初の〝三巻目〟を出すことが出来ましたことに、重ねて厚く御おん礼れいを申し上げます！

　どうもお久しぶりです、草くさ薙なぎです。

　ちょうど本書の発売されるこの八月で、作家生活も五年目を迎むかえました。

　最中、こうして三巻目をお届け出来ましたことは、ひとえに皆さまの応おう援えんがあってのことでございます。

　ですので、出来ればこの先も、是ぜ非ひミナトたちの物語を見守ってあげてくださいませ。

　というわけで、簡単ではありますが、本作のご紹しよう介かいをさせていただければと思います。




　さて、今回のミナトたちは、〝港町〟──《リフル》で開放された、新たな航路を進み、いわくつきの〝幽ゆう霊れい船せん〟に遭そう遇ぐうしたり、〝女の子しかいない島〟でキャンプをしたりします！

　が、もちろんどちらも容易に事は運ばず、とくに幽霊船を根城にする骸がい骨こつたちは、〝物理攻こう撃げき無効状態〟にあるため、真っ当な手段では攻こう略りやく出来ず、ミナトたちも頭を悩なやますことに……。

　それに伴ともない、新しく癒いやし系けいの爆ばく乳にゆう美女──サラがパーティーに加わるわけですが、このママさんオーラ全開の彼女は、おっぱいも含ふくめ、まさしくココの上位互ご換かんのような女性の上、さらにキャンプ中の一同の前に、ミナトの所有権を主張する薄うす着ぎの美少女たちが現れて──っ!?




　と、そのような内容の本作ですが、今回も一、二巻同様、難しく考えずに楽しめる作品になっておりますので、是非ほっこりしていただけたら幸いです！

　そして覚えている方もいらっしゃると思いますが、二巻のあとがきでの予告通り、今回のカバーイラストは、シーナ＋ココのけしからん仕様になっております！

　見てください、この二人の艶あで姿すがた！

　可愛かわいいったらありゃしないですよね！

　夏らしい清せい涼りよう感かんも満まん載さいで、本当に見ているだけで感動するような出来だと個人的には思います！

　しかしココ……でかいなぁ……。

　ちなみに、新キャラのサラはココ以上の豊満ボディなので、是ぜ非ひ挿さし絵えなどでチェックしてみてくださいませ！

　まあそれが原因で、作中も色々とアクシデントなどが起こるわけですが……と、それはさておき。




　そろそろページ数も少なくなってきましたので、謝辞に移らせていただきたく思います。

　前巻、前々巻に引き続き、至極美び麗れいかつ素晴らしいイラストで、本作を彩いろどってくださいました、絵師の庄しよう名な泉みつ石いしさま。

　この物語の立ち上げから、ずっと親身にお付き合いしてくださり、今回で担当を交代することになりました、編集のＴさま。

　及および、作品づくりに携たずさわってくださいました、全ての皆さま。

　そして、今このあとがきを読んでくださっているあなたさまに、心よりの御礼を申し上げます。

　願わくば、またご縁えんがありますことを。





二〇一七年七月吉きち日じつ　ツチノコ印の草薙アキ










草薙アキ

●くさなぎあき



１９８６年に生をうけた、群馬県民と北海道民のハーフ。今回のミナトたちは、皆でキャンプをするため、また伝説の花嫁衣装を手に入れるため、女の子しかいない島を訪れます！　しかし女の子しかいないのには理由があって──!?　というような感じで、どうぞお楽しみくださいませ！


















カバー・口絵・本文イラスト／庄名泉石

カバーデザイン／アフターグロウ
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